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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







影なる脅きよう威い










「……ご理解していただけましたか!?　これが、どれほど切せつ迫ぱくした状じよう況きようか!?」


　深刻な顔で言う使いの男に、あたしとナーガは同時に深くうなずいた。


「たしかに、ゆーちょうに構えてる場合じゃなさそうね」


「そー思うなら定食のおかわりなんてしないでください！」


　まだ若い、使いの男は、泣き出しそうな悲ひ鳴めいを上げた。


　心にゆとりのない奴やつである。


　テーブルの向かいに座るナーガは、くいっ、と一気にジョッキを空あけると、


「ふっ。青いわね。事じ態たいの大きさに動転しているようじゃあまだまだよ」


　言って、ふぁさぁっ、と髪かみをかき上げた。


「動どう揺ようしてくれって言ってんじゃあなくてぇっ！　急いでくださいって言ってんですよぉ！　僕ぼくは！」


　涙さえ浮かべつつ絶ぜつ叫きようする彼。


「とにかくぅっ！　一刻も早く影シヤドウ……」


　そこまで言って──


　ようやくわれに返ったらしく、いきなりあたりをはばかるかのように声をひそめ、


「とにかく、『鏡かがみ』の一件──よろしくお願いしましたよ」


「わかったわ……たしかに、ゆっくり食べてる場合じゃないかもしんないわね」


　言ってあたしは、定食を、三分の一以上も残したままで、かたり、といすから腰こしをうかす。


　彼の肩かたに、ぽんっ、と手を置き、力強くうなずいて、


「わかったから──ここのおかんじょうはおねがいね[image: ]」





　魔ま道どう史上、『偉グ大レなーるト』の称しよう号ごうで呼ばれる魔道士の中に、シャザード＝ルガンディの名がある。


　派は手でなエピソードがないぶん、伝説のレイ＝マグナスや、現代の大だい賢けん者じや、盲もう目もくの赤法師レゾとは違ちがって、世間一いつ般ぱんでの知名度は低いものの、魔道士うちで、この名を知らないものはない。


　今から四百年ほど前に活かつ躍やくした魔道士で、魔法の道具マジツクアイテムの開発にその才能を発はつ揮きした。


　なにしろ現在、魔法のマジツク道具屋アイテムシヨツプに並んでいる品々の半数近い種類が、多少の改良やバリエーションの追加はあるものの、彼の発明によるものだ、といえば、彼の才能がどれほどのものだったかもわかるだろう。


　記録として残る明確な実じつ績せきを持っているぶん、魔道士の中には、彼を、レイ＝マグナスや赤法師より高く評価するものも決して少なくはないのだ。


　……むろん、大昔の高名な魔道士だけあって、さまざまな、まゆつばもんの噂うわさもいっしょについてくる。


　たとえば、伝説の書物、異界黙示録クレアバイブルの著者だ、などというものから、四百年以上を生き抜ぬいて、百年前、サイラーグが魔ま獣じゆうに滅ほろぼされた時、勇者に伝説の『光の剣』を与あたえたのが実は彼だった、などという話まで。


　そんな数ある、まゆつばものの噂の中に、『影の鏡シヤドウ・リフレクター』というのがある。


　もともと対魔族用に彼が開発したもので、これで相手を映し出すことにより、その映した相手と全く同じ能力──肉体的な能力はむろん、技術や知識などといった、経験的な能力をも持ち、なおかつ相手と全く逆の性質を持つ『影シヤドウ』を生み出す、というシロモノである。
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　つまり、これで魔族を映し出せば、その魔族と同じ戦せん闘とう力を持つ人間の味方、魔族への敵対者たる『影シヤドウ』を生み出すことができるわけなのだ。


　しかし結局シャザードは、これを世に出すことなく、どこへともなく封ふう印いんしたという。


　理由は言うまでもあるまい。


　この鏡一枚さえあれば、世界を征せい服ふくすることさえ、たやすいことである。


　鏡は、魔を聖にするものではなく、単に属ぞく性せいを逆転させるだけのもの。


　つまり、そこに『敵』が存在するかぎり、それを鏡で映し出すことによって、敵と同じ能力を持つ『味方』を生み出すことができるのだ。それも無む限げんに。


　──だが、実際問題として、相手の経験までもコピーするなど、現代の魔道技術をもってしても不可能なこと。それを、いくら天才だからといっても、四百年も前の魔道士が、実行しえたとは考えにくい。


　第一、この話が事実だとすれば、世に出なかった道具の噂が、一体どこから流る布ふしたとゆーのだ？


　そんなこんなで当然この話は、あくまでも単なる噂として扱あつかわれていた。


　そう。つい最近、とある魔道士が、古い記録を発見するまでは。


　彼はそのことを魔道士協会に報告し、協会が、調査隊を組織しようとしていたその矢先──


　関係資料や備び品ひんなどが、何者かによって、根こそぎ持ち去られた。


　容疑者の名は、すぐに浮かんだ。


　そこの協会の副評議長の座にあった魔道士、ラガン。


　事件のあったその翌よく日じつから、完全に姿を消したのだ。これではまるで、『わたしがやりました』と言わんばかりである。


　彼の狙ねらいはわかりきっていた。協会より先に鏡を手に入れ──


　それで何をするつもりか、想像に難かたくはないだろう。


　その野望を阻そ止しするべく、魔道士協会は動き出し、たまたま近くにいたあたしとナーガにも、協力要よう請せいの声がかかった、というわけである。





「ふっ。けどこれで、だいたいオチは知れたわね」


　ナーガは疲つかれのにじむ口く調ちようで、面おも白しろくもなさそうにつぶやいた。


　まばゆい午後の陽ひざしの中、名もない山の獣けもの道みちを、登りながらのことである。


　向かっているのは、言うまでもなく、『影の鏡シヤドウ・リフレクター』の眠る場所。


　ラガンはたしかに、『影の鏡シヤドウ・リフレクター』に関する資料のことごとくを奪うばい去ってはいたものの、さすがに、それらに目を通していた人々の記き憶おくまで奪うことはできなかった。


　協会は、その記憶の断片を総合し、鏡の眠る場所をつきとめて、そこに向かって本隊と、あたしたちのような、身軽に動ける別動隊を送ったのだった。


「ま、ウソっぽいことはたしかね」


　こたえてあたしは小さくうなずく。


　こーいった、伝説がらみの話には、よくありがちなことである。記録資料が見つかったからといって油ゆ断だんしてはいけない。それが、粋すい狂きような人間のデッチ上げだという可能性は、決して低くはない。


「けど、『影の鏡シヤドウ・リフレクター』があろーとなかろーと、ンなことどーだっていいのよ」


「……なんでよ？」


　問いかえすナーガに、あたしは右手の人さし指を立て、


「考えてもみなさいよ。今回あたしたちが、協会から依い頼らいされた内容は、別動隊として行動し、『鏡の奪だつ取しゆ、もしくは破は壊かい。あるいはラガンが鏡を入手する前に彼を捕ほ獲かく、または討とう伐ばつすること』よ。


　……そりゃあ、『鏡』が実在しなけりゃ、ぶんどったり壊こわしたりはできないけど、その場合でも、ラガンとかをはり倒たおすことはできるはず。


　つまり──。


　本隊や、ほかの別動隊よりも早く、あたしたちがそのラガンとかをはり倒しちゃえば、成功報ほう酬しゆうの、金貨二百枚はあたしたちのもんなのよっ！」


「ふっ！　なるほどっ！」


　納なつ得とくするなり元気が出たか、やおら瞳ひとみを輝かがやかせ、ぶぁさぁっ、と無意味にマントをひるがえすナーガ。


「となればこのまま一気にまっすぐつっこんで、さっさとその魔道士倒して報酬はわたしたちのものにするのよっ！　ほーっほっほっほ！」


「……ま……待て……」


　横あいのしげみの奥から、苦しげなうめき声が聞こえて来たのはその時だった。





「だれっ!?」


　あたしの声に応じるように、しげみの奥からよろめき出たのはひとりの男。


　魔道士ふうの姿だが、全身泥どろと血にまみれ、まさにぼろぼろの状態だった。


　男は倒たおれるようにへたり込み、あたしたちを見上げつつ、


「……あ……あんたらも、ラガンを追ってるんだろ……？」


　──あんたらも、ということは、この男もあたしたち同様、協会からの依い頼らいを受けた別動隊というわけか。


「……ひ……引き返したほうがいい……ちくしょう……奴やつには獣人ライカンスロープどもがついてやがる……たった二人じゃ無理だ……」


「獣人ライカンスロープが!?」


　おうむ返しに問うあたしに、苦痛に顔をしかめつつ、


「……ああ……それも、かなりの数だ……こっちも五人いたが、結局助かったのはオレだけだ……」


「ふぅん」


「じゃ、まーそーゆーことで」


「こらこらこらこらこらこらこらこらっ！」


　男のことばをいともあっさり聞きながし、ふたたびすたすた歩きはじめるあたしたちに、あわてて声を上げる彼。


「まだ何か？」


「まだ何か、じゃなくてっ！　二人だけじゃあ無理だって言ってるだろーが！」


　半なかばムキになって叫さけぶ彼に、あたしはぱたぱた手を振ふりながら、


「だいじょーぶだいじょーぶ。はっきしいってじまんだけど、獣人ライカンスロープなんて、たとえダース単位で来ようと、あたしたちの敵じゃないわよ」


　いともあっさりと言うあたしに、男はしばしことばを失い──


「ま……待ってくれっ！　できればその……オレをふもとの村まで連れて行ってくれないか」


　……ははぁん……なるほど。


　誰だれがそんなテを食うか。


「おことわりね」


　きっぱりはっきり言い放つあたし。


　男は一いつ瞬しゆん、ぼーぜんたる表情を浮かべるが、


「……く……くっくっくっ……」


　やがて低い笑えみすら漏もらしつつ、ゆぅらりとその場に立ち上がり、びしぃっ！　とこちらを指さして、


「ケガ人のふりをして、きさまらが油ゆ断だんして肩かたを貸したところを、ばっさり殺やってやろうと思ってたんだが……


　──さすがだな。オレがラガン様の手のものだと見抜くとは！」


「……へ？　そーなの？」


　思わず間まの抜ぬけた声で言うあたし。


「……いや……あたしはてっきし、自分たちが金貨二百枚モノにできなかった腹いせに、あたしたちの足引っぱろーとしてるんだ、なんて思っただけなんだけど……」


　あたしのことばに、男はこちらを指さしたまま、しばし硬こう直ちよくし──


「……気づいてたわけじゃなかったのか……？　ひょっとして……？」


「……うん。」


　こっくりこくんとうなずくあたし。


　──しばし気まずい沈ちん黙もくが流れ──


「……ま……まあ、とにかく、だ……」


　こほんっ、と小さくせき払いをして、気を取りなおして男は言う。


「ここで追おつ手てたちの足止め役をやるはずだったが、経けい過かはどうあれ、正体がばれちゃあしかたねえ！


　こうとなったらこのオレが、この手できさまらを倒すまでっ！」


「ほーっほっほっほ！　ずいぶん笑わせてくれるわね！　あなたひとりで、この白蛇サーぺントのナーガとその他一名が倒せるとでも思って!?」


　……『その他一名』ってぇのは何だ。金魚のうんち。


「倒せるさ！」


　あたしがツッコミを入れるより早く、男が自信に満ちた口く調ちようで言う。


「たしかにケガをしてるってぇのはウソだがな……ラガン様の配下に獣人ライカンスロープがいる、ってぇのは本当なんだよ！」


「まさか！　それじゃああんたが……!?」


「その通り！　見るがいい！　このオレの本当の姿を！」


　吠ほえるかのように叫んだ男の全身に力がみなぎり──


「見たくなんかないッ！」





　ごずっ！





　あたしがそう叫んで投げた、赤ん坊の頭ほどの大きさの石が、男のどたまを直ちよく撃げきした。


　悲鳴を上げるいとますらなく、男はその場にひっくりこける。


　──むろん、戦士にして美少女天才魔道士たるこのあたし、リナ＝インバースにとっては、獣人なんぞ敵ではない。


　とはいえ、相手が時間をかけてパワー・アップするのを、わざわざゆーちょーに眺ながめていてやる義理などはない。


「ふっ……どうやら、敵もそれなりのそなえはしているようね」


　ふぁさぁっ、と髪をかき上げて言うナーガに、あたしはひとつうなずいて、


「たしかに、ね。けど、こいつがあたしたちの前に現われた、ってことは……」


　あたしの言わんとしたことがわかったか、彼女が小さく息を[image: ]のむ。


「そう。


　現在、あたしたちがトップってことよ！」


「となると……」


「このままの調子で進めば、金貨二百枚はあたしたちのもんよっ！」


　叫んであたしは、力いっぱいガッツポーズを取ったのだった。





　そして、戦いははじまった。


　あれから二人が進むにつれて、次々襲おそい来る獣人の群むれ。


　目的の、鏡が眠るといわれる場所に近づけば近づくほど、敵の攻撃はますます激しくなっていく。


　しかしそれも、あたしとナーガの目の前にちらつく、金貨二百枚の敵ではなかった。


　なみいる獣人はり倒たおし、ついでに木々もはり倒し、ちょっぴり山火事起きたけど、細こまかいことはさておいて、やがて二人は問題の場所へとようやくたどり着く。


　山あいに、ぽっかり開いた洞どう窟くつひとつ。そばにはばっくり二つに割れて、巨大な岩がころがっていた。


　おそらく、洞窟の入り口を塞ふさいでいたのを、ラガンだか獣人だかが、術でも使ってぶち砕くだいたのだろう。


「──いよいよね──」


　つぶやくナーガにうなずくあたし。


　影の鏡シヤドウ・リフレクターが、ここにあろうとなかろうと、まずまちがいなく、金貨二百枚──もとい、ラガンはこの奥にいる。


　そして二人は、洞窟の奥へと足を踏ふみ入れた。


　しめった──と言うより、濡ぬれた空気のにおいが、長い刻ときの間、この洞窟が、外界と完全に隔かく離りされていたことを物語っていた。


　ヒカリゴケさえ生はえてはおらず、中は文字通り真の闇やみ。洞窟の奥の方を透すかし見ても、明りのかけらすら見えない。


　このままでは、歩くことさえままならない。


「明りよライテイング！」


　しかたなくあたしは、魔法の明りを、ショート・ソードの鞘さやの先に灯ともして、左手にかかげ持つ。


　敵に見つかるおそれは高いが、まあその時はその時のこと。


　濡れてすべる洞窟を、二人は奥へと進んで行った。


　闇の中に、時だけが流れてゆく。


　洞窟はただ、えんえんと続く一本道。敵が出て来る気け配はいすらない。


　──やがて──


　歩き続けるにも、いいかげん飽あきてきた頃ころ──


　あたしの目は、闇の向こうに、かすかな明りを見つけていた。


「──あれは──!?」


　あたしとナーガは視線を交かわし、同時に大きくうなずくと、光に向かって歩調を早める。


　そして間もなく。


　とーとつに、二人は開けた場所に出た。


　そこは、ちょっとした、ドームのような場所だった。


　小さな家くらいなら、丸々入るほどのスペースは、あきらかに、人の手によって造り出されたものである。


　いくつもの、魔法の明りで照らし出された室内には、五、六人の獣人と、魔道士姿の男がひとり。


　黒のローブに身を包み、髪にやや白いものの混まじる初老の男。


　なかなかシブいハンサムだが、瞳ひとみの中に一いち抹まつの、ひとを見み下くだしたような輝かがやきがひそんでいる。


　おそらく──ラガン。


「……ふっ……協会のイヌどもが、もうやって来たか。


　思ったよりは早かったが──


　くふふ、いずれにしても手て遅おくれだ……」


　言う魔道士のその手の中に──


　銀色に輝く、一枚の鏡があった。





「影の鏡シヤドウ・リフレクター!?」


　思わず声を上げるあたし。


　大きさは、ふつうの壁かべかけ鏡くらいなものだろうか。前に立って、肩から上が映るほどの大きさの丸鏡である。


　鏡のまわりのふちどりは、おそらく魔道銀ミスリルだろう。細い蛇へびがからまり合っているかのように、複ふく雑ざつな紋もん様ようを描いている。


　やや紫むらさきがかった鏡面が、魔法の明りを照り返し、ぬめるような光こう沢たくを放つ。


　まさか──ほんとうにあった!?


　内心の動どう揺ようをおさえつつ、あたしは平静を装よそおって、


「それがホンモノだって保ほ証しようはないわよね」


「その通り」


　ゆさぶりをかけたつもりのあたしのことばを、しかしラガンはあっさりと認めた。


「だからこそ、こうやって待っていたのさ。


　お前たちが来るのをな。


　これで確かめることができる。


　鏡がほんものかどうかを！」


　ことばも終わらぬそのうちに、ラガンは鏡をあたしたち二人に向けた！


　鏡の面おもてが、ぬらりっとした輝きを放ち、ラガンの口が、聞きなれぬ呪じゆをつむぎ出す。


　あたしとナーガが、その場を動かなかった理由は、あたし自身にも理わ解からない。


　鏡がニセモノだと信じていたのか。あるいは本物ならば、その発動を見てみたいと思ってしまったのか。


　映し出されたあたしとナーガの姿が一瞬、大きくゆがみ──


　ふしゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！


　ラガンの呪文が終わると同時に、鏡は黒い霧きりを吹き出す。


　やがて、霧のおさまったそのあとには──


「……ふ……ふはははははは！　やった！


　やったぞ！　私は究きゆう極きよくの力を手に入れたのだっ！　ふはははははははは！」


　ラガンの高笑いを聞きながら、あたしとナーガは、ただぼーぜんと、目の前に佇たたずむ、もうひと組のあたしたちを眺めていた。


　伝説は、実在したのだ。





『影シヤドウ』たちは、まさにあたしたちにそっくりだった。


　身長、顔立ち、肌はだや髪の色から着ているものまで。もしも双そう方ほう並んで立てば、外見から違いを見つけだすことは不可能。


　となればやはり、伝説通り、知識や経験もおそらくこちらと同レベル。


　ただ、決定的に違ちがうのは──


　あたしたちが、ラガンにとっての敵である以上、逆の性質を持つ『影シヤドウ』たちは、ラガンの味方──すなわち、あたしたちの敵である、ということ──


　──うかつだった。まさか──
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　内心歯がみをしても、もう遅おそい。


　立ちつくすあたしとナーガの耳に、ラガンの勝ちほこった声がひびく。


「くっくっくっくっく……さあ！ 『影シヤドウ』よ！　目の前にいるそいつらを倒せ！　戦うがいい！　自分同士で！」


　ラガンの命令に、あたしの『影シヤドウ』が動く！


　とっさに身がまえるあたし。しかし！


　次の瞬しゆん間かん、生まれてこのかた味わったことのない悪お寒かんがあたしの全身を走り抜けた！


　あろうことか──


　あたしの『影シヤドウ』は、やおらその場にひざまずくと、両手を胸の前で組み、瞳ひとみに星さえ浮かべつつ、あたしに向かってこう言ったのだ。


「お願い[image: ]　話し合いましょ[image: ]」


　深海にすら勝まさる沈ちん黙もくが、部屋の中を支配した。


「…………をい…………」


　なんとかそれを破ったのは、ラガンのかすれた声だった。


「……わしは『戦え』と言ったんだが……」


「戦いなんてそんな野や蛮ばんなこと！」
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　あたしの『影シヤドウ』は、乙女おとめちっくにぷるぷる首を左右に振ふりながら、


「たとえ敵といっても相手は同じ人間です！


　ほんとうに悪いひとなんて世の中にはいません！　きっと話し合えばわかっていただけますぅっ！」


　……う……


「うひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」


　全身に走る、いいようのないむずがゆさに、たまらずあたしは悲鳴を上げて、体じゅうをかきむしる。


　まさか──まさか、乙女ちっくで人道主義の自分が、これほど恐おそろしいもんだったとはっ！


　となりでも、自分のコスチュームにはずかしがって、マントで自分の体を覆おおい、赤い顔で床ゆかの上に『の』の字を書いているナーガの『影シヤドウ』を直視したか、本モノが、頭から床に突つっ伏ぷして、ぴくぴくしていたりする。


「……お……恐るべし『影の鏡シヤドウ・リフレクター』！……まさに最終兵器の名にふさわしいわねっ！」


　自分の『影シヤドウ』を直視しないように気を配くばりつつ、言うあたし。


「……いや……なんつーか……これって……こーゆーんじゃないよーな気がするな……わたしとしては……」


　半ばぼーぜんとつぶやくラガン。


「ど……どーします？　ラガンさん？」


　とまどい顔で尋たずねる獣人に、やはりラガンもとまどい顔で、


「どーします、って言われても……どーしろとゆーのだ……この事態を……」


　またもや流れるしばしの沈ちん黙もく。


　あたしは全身をかきむしり、ナーガはなおもぴくぴくし、ラガンはほけっと宙を眺ながめる。


「──とりあえず── 逃にげよう」


　ややあって、そうつぶやいたのはラガン。


　まあ、妥だ当とうな処しよ置ちではある。


　相手と同じ能力と、逆の性質を持つ『影シヤドウ』を生み出す『影の鏡シヤドウ・リフレクター』──


　敵意をむき出して襲おそってくる敵に、それと同じ能力を持った、無数の無む抵てい抗こう主義者を生んでも、どーなるとゆーもんでもない。


　製作者のシャザード＝ルガンディがこの鏡を封ふうじた真の理由を、あたしは今こそ知ったような気がした。


　壊こわすにはもったいないが、世間に出すのははずかしい。


　何にせよ、ラガンとしては『影の鏡シヤドウ・リフレクター』が協会の追手に対して何の切り札ふだにもならぬとわかった以上、彼に残された手段は逃とう亡ぼうよりほかにない。


「そうと決まれば長なが居いは無用だ！　とっとと逃げるぞ！」


「……あの……こいつらは……」


「ほっとけ！」


　あたしたちと『影シヤドウ』たちに視線を向けて問う獣人に、きっぱりひとこと言い切ると、ラガンと獣人一行は、ナーガの横をすり抜けて、出口に向かって一いち目もく散さん。


「に……逃がすかっ！」


　むずがゆさに耐たえながら、追いすがろうと身をひるがえすあたしの足に、何かがひしぃっ！　とすがりつく。


　うかつなことに、あたしは思わずふり向いて──


　瞳ひとみに涙すら浮かべ、懇こん願がんするかのようなまなざしで、あたしを見上げるあたしの『影シヤドウ』と、まともに視線を交わしてしまう！


　ぷつぷつぷつぷつぷつぷつぷつぷつぷつ！


　全身にトリ肌はだが立つ音が、たしかに聞こえたような気がした。


「お待ちになってくださいぃ！　ラガン様をどうなさるおつもりですか!?」


　[image: ]……


　叫び出したいのをなんとか抑おさえ、あたしは必死で考える。


　ラガンを追って、どうするかなど、むろん答えは決まっている。どつき倒たおして協会につき出すのだ。


　しかしすなおにそー言えば、『影シヤドウ』は絶対あたしを止めようとする。


　それも、極力平和的な手段で。


　こんなのにしがみつかれた上に、耳もとで、人権がどーだとか話し合いがあーだとか、えんえんとつぶやき続けられた日にゃあ、まちがいなしに夢に見る。


　ええいっ！　こーなったら、あんましやりたくなかったが、最後の手段を使うのみ！


「──わかったわ。話し合いましょ」


　納なつ得とくしたよーな顔をして、あたしは神しん妙みように言った。


　秘ひ技ぎ！　ものわかりのいいふりをして舌した先さき三さん寸ずん丸めこみ攻こう撃げき！


「ほんとうですか！」


　あたしの『影シヤドウ』は、すなおに顔を輝かがやかせる。


「けど聞いて。ラガンは協会の資料を盗ぬすみ出して、あの『影の鏡シヤドウ・リフレクター』をひとりじめしようとたくらんだのよ」


「そんな……！」


「ほんとうよ。その証しよう拠こに、もうすぐ協会のひとたちがやって来るはず。彼らに聞けば、それがわかるわ。


　いずれにしろ彼は、自分が犯おかした罪つみをつぐなわなくちゃあいけないのよ」


「……でもぉ……」


　両のこぶしを口の前に当て、ぷるぷるもじもじするあたしの『影シヤドウ』。


　……あたしも時々、フリや冗じよう談だんやでこれをやる時があるのだが……はたかられーせーな目で見ると、けっこぉブキミなもんがある。


　ふたたび背すじに走るおぞけをこらえつつ、なおもあたしは言いつのる。


「あなたがラガンの味方だってことは知ってるわ。けど──いえ、だからこそ、罪をつぐなうよう、彼をいさめる義務があるわ！


　辛つらいでしょうけど、彼のために──」


　カユいのをがまんしながら吐はいたセリフに、あたしの『影シヤドウ』はしばし考え──


「──そう──ですよね……」


　つぶやくように、しかしきっぱりとした口調で言うと、決意をこめてうなずいた。


　よぉぉっし！　これでとりあえず、しがみつかれるのと説教されるのだけは回かい避ひできるぞっ！


「そうと決まればさっそく追うわよっ！　ほらっ！　ナーガっ！　あんたもいつまでもぴくぴくしてないでっ！」


　蹴けり起こそうかとも思ったが、『影シヤドウ』の説教がはじまる可能性をおそれ、あたしはナーガをゆり起こした。


「……わ……わかったわ……」


　かすれた声で答えつつ、なんとかそれでも自力で身を起こすナーガ。


「……あのぉ……」


　背中からかかった、おずおずとした声に、ラガンたちを追うべく身をひるがえしかけたあたしたちの足が止まる。


　おそるおそるふり向けば、そこには、おずおず佇たたずむナーガの『影シヤドウ』。


　彼女はあたしたちから視線をそらし、顔を赤らめ、もじもじしながら、


「わたしもごいっしょしていいでしょうか……？　こんなところにひとりだと……わたし……こわくって……[image: ]」


　──ナーガとあたしが思わずケーレンしたことは、わざわざ言うまでもないだろう。





「……ど……どーするのよリナ。あれ……」


　暗い洞窟の中を、出口を目ざして駆かけ抜ぬけながら、後ろの『影シヤドウ』たちには聞こえないように小さな声で、ナーガはぽつりと問いかける。


「……どーするって……あたしに言われても……」


　たしかに、こんなのにあとあとえんえんつきまとわれては、精神衛生上とことんよくない。


「……こうなれば、『鏡』を壊すしかないわね……」


　しばし考え、あたしは言った。


「たぶん鏡がなくなれば『影シヤドウ』も消えるはず。ラガンが鏡を持ってる以上、とっ捕つかまえるどさくさにまぎれて鏡をぶち割るのよっ！」


「……それしかないようね………」


　小声できっぱり応こたえるナーガ。


　やがて四人は洞どう窟くつを抜け、外に出る。


　あたりを見回してみても、見えるのはただ緑の連つらなりのみ。ラガンたちの姿はすでにない。


　……くそー。洞窟の中で『影シヤドウ』たちとのかけあいやってるうちに引き離はなされたか。


　しかしここで、あっさりあきらめるわけにはいかない。でなければ、金貨二百枚をフイにした上、こぉぉんな『影シヤドウ』を野の放ばなしにすることになる。


　それだけは、なんとしても避さけなければならない。


　なんとかラガンたちを見つけ出さなくてはならないのだが、飛行の術で上空から探さがそうにも、こうも木々が生おい茂しげっていては視界もきかないし……


　などと思いをめぐらすその矢先。





　っどぅんっ！





　聞きまちがえようのない爆音が、あたりの空気をふるわせる。


　あわてて視線をめぐらせば、森の中、黒くたなびく煙が一条。


　さては──ラガンたち、協会の別動隊のひとつとはち合わせしたなっ！


「あっちよ！」


　あたしの声を聞くまでもなく、一同は、そちらに向かってかけ出していた。





「……く……くそっ！」


　肩かたで荒あらい息をつきながら、ラガンは吐き出すようにつぶやいた。


　どういうつもりか、手にはまだ影の鏡シヤドウ・リフレクターを後ご生しよう大事にかかえている。


　あたりには、五、六人の魔道士と獣人たちが、うめき声を上げて倒れていた。


　戦いには勝ったものの、ラガンたちも獣人数人を失った──といったところか。


　しかし、それもここまでっ！


「ラガン様！」


　横あいからかけられた声に、びくっ！　とふり向くラガン。


　そこにはむろん、言うまでもなく、ふたりの『影シヤドウ』をふくむあたしたち。


「ば……ばかなっ！　なぜ『影シヤドウ』がきさまらの味方をするっ!?」


　思わず驚きよう愕がくの声を上げる彼。


　それに応こたえるかのように、あたしの『影シヤドウ』が、ずいっと、一歩前進し、


「お願いです、ラガン様！　もう……もう、こんなおそろしいことはおやめになってください！……たしかにあなたのことは敬けい愛あいしていますけれど、それでもやはり罪つみは罪。お願いです。どうか武器をお捨てになってください！」


『影シヤドウ』のことばに、ラガンは、まるで別の生き物を見るかのような視線をあたしの方に向け、


「……逆の性質をもつ『影シヤドウ』がこんなだということは……きさま……一体どんな性格をしている!?」


「ほっとけぇぇっ！」


　思わず声を荒あらげるあたし。


　ラガンは、追いつめられた者特有の、引きつった笑えみを浮うかべつつ、


「ふ……まあいい……しかし誰だれが来ようとも、わたしは必ず逃にげおおせてみせる！　そのためにこそ、この鏡を持ち出したのだ！　相手の『影シヤドウ』をつくり出せば、戦力にはならずとも足止めには使える！」


『ラガン様！』


　声をハモらせ、同時に叫さけぶあたしとナーガの『影シヤドウ』たち。


　しかしもはや、ラガンに聞く耳のないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


　あたしたち四人を、びしぃっ！　と指さして、


「かかれいっ！　獣人ライカンスロープたちよっ！」


「えぇいっ！」


「こーなりゃとことんつきあうぜいっ！」


「とほほほほほ……」


　口々にわめき立てながら、半ば以上ヤケクソで、あたしたちにつっかかって来る獣人たち。


　その時、二人の『影シヤドウ』が動いた！


　一いつ挙きよ動どうでその場を跳とび退のくと、近くの木の幹みきに隠かくれてぷるぷるふるえ出す！


　……な……情けなひ……もとからあてにはしてなかったとはいえ……


　ま、何にしろ、敵の獣人、その数四人。はっきし言って敵ではない！


　とはいえ、先に獣人たちを片づけて、もしもラガンが降こう伏ふくすれば、鏡を砕くだくチャンスはなくなる。


　あたしは呪じゆ文もんを唱となえつつ、獣人たち目がけて突つっ込んでゆく！


「ばかめ！　そっちからわざわざ来てくれるとはな！」


　獣人のひとりが叫さけんで剣をふりかぶった。


　──同時だった。


　あたしがま横に大きく跳とぶのと、後ろのナーガが、唱えた術を解とき放つのとは。


「氷フリーズの・矢アロー！」


「……っなっ……!?」


　背後にナーガの声と獣人たちの悲鳴を聞きながら、あたしはラガンに向かって術を解き放つ！


「青魔烈弾波ブラム・ブレイザー！」


「ぐぁっ！」


　油ゆ断だんしていたのが運の尽つき。あたしの放った青い光の衝しよう撃げき波はをまともに受けて、そのまま彼は吹っ飛ばされる。


　そして──


　ぴぎぃぃぃぃぃん！


　その手から離はなれた『影の鏡シヤドウ・リフレクター』は、まともに木立ちにたたきつけられ、鋭するどい音を立て、砕くだけ散る。


　──終わった。ようやく。


　……ふぅ……


　あたしは大きく息をつき──


「……まあ、不ふ可か抗こう力りよくですけど……やっぱり暴ぼう力りよくはあんまり感心しませんよぉ……」


　ひぴくぅっ！


　背後からかかった声に、思わずあたしは硬こう直ちよくした。


　むろん、誰だれの声かはわかっている。


　わかってはいるが──認めたくはない。認めたくはないが──
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　おそるおそるふり向いた、あたしの視線のその先には──


　木の幹から、ひょこんっ、と顔をのぞかせた、あたしとナーガの『影シヤドウ』の姿があった。





　かくて。


　影の鏡シヤドウ・リフレクターは砕け散り、ラガンを協会に引き渡したあたしとナーガは、無事、協会から、報ほう酬しゆうの金貨二百枚をもらったのだ。


　めでたしめでたし。


　…………


　……いや……まあ……


　……鏡が割れても『影シヤドウ』が消えなかった、その理由は、むろん誰にもわからない。


『影シヤドウ』がその後、どうなったかは……あんまし語りたくないのだが……


　──もしもあなたが、とある町で、人権擁よう護ごに砕さい心しんする、栗くり色いろの髪かみの女魔道士と、伝統文化の保護につとめる、黒い髪の女魔道士を見かけたら──


　見なかったことにしといてください。







（影なる脅きよう威い：おわり）










インバース恋愛教室










　それは、ごくありきたりなしごとだった。


　どこかの金持ちのぼんぼんその一を、町Ａから町Ｂまで護ご衛えいする、たったそれだけのことである。


　もうけのほどはまずまずとして、面おも白しろみというものはないに等ひとしい。


　あたしとナーガの二人が、こんな、めんどうなだけでくそおもしろくもないしごとを引き受けたのも、ひとえに報ほう酬しゆう額がくにつられてのことだった。


　街かい道どうを行く三人の前に、根こん性じよう曲がりの野や盗とう連中が立ちふさがったのも、あたしやナーガにしてみれば、毎度毎度のことである。


　まさに、型にはめたよーな、ごくごくありふれたしごとだった。


　そう──この時までは。





「女二人に男一人、両手に花のご旅行か!?


　いいご身分だな!?　え!?」


　盗とう賊ぞくたちのリーダー格にすごまれて、レスターくんは、まともに小さくふるえ出す。


　……たく……情なさけないもんである。
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　これが今回、あたしとナーガが護衛をする、金持ちのぼんぼんその一こと、レスターくん。


　くん、などと言っても、としはあたしやナーガより上だろう。黒くろ髪かみの、まずまずのハンサムなのだが、どこかあかぬけないところがある。


　しかしそれより何よりも、あたしやナーガがへーぜんとかまえているとゆーのに、ひとり、やたらとおどおどうろたえるのはやめてほしいもんである。見ていてこっちが情けない。


　……まあ……かといって、実力のともなわない自信、とゆーのも困りもんではあるのだが……


　ともあれ、彼を護衛するのがあたしたちのしごと。こんな盗賊連中なんぞ、とっとと片づけ、先に進むべし！


「はいはい、弱いもんいぢめしかできないひとは、えらそーなこと言わないよーに」


「な……なんだとぉっ!?」


　突つき放したように言うあたしのことばに、盗賊のボスは、まともに怒いかりに顔を染そめた。


「えぇい！　おとなしくすりゃあ助けてやろうとも思ったが、そっちがそういうつもりなら容よう赦しやしねぇぞっ！」


　言って、剣をずらりっ、と引き抜ぬいた。


　むろん、のぞむところである。


　剣士にして天才魔ま道どう士したるこのあたし、リナ ＝ インバース、盗賊ふぜいに容赦してもらわなくちゃならないほど、落ちぶれたおぼえなどはない。


　あたしも腰こしのショート・ソードを引き抜いて、口の中で、小さく呪じゆ文もんを唱となえはじめた。


「かかれぇいっ！」


『おうっ！』


　男の号令一下、得え物ものを手に手に突っ込んで来る盗賊たち。


　──遅おそい。


「爆裂陣メガ・ブランド！」





　めぎがぁぁぁん！





　あたしの先制呪文一発で、まず、三分の一ほどが吹っ飛ぶ。


　一いつ瞬しゆんたたらを踏ふむ盗賊たち。


「えぇいっ！　ひるむなっ！　次の呪文唱えるまでに片づけろっ！」


　ボスの叱しつ咤たに、盗賊たちはふたたび動きを取り戻す。


　あたしは口の中で呪文を唱えつつ、切りかかってきたひとりの剣を、ショート・ソードであっさり受け流す。


　パワーはそこそこあるようだが、技わざとスピードはなってない。


　後ろではナーガが氷結弾フリーズ・ブリツドで、盗賊たちを氷づけにしている。


　そして完成する、あたしの呪文第二弾！


「炎の矢フレア・アロー！」


　きゅごごごごごごご！


　盗賊たちの五、六人が、おもしろいようにばたばた倒たおれる。


　残った盗賊はあとわずか。


　だがしかし、こーいった連中が、不利な状じよう況きように追いこまれれば、一体どんなテに出るか、おのずとパターンは知れている。


「動くなぁぁぁっ！」


　上がった声に、あたしとナーガが目をやれば、盗賊のひとりに、はがい締じめにされたレスターくんの姿！


「いいか！　もし動いてみろ！」


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」





　びぐごぉぉぉ！





　盗とう賊ぞくの、お決まりの脅おどし文もん句くも終わらぬうちに、ナーガの解とき放った術に、まともに吹っ飛ぶ盗賊とレスターくん。


「おー。今日はよく飛んだわねー」


　目の上に手のひらをかざし、のん気な口く調ちようで言うあたし。


　最近はあたしも、ナーガが少々他人をまきぞえにしても、あまりうるさくは言わないようにしている。


　われながら、人間ができてきたとゆーか、器うつわが大きくなったとゆーか。


　……ひょっとしたら、そーゆーのじゃないかもしんないけど……


　ともあれかくて、あたしとナーガは盗賊たちを撃げき退たいし、無ぶ事じ──じゃないけど、レスターくんを守ったのだった。


　──そう。


　ここまでは、いつもと変わらぬふつーのしごとだったのだ。ここまでは……





「……リナさん……」


　その日の夜──


　レスターくんが、宿の二階にある自分の部屋から、一階の、酒さか場ば兼メシ屋に降りて来たのは、だいぶ夜もふけてきた頃ころのこと。


　さすがにこの時間になると、飲みに来ていた地元の連中も家へと戻り、泊とまりの連中の大半も、昼の疲つかれに、自分の部屋へと引き込んでおり、あたしのほかには数えるほどの客しかいない。


　ナーガも今ごろ自分の部屋で、ぐっすり眠っていることだろう。


　──で、こんな時間になんでまた、あたしがこんな所にいるかといえば──


　夕食の時、レスターくんに、こっそり耳打ちされたのだ。


　── 今夜、あなただけでこの場所に来てください。お話があります──


　なにやらややこしそうではあるが、さりとて無視するわけにもいかない。ひょっとしたら、『きみ、かわいいからナーガにはないしょで、きみだけ依い頼らい料二倍[image: ]』なんてこともあるかもしれない。


　……ないか……ふつーは……


　ともあれ彼は、あたりをきょときょと見回すと、テーブルの、あたしの向かいがわにつく。
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　ついたはいいが、みょーにもじもじするだけで、一いつ向こうに話を切り出そうとはしない。


「……で？　何の話なの？」


　しかたなく、あたしがうながしたそのとたん──


　レスターくん、いきなり、ぽっと、顔を赤らめて、前にも増してもじもじしはじめる！


　……こっ……これはひょっとしてっ!?


　民間伝でん承しようなどでよく耳にする、色恋ざたとゆー奴やつではっ!?


「……じ……実はその……どう言ったらいいのか……」


　言いながら、ちらりちらりと、盗ぬすみ見るようにあたしに視線を投げかける。


　……こ……この反応はやっぱし……


　まあ、レスターくんも確かに男ではあるわけだし、近くに可か憐れんな美少女のひとりもいれば、ついつい心が動いてしまう、というのはわからんでもないのだが……


「……リ……リナさんっ！」


　まっ赤に顔を染そめながら、意を決したように、テーブルに身を乗り出して言うレスターくん。


「……な……なに!?」


　思わずこころもち身を引くあたし。


「ナーガさんって、どういうひとなんですかっ!?」





　ごげっ。





　あたしはイスごとま横にひっくりこけたのだった。





「……ま……まさか……あんた……!?」


　それでもなんとか立ち直り、イスに座りなおして問うあたしに、レスターくんは、こくんっ、と小さくうなずいて、


「……素す敵てきですよねぇ……ああゆう女ひ性とって……」


　夢見るような口く調ちようで言う。


「……そ……そぉかなぁ……」


　ひきつり口調で言うあたし。


「そうですよ……あの……彼女の持つきらめき……さりげないセンスの良さ……」


「…………」


　もはや完全に絶ぜつ句くするあたし。


　あのナーガに対して、『さりげないセンスの良さ』なんぞとゆー表現を、おくめんもなく使うよーな奴に、一体何をどうコメントしろとゆーのだ？
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「お願いです！　彼女のことをもっと知りたいんです！　おしえてください！　ナーガさんって、どういうひとなんですか!?」


「……あーゆーひとよ……」


　真しん剣けんきわまる表情で尋たずねるレスターくんに、これ以上ないほど端たん的てきな説明をするあたし。


「……そうかぁ……あーゆーひとかぁ……やっぱり、ぼくの思ってた通りだ……」


　なぜか納なつ得とくするレスターくん。


　……一体何をどーゆーふーに思ってたんだ……お前は……？


　聞きたくないよーな気もするが……


「お願いです、リナさん」


　彼はあたしの目を、正面から、ひた、と見すえると、


「彼女に……ナーガさんに、ぼくの気持ちをなんとか伝えたいんです！　どうか……手つだってくださいませんか!?」


　いきなり勝手なことを言う。


　何が悲しゅうてあたしが、怪あやしいセンスのカップル結成に力を貸さなきゃならんとゆーのだ!?　


　とはいえ、面めんと向かってそんなことを言って、依頼料が減る……もとい、相手の気持ちを傷つけるのはしのびない。


　あたしはつとめて真剣な表情で、


「……いい、レスター、もしもあなたが本気だっていうのなら、あなた自身で……」


「お礼は金貨五十枚ほどで……」


「まーかせて！」


　あたしは大きく胸を張り、


「こー見えても恋愛ざたじゃあちょっとしたもんなんだから！　なにしろ郷く里にじゃあひところは、『赤い糸切りのリナ』なんて呼ばれてた頃もあったんだから！」


「……あの……それってひょっとして悪口じゃあ……？」


「ともかく！　こーゆーことはあたしにまかせて！　名案があるの」


「どんな案です!?」


「あたしがナーガを『眠りスリーピング』の術で眠らせておいて、そこをあなたが……へっへっへ」


「なんてこと言うんですかぁぁぁっ!?」


　あたしの罪つみもない冗じよう談だんに、本気で叫さけぶレスターくん。


「ぼ……ぼくの彼女に対する気持ちは、そんなのじゃあありません！　なんて言うか……こぅ、精神的プラトニツクなものなんです！」


「……ぷ……ぷらとにっくぅぅぅ!?」


　あまりにもナーガに似つかわしくないことこの上もない単語に、思わず声を上げるあたし。


　かまわずレスターくんは、夢見るようなまなざしと口調で、


「ええ……今日、盗賊たちに襲おそわれて……ナーガさんの術で吹っ飛ばされて、その時、ぼくは目め覚ざめたんです！」


　……いや……そーゆー目ざめかたをしたモンを、世間さま一いつ般ぱんでは、『精神的プラトニツク』とは言わんよーな気も……


「どうやったら、ナーガさんの気持ちを摑つかめるんでしょうか!?」


「……どう……ったって……あたしにはそーゆーむずかしーことはよくわかんないけど……とにかく、何かの形でアピールしてみるってぇのが着実なんじゃない？」


「アピール、ですか……うーん……」


　レスターくんは、しばし腕うでを組み、考えて


「それじゃあたとえば、盗とう賊ぞくたちに捕つかまったナーガさんをぼくが助け出す、というのはどうでしょう？」


　……はぁぁぁぁぁぁ……


　思わずため息つくあたし。


「……あのねぇ……」


「おっしゃりたいことはわかっています。そんなに都つ合ごうよくいくわけがない、でしょ？」


　……なんだ……わかってんじゃない……


　ナーガを捕つかまえることができるような盗賊なんぞがいるとは思えないし、もしかりに、ンなものがいたとしても、そんな連中に、レスターくんがかなうわけもない。


「……じゃあ、どーやって……？」


「それももちろん考えてあります。


　こんど盗賊たちに襲おそわれたら、スキを見てナーガさんを殴なぐり倒たおして、ぼくたち二人はそのまま逃にげるんです！　こうすれば、盗賊たちにナーガさんを捕まえさせることができます！」


「…………」


「で、助け出す時には、まずリナさんが、その圧あつ倒とう的な破は壊かい力りよくを誇こ示じしてから、『抵てい抗こうすれば、このリナさんの攻こう撃げき魔術が炸さく裂れつするぞっ！』と脅おどして相手の動きを封ふうじ、無抵抗になった盗賊たちを、ぼくが、ばったばったとなぎ倒し、ナーガさんを助け出す！　これなら、計画の実行は可能ですっ！」


　……極ごく悪あく人にんか……お前は……？


「……ま……まー確かに、それなら計画の実行は不可能じゃないけど……」


「でしょ？」


「だぁぁぁっ！　だからぁっ！　計画の実行に手段を選ばないでどーすんのよっ！　ンなことやって、『これがぼくの気・持・ち[image: ]』なんてぬけぬけぬかした日にゃあ、殺されたって文もん句く言えないわよっ！」


「……あ……そうか……そうですよね……この計画じゃあ、ぼくのまごころは伝わりませんよねぇ……」


　……今の計画の、一体どこにまごころがあった……？


「──そうだ！　それじゃあ逆に、ぼくが盗賊に捕まって、それをナーガさんが助け出す！　そして芽ばえる……愛……[image: ]」


「芽ばえん芽ばえん」


「……なら、行動でアプローチするというのはどうでしょう!?　たとえばぼくが、ナーガさんとおそろいの服を着てみるとか……」


「お願いやめてそれだけは……」


　思わず一いつ瞬しゆん想像してしまい、こめかみを押おさえるあたし。


「……うーん……それじゃあ……」


　ふたたび腕を組み、考え込むレスターくん。


　──結局この日は、結論も出ないまま、明あ日すの相談を約束して、二人はそれぞれの部へ屋やへと戻ったのだった。


　……まあ……よく考えたら、相談してどーこーなるような問題ではない、という説もあるのだが……





「……あふぅ……」


「ふっ。たるんでるわね、リナ。そうそうあくびばかりしてるようじゃあね」


　一歩先を行くナーガがあたしに言ったのは、あたしが、今日何度めかのあくびを嚙かみ殺した時のことだった。


　レスターくんが、あたしに相談を持ちかけてきてから今日で二日目の朝。森の中を抜ぬける街道を行きながらのことである。


　そよ風に揺ゆれる木の葉のさざめき。やわらかな朝の陽ひざし。すべてが眠ねむ気けを誘さそう。


　金貨五十枚──もとい、レスターくんの熱意にほだされて、きのうの夜も、彼の相談につきあったせいで、こちらはすっかり寝不足である。


　財力で釣つってみるとか、脳改造するとか、あるいはナーガのホムンクルス・コピーを造ってごまかすとか、いろいろな案も出たのだが、いずれも、これはっ！　という、決め手に欠かけた。


　結局、相手の好みもよくわからぬままでは対策の立てようもない、というところで意見が一致し、今日は、それとなくナーガの好みを探ることになった。


「──と……ところでナーガさん……」


　まるで、今日の天気のことを話題にするかのような口調で、声をかけるレスターくん。


　をを!?　さっそくさぐりを入れるか!?


「つ……つかぬことをうかがいますけど……ナーガさん、つぶれたチャバネゴキブリと、ちょっと頼たよりない男とじゃあ、どちらがお好きですか!?」


　問われてナーガはしばし眉まゆをひそめ、


「……ま……まあ、どちらかと言えば、ちょっと頼りない男かしらね……」


「……聞きましたか!?　リナさんっ！」


　レスターくん、小さな声でうれしそーに、


「どうやらかなり脈みやくはありそうですねっ！」


「……そ……そぉかなぁ……？」


「それじゃあナーガさん、馬車に踏ふまれた……」


　レスターくんが、次の質問をするより早く。あたしとナーガは、ぴたり、とその場に足を止めた。


「……あの……？」


「お客さんよ」


　あたしは不敵な笑みを浮かべてつぶやいた。





「……どうやら気づかれちまったみてぇだな」


　言いながら、しげみの奥から現われたのは、一人の男。どこから見ても立りつ派ぱな野や盗とう姿すがたなのだが、それにしては、たった一人というのは……


「……あ……あんたはっ!?」


　野盗の顔を目にして、動どう揺ようの色を浮かべるレスターくん。


「知ってる奴やつなの？」


「何言ってるんですか!?　この前、ぼくたちを襲った野盗ですよ！」


「……そーなの……？」


　言われてあたしは、あらためて、男の顔をまじまじと見る。


　……ま、そういえば、確かにどこかで見たよーな気も……


　とはいえ、盗賊連中などとゆー、個性的なようで実はとことん没ぼつ個性な連中の顔なんぞ、いちいちおぼえていたのでは、脳ミソがどれだけあっても足りるわけはない。


　いずれにしても、ヤラレ役の小こ悪あく人にんだということに変わりがあるわけでなし。


　しかし……攻こう撃げき魔法でぼろべろにしたあと、あり金全部ぶん取って、縄なわでしばり倒たおして近くの川にほうり込んだだけで、根に持ってわざわざしかえしに来るとは……心が狭せまいとゆーか、執しゆう念ねん深いとゆーか……


「この前は、ずいぶんと世話になったな。女だと思って油断してりゃあ、えれえ目にあったぜ」


「そう思ったなら、またまたのこのこ出て来たりしなきゃよかったのに……」


「うるせぇっ！……今回はな、助すけっ人とを連れて来てやったぜ」


　その時。あたしはようやく気づいた。木の葉のざわめきに混じるかすかな異音──呪じゆ文もんの詠えい唱しように！


「散って！」


　言って、あたしが大きく跳とんだのとほとんど同時に──


「爆煙舞バースト・ロンド！」


　ぎゅごごごごごごわぅっ！


　森の中に隠かくれひそんだ魔道士──助っ人魔道士の放った術が、あたりに炎ほのおと煙けむりをまき散らす！


『うぶっ!?』


　煙と熱気とにむせて、あたしたち三人はせきこんだ。


　殺傷能力などないに等しい術なのだが、目くらましやこけおどしには最適である。


　しかし、あたしやナーガにこんなこけおどしなど……


「うぐ！」


　だがしかし。わき起こったのはレスターくんの声だった。


「しまった！」


　思った時にはもう遅おそい。


「……くっくっくっくっく……こいつが一番扱あつかいやすそうだったんでね」


　盗賊の声は、まだ晴れぬ煙の奥から漂ただよってきた。


「こいつの命が惜おしけりゃあ、ここから北にある山ん中の、城あとまで来い。たぁっぷり罠わな張って待っててやるぜ」


　……くそー……目の前で人ひと質じちをタテに取っても、死なない程度の術でいっしょくたに吹っ飛ばされると悟さとって、戦法を変えてきたか。してみると、盗賊などという人種にも、一応の学習能力はあるらしい。


　──などと感心してる場合じゃなくて。


「逃にがすかっ！」


　煙の向こうに遠ざかる気配に向かって、あたしがダッシュをかけようとした、まさにその時。


　殺気があたしの首すじを灼やいた。


　──後ろ!?


「炎の矢フレア・アロー」


　誰だれかの声と、ほとんど同時に、あたしは横に跳んでいた。


　後ろから、何者かの放った炎の矢フレア・アローは、たった今まであたしのいた空間を灼き、過ぎる。


　今の術が来たのは、さっき、爆煙舞バースト・ロンドを放った奴がいたのとは別の場所からだった。とすれば魔道士は複数か!?


　気け配はいを探さぐっても、呪文をぶっ放しておいて逃げたのか、あたりに潜ひそんでいるようすはない。


　そして、煙の消えた時。


　盗賊と、レスターくんの姿もそこから消えていた。





　どこかで鳥が鳴いている。


　中天高く昇った太陽が、ようしゃのない陽ひざしを降りそそぐ。


　そんな中、道とも言えないような山道をかきわけて、あたしとナーガは、一路、盗賊たちのアジトに向かって足を運んでいた。


　状じよう況きようは、かつてレスターくんが言ったのと同じになっている。


　これであと、ナーガが彼を救出し、二人の間に愛が芽ばえ……んよーな気はするなぁ……やっぱり……


　……ともあれいちおー、そのセンでためしてみるとするか……


　などといろいろ考えながら、山道を行くそのうちに──


「!?」


　あたしとナーガは、一いつ瞬しゆん、思わずその場に立ち止まる。


　すこしひらけた場所だった。


　そしてそのまん中にあるのは、荒あら縄なわを結んだ丸まる太たで支ささえたでっけぇ竹カゴと、その下に散らばる数枚の金貨！
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『らっきぃぃぃぃぃっ！』


　あたしとナーガは声すらハモらせ、散らばる金貨に飛びついた。


　同時に。


　がばさぁっ！


　支えの丸太が引き倒されて、竹カゴがすっぽりと、あたしたち二人に覆おおいかぶさる。


「しまった！　罠わなよ！」


　あたしは大きな声で叫んだ。


「ほーっほっほっほっほ！」


　かまわず、高笑いなど上げながら、金貨を集めまくるナーガ。


　そしてカゴの外、ひとの近づいてくる気け配はい。


「……お……おい……どーする……？　これ……？」


「……さ……さあ……まさかこんなのに引っかかるとは思わんかったからなぁ……」


　カゴの外で相談する、二人の男の声には、とまどいの色がにじみ出ている。


「……と……とりあえず……アジトまで連れてくか……」


「……そーだな……」


　やがて。


　竹カゴの上から重おもしを載のせられ、あたしとナーガは、伏せた竹カゴごと、山道を、ずるずる引っぱって行かれたのだった……





「あの罠にかかったのか!?」


　あきれかえったその声は、まぎれもなく、レスターくんをかっさらった、あの盗とう賊ぞくのものだった。


「……おいおい……今日びスズメだって、あんな……」


　そのことばが終わるより早く。


「振動弾ダム・ブラス！」


　ばずっ！


　あたしの解き放った術が、カゴの一部に穴を開ける。


「なにっ!?」


　うろたえる盗賊のボス。


「『なにっ!?』じゃないでしょーが……今日び、こんなしかけで一体誰だれを閉じ込めとけるってぇのよ？」


　カゴからはい出し、言うあたし。


　朽くち落ちた城の前、ずらりっ、と並んだ盗賊たち。


　例のボス格はいるのだが魔道士らしき奴の姿はどこにも見えず、レスターくんの姿もない。おそらくこちらは城の中だろう。


　あたしはボスを、びっ！　と指さし、


「どーせ、このスカピーな罠でこっちの油断をさそっておいて、そのあとに必殺の罠をしかける、とかいったことにしてたんだろーけど、ンなのいちいち突とつ破ぱするのはめんどいからね。わざとこれにかかって、ここまで案内してもらったのよ！」


「──それじゃあ、わざと捕つかまったの!?」


　声を上げたのはナーガだった。


「……あんた……ひょっとして、わざとじゃなしに引っかかったの……？」


「恐おそろしい罠だったわ」


　問いかけるあたしに、とことん真ま顔がおで答えるナーガ。


　……白蛇サーペントのナーガ……いろんな意味で恐ろしい奴……


「えぇいっ！　こうなりゃしかたねえっ！


　やろうどもっ！　かかれぃっ！」


　ほとんどヤケで叫さけぶボス。


「ナーガ！　ここはあたしが引き受けるわ！


　あんたは城の中を！　レスターくんを助けて！」


「ふっ！　わかったわ！」


　言って呪文を唱えつつ、城の方に向かってかけ出すナーガ。
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　これでいちおー、『レスターを救すくい出すナーガ』というシナリオは完成するはずだが……


「させるかぁっ！」


　声を上げてナーガに向かう、盗賊たちの一団に──


「炎の矢フレア・アロー！」


　きゅごごごごこぅっ！


　あたしの攻こう撃げき呪じゆ文もんの雨が降る！


　ばたばた倒たおれる盗とう賊ぞくたち。ナーガは無事に、崩くずれかけた城の中に突とつ入にゆうした。


「ちいっ！　先生がた！　出番ですぜ！」


「どーれー」


　盗賊のボスの声にこたえ、近くのしげみの中から、姿を現わす、マントとフードの魔道士姿がふたり。


「ふっ。数をそろえりゃ勝てると思ったら大まちがいよ」


　余よ裕ゆうの表情で言うあたし。


　相手が見えないところから、呪文をひたすらぶっ放して来る、というのなら、ちょっとやっかいなのだが、こうやって表に出てくれば、ぶち倒すのは、そうむずかしいことではない。


　魔道士姿に突つっ込んで行きながら呪文を唱となえるあたし。


　先に呪文が完成したのは、魔道士たちの方だった。


「明りよライテイング！」


　唱えた魔道の光を、あたしに目がけて解とき放つ。まずは目くらましと来たか。


　だが甘あまい！


　あたしは身をひねり、あっさりカルくこれをかわし、魔道士のひとりに蹴けりを──


　ひゅんっ！


　銀しろがねの光が宙を薙なぐ。


「!?」


　円月刀シミターの一いち撃げきを、かろうじてあたしはかわしていた。


　今の一撃をふるったのは、目の前の魔道士姿。


　そして、背後に生まれる殺気！


　──そういうことかっ！


「炎の矢フレア・アロー！」


　背後に、呪文を解き放つ声を聞くのと同時に、あたしは大きく横に跳とぶ！


「ぐがぁっ!?」


　降りそそぐ炎の矢フレア・アローが、魔道士姿ふたりをうち倒す。


　ふり向けば、そこには、いかにも盗賊のザコふうの男たち。


　しかしその中に、武器を手にしていないのがふたり。


　こいつらこそが、本ものの魔道士たちだったのだ。


　何も、魔道士は必ずマントとフードを着用しなければならない、などという宇宙の絶対法則があるわけではない。誰だれにでも唱えられる、簡単な『明りライテイング』の呪文を覚えさせた、盗賊たちのザコふたりに、魔道士ふうの姿をさせ、あたしをそちらに引きつけておき、逆に、盗賊のザコふうの姿をさせた魔道士に攻撃させる──


　敵ながら、悪くない作戦である。


　だがしかし。そうと見破った以上はこわくないっ！


　あたしは呪文を唱えはじめ──


「雷撃破デイグヴオルト！」


　もう一人の魔道士が術を解き放つ。


　これもあっさり跳んで身をかわす。しかし、着地のその瞬しゆん間かん。


　ひゅぅっ！


　風を切る音と同時に、何かがあたしの右足にからみついた！


　ボーラ──縄の先に重りをつけただけのシロモノで、鳥を捕る時などに使ったりする奴やつである。


　投げつけたのは、盗賊のボス！


　ダメージこそないものの、まともにバランスを崩くずし、その場にひざをつくあたし。


　魔道士の片方の呪文が完成した！


「氷フリーズの・矢アロー！」


　冷気の矢の雨を浴び、その場に凍こおりついたのは、あたしではなく、呪文を唱え終えた魔道士の方だった。


　──今の呪文は──


　目をやれば、城の前には、不ふ敵てきな笑えみを浮かべてすっくと立ったナーガの姿！
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　その後ろには、無事に助け出されたレスターくんの姿もある。


　……まあ……愛が芽ばえているよーには見えなかったが……


「よくもっ！　破弾撃ボム・スブリツド！」





　ぼごひぃぃん！





　怒いかりに燃えて、残るひとりの魔道士が放った術が、ナーガとレスターを吹っ飛ばす！


　だがしかし。


「炎の矢フレア・アロー！」


　あたしの解き放った術が、その魔道士をなぎ倒す。


　実質上、決着はこの時ついた。


　あたしが、残った盗賊連中をぶち倒すまで、それほどかからなかったのは、わざわざ言うまでもないだろう。





「……あの盗賊たちや、雇やとわれた魔道士たちって……このあと一体どうなっちゃうんでしょうねぇ……」


　レスターくんが、ぽそり、とそうつぶやいたのは、その日の夜。


　やはり人けのない、宿のメシ屋でのことだった。


　いつもと同じく、『相談がある』と呼び出され、レスターくんがつぶやいた、最初のことばがそれだった。


「……まあ、今回は、みんな役所につき出したから……今までどんなことをやってたかにもよるでしょうけど、よくてしばらくクサいメシ、悪けりゃ死し刑けい、でしょうね」


「……そうですか……」


　レスターくん、小さなため息ひとつつき、


「……じ……実はリナさん！　おりいって相談があるんですが……」


「わかってるわよ。ナーガのことでしょ。


　やっぱし計画通りには……」


「いえ──そうじゃないんです」


　だがしかし、意外にも、彼はあたしのことばをさえぎって、


「彼女の──ナーガさんのことは、もうあきらめました……ぼくにはもったいないほどのひとだということもわかりましたし……」


　……まあ……もったいないかどーか、とか、これで金貨五十枚の野望は消えた、とかいう問題は残るものの、どうやら彼が正気にかえった、というのはいいことである。


　もともと最初から、望のぞみ薄うすな話だったんだし……


「──それじゃあ、相談っていうのは？」


　あたしの問いに、レスターくんはもじもじしながら、


「……実はぼく……あの時……盗賊たちの雇やとった魔道士さんに吹っ飛ばされた時、目覚めたんですっ！」


「知るかぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　絶ぜつ叫きようを上げながら、あたしのひっくり返したテーブルは、レスターくんのどたまを直撃したのだった……


　めでたくなしめでたくなし。







（インバース恋愛教室：おしまい）










絶海の死闘










　海は広いぞ大きいぞ！　月も昇るし陽ひも昇る！


　夏といえば海！　海と言えば、そう！　賢けん明めいな方なら、ここまで言えばもうおわかりだろう！


　お察しの通り、あたしたちの乗っていた船は、いきなし難なん破ぱこいていた。


　そして今──


　あたしとナーガを含ふくむ十数人は、沿えん岸がん諸しよ国こくのはるか沖おきにある、名もない無人島にいた。





　ことのおこりは二日前。


　蒼あおくひろがる海の見える、とある町へとやって来たあたしとナーガは、ややふところぐあいもあたたかかったそのせいか、話のタネにと、遊ゆう覧らん船せんに乗ってみることにした。


　今にして思えば、それがそもそもの間ま違ちがいだったのである。


　むろん、遊覧船が走っているような場所である。本来ならば、船が遭そう難なんするようなところではない。


　しかし間まの悪い時というのは、往おう々おうにして、悪いことが重なるもんである。


　いきなり降りだしたにわか雨など、さまざまな不測の事態、不幸な偶ぐう然ぜんがいくつか重なったそのせいで、あたしたちの乗った船は、この無人島へと流れ着いたのだった。
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　幸いなことに、客や乗務員に被ひ害がいは出なかったのだが、船は、完全に大破。


　遠くに陸は見えているのだが、泳いで渡れる距きよ離りではない、浮遊レビテーシヨンや翔封界レイ・ウイングなどの飛行の術、水中呼吸の術などを使うにしても、この距離では、むこう岸にとどく前に、まず間違いなく力つきる。


「……問題は、これからどうするか、ってことよね……」


　しょげかえる乗員乗客ご一同十数人と、なんにも考えてないナーガを前に、あたしはひとり、建設的な意見を述べた。


　この程度の苦難でくじけておろおろするよーならば、戦士にして天才魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースの名がすたるとゆーもんである。


　……まあ……この事態に、戦士も魔道士もないもんだ、とゆー説もあるにはあるが……


　ともあれ要は、前向きにものごとを考えることこそが大事、ということなのだ。


　この島、それほど大きな島ではない。飲み水はまあ、魔法でなんとかするとしても、問題なのは食べ物のほう。


　不毛の大地、というわけでもないが、もしも船から持ち出した保存食が尽つきれば、この人数で、長期間、自活してゆくのはかなりむずかしいだろう。


　つまり、早急に、なんとしてでもこの島から脱だつ出しゆつするしかないのだ。


　しかしあたしが意見を求めても、みんなはただただ黙だまったままで、ジト目でこちらを眺ながめるばかり。


　あたしはため息ひとつつき、


「……だめよみんな。ものごと悲観的に考えちゃ。たしかに船が難破した、っていうのは不幸な事じ故こだったけど、まあ、全員無事だったんだし……」


「……ほぉう……あれが不幸な事故、ねぇ……」


　ジト目のままでつぶやいたのは船長さん。


「……そ……そお。不幸な事故」


　答えつつ、思わず視線をそらせるあたし。


「事故……ねえ……」


　なおもあたしやナーガの方をジト目で見ながら、イヤミな口く調ちようで言う船長。


　……そりゃまあ、舵かじにからみついた大おお蛸だこを追っ払ぱらうために、あたしが放った振動弾ダム・ブラスが、舵のほうにたまたま当たっちゃったのも、ひょっとしたら、ちょっぴり悪かったかもしれない。


　ほかの客たちにノセられて、宴えん会かい芸げいのノリでナーガが呼び出した雷撃竜プラズマ・ドラゴンの竜の吐息ドラゴン・ブレスが、マストを直ちよく撃げきしたのも、多少はマズかったのだろう。


　どーやら船長は、そのあたりのことを言いたいようだが……


「……ま……まー、ちょっと不ふ手て際ぎわあったかもしれないけど、なにしろあたしもナーガも、こーゆー船に乗るのってはじめてだったから。あはははははは[image: ]」


『あははははは、ぢゃないぃぃぃっ！』


　絶ぜつ叫きようは、あたしとナーガを除のぞく全員が上げた。


「──と……ともかく、よ」


　あたしは一同から視線をそらし、海の彼方かなたに見える陸地を、びっ！　と指さして、


「今は、過去の責任を責めるより、明日のことを考えるべきよっ！」


「……お前が言うなよ……」


　背後の誰だれかのツッコミは、あえて聞こえなかったフリをしたまま、


「とにかくっ！　無事、帰るには船は必要不可欠よっ！　けど、あの船の破は損そん状況から見ると、この島であれを修理するのはまず無理ね。となれば向こうから救きゆう援えんの船を呼ぶしかないわ」


「呼ぶ、って……どうやって？」


「のろしを上げるのよ」


　言ってあたしは呪じゆ文もんを唱となえ──


「竜破斬ドラグ・スレイブ！」





　ちゅごぼぅおぉん！





　島のそば、何もない虚こ空くうにむかって竜破斬ドラグ・スレイブをぶっ放す！


「ふっ。これならあっちの陸からも見えるはずよ。一日のうち何度か、決まった時刻にこれをぶっ放せば、きっと、何事かと見に来るはずよ」


「……ビビって近づいて来なかったりして……」


　ぴぴくっ！


　誰かの漏もらしたつぶやきに、思わず一いつ瞬しゆんひきつるあたし。


「……だ……だいじょーぶよっ！　ものごと悲観的に考えちゃだめよっ！」


「などと言いつつ、その頰ほおにつたう汗は一体何なんだ……？」


「暑さのせいよっ！」


　あたしはきっぱり言い切った。





　そして、あたしの思惑おもわく通り！


　沖おきの彼方かなたに、こちらに向かう船せん影えいが見えたのは、それから二日後、船から持ち出した非常用食料も、そろそろとぼしくなりはじめた頃ころのことだった。


「助かったぞぉぉぉぉぉっ！」


　一同、海うみ辺べに出そろって、歓かん喜きの声をそれぞれに上げる。


「ふっ！　計算通りね」


「ほーっほっほっほ！　これくらいのことであんなに喜ぶなんて、まだまだみんな子供ね！」


　あたしが胸を張っておーいばりすれば、ナーガもわけのわからん自じ慢まんをこいて優越感にひたりまくる。


　一同の見守る中、船はどんどんと近づいてくる。


　そして──


　ざばしゃぁぁぁぁぁぁっ！


　しゃぎゃおぉぉぉぉぉん！


　やおら大波蹴け立たてて現われた、一匹の巨大な雷撃竜プラズマ・ドラゴンが放つ、雷いかずちの竜の吐息ドラゴン・ブレスが、近づく船をなぎ払う！


　しゃぎょぉぉぉん！
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　ぼうぼうぼうぼうぼう……


　勝利の雄お叫たけびを上げる雷撃竜プラズマ・ドラゴンと、まともに炎えん上じようする船とをぼーぜんと眺めつつ、絶句したまま佇たたずむ一同。


「……な……なんでこんなところに雷撃竜プラズマ・ドラゴンが……？」


　つぶやいてから、あたしはふとあることに気がついて、


「……ナ……ナーガ……ちょっと聞くけど、あんた、海の上で冗じよう談だんで召しよう喚かんした雷撃竜プラズマ・ドラゴン……あれ……どーなったの……？」


　おそるおそる問いかけたあたしに、ナーガはしばし首をかたむけ、やおら、ぽんっ、と手を打つと、沖のほうを指さして、


「ふっ。どうやらあの通り、元気でやっているみたいね」


「『みたいね』ぢゃなぁぁぁいっ！」


　一同の放った拳こぶしと蹴けりは、ナーガをまともに直撃したのだった。





　かくて。


　およそ三十名ほどに増えた遭そう難なん者しやたちを一同に集め、雷撃竜プラズマ・ドラゴン対策本部が設置されたのだった！


　議事進行は一応あたし。


「それではまず……雷撃竜プラズマ・ドラゴンの生態などについて、くわしい解説をしてもらいます。


　それじゃあナーガ、どーぞ」


　砂浜に腰を下ろした一同の、白い視線に迎むかえられ、ここしばらく、日なたぼっこしかしてなかったくせに、日やけのひとつもしていない、ナーガが姿を現わした。


　彼女は、一同の前に仁に王おう立だちになり、髪かみをふぁさぁっ、とかき上げて、


「ふっ！　そんなに知りたいのなら教えてあげるわ！　雷撃竜プラズマ・ドラゴンのことをね！


　その全身は、小さい船ならひと巻きにするほど。体型は、ごらんの通り水竜サーペントに近く、その口から撒まき散らされる雷いかずちの吐息ブレスは、すべての生きとし生ける者たちの、運動神経を麻ま痺ひさせて、高圧力のプラズマは、木の船くらいならば、楽に炎えん上じようさせられるほど！


　硬かたいウロコに覆おおわれたその全身は、なまなかな剣などむろん効きかないわっ！


　並なみの戦士や魔道士ならば、はむかうことすら、それこそ無む謀ぼうというものよ！


　ほーっほっほっほっほっほ！　どうやらその表情から見ると、ようやく、雷撃竜プラズマ・ドラゴンの怖こわさがわかったようねっ！」


「みんなをおびえさせてどぉするぅぅっ!?」


　げごぎっ！


　あたしの放った飛び蹴げりを、うしろあたまにまともに受けて、ナーガは砂地にめり込んだ。


　あたしは大きく息をつき、あらためてみんなに説明する。


「……まあ、たしかに今、ナーガが説明したよーに、雷撃竜プラズマ・ドラゴンは強力だけど、決して倒たおせないほどの相手じゃあないわ」


　あたしは言う。


　現に、あたしのぶっ放す竜破斬ドラグ・スレイブあたりが直ちよく撃げきすれば、じゅーぶん死ぬし、あたしの郷く里にの姉ねえちゃんなんぞ、包ほう丁ちよう一本でこいつをしとめたことさえあるらしい。


　……どーやったかは知らないが……


「たとえば、強力な攻こう撃げき魔術で一撃すれば、倒すことも可能だけど、問題は、当てることができるかどうか、ね。


　なにしろ相手は海の中。こちらの目の前に現われてくれなくちゃあ、攻撃のしようもないってもんよ。


　竜ドラゴン、って名前はついてるけど、どちらかっていうと水竜サーペントなんかに近くって、ことばや呪文なんかを使うことはできず、基本的には肉食性。純粋な竜種じゃないんだけど、竜の吐息ドラゴン・ブレスはちゃんと使えるわ。


　もっぱら、海や、大きい湖なんかにいるけど、たまに陸に上がって来ることもあるわ。


　……たぶん今は、ナーガが呼び出しっ放しにしてたせいで、コントロールは効きかなくなっちゃったものの、呼び出したナーガの近く──つまり、この海域にとどまってるみたいね」


「ちょっと待ってくれ！　てぇことは、陸に上がっておれたちを襲おそうおそれもある、ってことか!?」


　船長さんの上げた声に、あたしはすなおにうなずいて、


「じゅーぶん考えられるわね。けど、こちらとしては、そっちの方が好こう都つ合ごう。陸にさえ上がってくれれば、あたしが術の一発で、まちがいなしに吹っ飛ばして見せるわ。


　問題はそれより、奴やつが海中にとどまった場合ね……


　あいつが救助船を襲おそったのは、たぶん、ナワバリを荒あらされた、とでも思ったからでしょーね。だとすると、二隻せき目の救助船が来たとしても、このままなら、やっぱし奴やつに沈められるおそれが大きいわ。


　となれば、あたしたちのやるべきことは、一刻も早く──すくなくとも次の救助船が来る前に奴をしとめることよ！


　それには、なんとか奴をおびき出さなきゃあ！」


「それなら──いい案があるぜ！」


　言ったのは、船員のひとりだった。





「……ねぇリナ……ちょっとこの計画、釈しやく然ぜんとしないものがあるんだけど……」


　作業を進めるあたしを前に、ナーガは不満顔で言う。


「何言ってんの。理論上じゃあ完かん璧ぺきよっ！」


　あたしはロープの結び目を確かめ、大きくひとつうなずいた。


「雷撃竜プラズマ・ドラゴンは肉食性。なおかつ、召しよう喚かん者しやたるあんたの近くに寄ってくる傾けい向こうもある。


　となれば、船のイカリにあんたをしばりつけて海に垂たらせば、ををっ！　なんとふ・し・ぎ[image: ]　見るまに雷撃竜プラズマ・ドラゴンが寄ってくるっ！　名づけて！　海の男は一いつ本ぽん釣づり作戦っ！」


「……いつの間にあんた、海の男になったのよ……？」


「作戦のネーミングは発案者のシュミよ。


　それじゃあそろそろ行くわよ」


　イカリにナーガをくくりつけ、イカリから伸のびるロープのもう片端は、島に転がっていた丸太に結びつけてある。


　あたしは口の中で呪文を唱え──


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　力あることばに応こたえて、海岸の、砂が、岩が集まり、形を成して──


　うごるおーん！


　あたしの造った土人形ゴーレムは、天に向かってひと声吠ほえた。


『おぉぉぉぉぉぉぉっ！』


　ぱちぱちぱちぱち。


　見物人たちからわき起こる、拍はく手しゆと歓かん声せいの中、土人形ゴーレムは、のっそのっそと動きだし、丸太を両手にひっ摑つかみ、大きく頭上にふりかぶり──





　ぶぅんっ！





「ひィあぁァァぁっ!?」


　──ぽちゃぷん。


　長くひびいたナーガの悲鳴は、やがて水面下に消えた。


「おー、なかなかいいポイントまで飛んだなー」


　あたしのとなりに佇たたずんで、のんびりと言う船長さん。
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　土人形ゴーレムは、竿さおを手にしたまま、しばし浜はま辺べにしゃがみ込む。


　波の音。海鳥の声。


　ロープはぴくりとも動かない。


「しかし……そろそろ引き上げなけりゃ、息が続かんのじゃないかね？」


　船長さんがぽつりとつぶやいたのは、どれくらい経たってからだったろうか。


　あたしは笑顔でぱたぱた手を振ふり、


「だいじょーぶよ。水の中で息をできる術ってぇのがあって……」


　そこまで言って、あたしの笑顔が凍こおりつく。


　……ナーガって……あの術使えたっけ……？　そーいえば、海にほうり込む前も、呪文唱えてる様子、なかったけど……


「ゴーレム！　釣り竿上げて！」


　あたしの命令が海辺にひびいた。





「……あー……死ぬかと思った……」


　海の上に引き上げられて、ナーガは荒あらい息をつきながらつぶやいた。


「やー。あぶないところだったわねー。あははははは[image: ]」


　力づけようと声をかけるあたしにジト目を向けて、


「……ふっ……読めたわよっ！　リナ！　さてはあなた、このわたしの才能にシットして、殺意を燃やしているでしょう!?」


「それは誤解よ」


　まるっきしな言いがかりに、あたしは彼女の手を取って、


「あなたに殺意を抱いだいてるなんて……


　絶対そんなことはないわ。信じて。


　あたしは単に、ナーガの命を虫ケラほどにも思ってないだけのことなのよ」


「……なるほど……」


　ジト目のまま、しかし納なつ得とく顔がおでうなずく彼女。


「けどリナ……あんた、水中で息のできる術使えるなら、あんたが直接潜もぐって行って対決すればいいじゃないの」


「だめ」


　ナーガの提案に、あっさり首を横に振ふるあたし。


「……どうしてよ？」


「翔封界レイ・ウイングで、風の結界をまわりにまとわりつかせて──ってテはあるけど、これじゃあ浮力がはたらいて、あんまし深くまで潜れないし、翔封界レイ・ウイングをコントロールしながらだから、たいした術は使えなくなるわ。


　水の中で息のできる呪文なら、たしかに深くは潜れるけど、機動性低いし、いざ雷撃竜プラズマ・ドラゴンと出会っても、呪文も唱えられないわ。


　それに……塩水で服が濡ぬれちゃうし……」


「あんたら魔道士だろ？……たとえば、大おお渦うずを起こして竜を引きずり出すとか、そういう技はないのか？」


　横からムチャなことを言う船長さん。


「……あればいーんですけどね……残念ですけどそーゆーのはないんです」


　あたしは言った。


　水を操あやつる、というのはむろん、精せい霊れい魔術の系統に属するのだが、水を使った攻撃魔法、というのは、魔道士協会でもあまり研究されていない。


　理由はかんたん。単に扱あつかいにくさのせいである。


　火や氷、雷らい撃げきなどなら、小さな火球、一条の雷撃を呼び出せば、相手にじゅうぶんダメージを与あたえることができるが、水の攻撃で相手にダメージを与あたえようと思うなら、一体どれだけの量の水を呼び出さなければならないか。


　もともと大量の水があるところで術を使う、ということは可能だが、それには、わざわざ相手をそういう場所まで引きずり出してくる必要がある。


　つまり、攻撃の手段としてなら、使うことのできる場所が限定されるような水の攻撃魔術より、だいたいどこででも使える他の術のほうが人気が高い、というわけである。


　水の系列で、もっぱらポピュラーなものと言えば、飲み水を呼び出す、とか、水中呼吸とかいった、『知ってると便利な魔法』の部類に属するものがほとんど。


　──と、言っても、水の攻撃魔法が皆かい無む、というわけではない。


　噂うわさによると、水中生活を送る魚人の中には、すさまじい術を操あやつる者もいるらしいし、このあたしも、水面に大波を立てる術をひとつ、知っている。


　しかしこのだだっ広い海で、水面に少々波を立てたところで、海中深くに潜った雷撃竜プラズマ・ドラゴンを、どうこうできるとは思えない。


　とはいえ実際問題として、どーにかしなくちゃならないことは事実である。


　万が一、次の救助船まで沈められたりしようもんなら……


　おそらく本土では、『あの島に行った船が、二隻せきとも行方ゆくえ知れずになった』だの、『あの島のまわりじゃあ、いつも同じ時間になると、でっかい火の玉が上がる』だのという噂うわさがもち上がり、そのうち、『あれは魔の島だ。近づいちゃあならん』などと噂が流れるだろう。


　となればもはや、救助船の来る見込みはない。


　──いや、ひょっとしたら、最悪の場合、すでにそーゆー話が出ていて、二隻目の救助船は出ない、というおそれすらある。


「なんとか……なんとか奴やつをおびき出さなくちゃあ……」


「あーらリナ、そんな簡単なことで悩なやんでるようじゃあ、あなたもまだまだね」


　あたしの漏もらしたつぶやきを、あっさり鼻の先で笑い飛ばしたのはナーガ。


　むろんあたしは期待もせずに、


「まだまだね……って、くそえらそーなこと言うけど、どーせ、別にあんたに名案があるわけでもないんでしょーが……」


　しかしナーガはあたしのことばに、胸を無意味に大きくそらし、


「ほーっほっほっほっほ！　笑わせないでちょうだい！　リナ＝インバース！　このわたし、白蛇サーぺントのナーガをあまり見くびらないでもらいたいものねっ！　この私の策にかかれば、雷撃竜プラズマ・ドラゴンをおびき出すことなど造ぞう作さもないこと！」


「なにぃっ!?」


「ほんとうかっ!?」


　口々に言って詰つめ寄る、船長さんとその他一同。


「ふっ。もちろんよ。


　あの雷撃竜プラズマ・ドラゴンのナワバリ意識を利用するのよっ！　つまりっ！　次の救助船が来た時、奴は必ず現われるのよっ！　そこを……」


「……こらこら……」


　疲つかれた声で口をはさむあたし。


「だから……その船が来るまでにあいつをなんとかしよう、って話をしてんのよ。それを、いきなし船をオトリにしてどーすんのよ」


「ふっ。この案が気に入らないというなら、目には目を！　もう一匹雷撃竜プラズマ・ドラゴンを呼び出して、あいつと戦わせる、というのはどう!?」


「悪くないけど……あんた……その呼び出した雷撃竜プラズマ・ドラゴン、ちゃんとコントロールできる自信あるの……？」


「ほーっほっほっほっほっほ！」


　笑って答えぬナーガの頰ほおに、一すじ流れ落ちた汗あせを、むろんあたしは見み逃のがさなかった。


「……言っとくけど……これ以上騒さわぎを大きくしないでね……」


　ナーガにクギを刺さすあたし。


　こいつの場合、いちいち注意しておかないと、いきなし無断でわけのわからんことをやりだすおそれがある。


「……ともあれ、なんとしてでもあいつを……」


　あたしのつぶやきが終わるより早く。


「船だっ！　船がこっちに向かって来るぞぉぉぉっ！」


　誰だれかの上げた声があたりに響ひびき渡った。





「もう来たの!?」


　立ち上がり、沖おきの彼方かなたに目をやれば、たしかに見える船一隻。


　まちがいなく、こちらに向かってやって来る。


「……まずいわね……もうすぐ奴のナワバリに入るわよ……」


　一隻目の救助船が、雷撃竜プラズマ・ドラゴンの攻撃を受けたあたりまで、あとわずか。


　呪じゆ文もんで船の援えん護ご、というテも一いつ瞬しゆん考えたのだが、この距きよ離りでは、攻撃呪文も届とどかない。


　警告しようにも、やはり声の届く距離ではなさそうだし……


「えぇいっ！　こーなったら、こっちからあっちに行くっきゃないっ！　ナーガ！　あんたもいっしょに来なさいっ！」


　言って呪文を唱えるあたし。


「翔封界レイ・ウイング！」


　力のあることばを解とき放つと同時に、あたしの体は宙に浮く！


　風の結界に包まれて、高速飛行をする術で、さすがに向こうの陸まで飛ぶのはいくらなんでも不可能だが、船までならばじゅーぶんである。


　ナーガも隣となりで同じ術を唱となえ、二人はそろって、船に向かって宙を疾はしる！


　と──その時！


　視界の端はしを、何かの黒い影かげがよぎった！
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　あわててそちらに目をやれば、昼の陽ひを受けてかがやく波の下、黒く巨大な影ひとつ！


　奴だ！


　まちがいなく、やって来る船のほうに向かっている。


　させるかっ！


　あたしは気力をふりしぼり、速度を上げて、波を蹴け立たてるかのように、船に向かってまっしぐら！


　なんとかこちらの方が早い！


　ようやく船にたどり着き、あたしとナーガは術を解除して、甲かん板ぱんの上に降り立った。


　船長さんらしき男が、さすがに不ふ審しんげな顔で、


「……き……きみたちは一体……？」


「くわしい話はあとよっ！　それより、近くの海の中に雷撃竜プラズマ・ドラゴンがいるわ！　気をつけて！」


「竜ドラゴンが!?」


　まともに顔色を変えて、声を上げる船長さん。


　……まあ……この場合、気をつけてどーなるものでもないよーな気はするのだが、ほかに言いようがないのも事実である。


　船べりに立てば、水面下を近づく黒い影がはっきりと見える。


　しかし問題はこのあとである。この状態で攻撃魔術をぶっ放しても、水がクッションのかわりをして、奴をしとめられない可能性が高い。


　とはいえ、奴が出て来るのを待てば、たしかに確実にダメージを与えられるが、あまり大きな術を使えば、船がまきぞえを食らうおそれも大きい。


　それに第一、たとえ雷撃竜プラズマ・ドラゴンを倒たおそうとも、この船が沈めばそれで終わりである。このくらいの大きさの船なら、竜の吐息ドラゴン・ブレスの一撃を食らえばおしまいである。


　となればとにかく、奴をこの船に近づけないこと！


「ナーガ！　たしかあんた、水竜破シーブラスト使えたわね!?　あたしが合図したらあれぶっ放して！」


「ふっ！　わかったわ！」


　応こたえて呪文を唱えはじめるナーガ。


　あたしも呪文を唱えはじめる。


　海面の下、なおも近づく黒い影。





　そして──ナーガは呪文を唱え終え、つづいてあたしも呪文を終えて──


「竜破斬ドラグ・スレイブ！」


　近づく黒い影目がけ、あたしは術を解き放つ！





　っごぅんっ！





　ひろがる閃せん光こう。とどろく爆ばく音おん。


　あたしの放った竜破斬ドラグ・スレイブは、黒い影のいたあたりに炸さく裂れつした。


　爆発の衝しよう撃げきは大きな波を生み、波はこの船に向かってくる。


　むろんこのままほうっておけば、この船は転てん覆ぷくまちがいなしだが──


「ナーガ！　今よ！」


　あたしのことばに──しかし反応は何もない!?


　ふり向けば、ナーガが何やら困ったよーな顔でこちらを見つめている。


　……あああああっ！　そーだっ！　水竜破シーブラストって、水面に触ふれてないといけないんだっ！


　となれば取るべきテはひとつ！


　あたしはナーガのうしろにまわり込み、そのまま海に蹴り落とす！


「水竜破シーブラスト……」


　逆境にもメゲず、ちゃんと呪文を唱えるナーガ。


　おしっ！　たまにはエラいぞっ！


　前にも述べた、大波を起こす術である。ナーガの生んだ大波は、あたしの竜破斬ドラグ・スレイブの衝しよう撃げき波はが生んだ波とまともにぶつかりあって、うねり、うずまき、たゆたいながらも互たがいの力を打ち消しあう。


　船体は、かなりの波にみまわれたが、それでもひっくり返るほどではない。


　目をやれば、すでに海面下に黒い影はない。


「……やったの？」


　横手からかかった声にふり向けば、一体いつの間にはい上がったのか、へーぜんと立つナーガの姿。


「……あ……あんた、生きてたの!?」


「……殺すつもりだったの……？」


「……いや……まあ……」


　あたしはことばを濁にごして、ふたたび海面に視線を戻し、


「とにかく……奴はまだ生きてるわ、しとめたのなら、血のあとくらいは残るはずよ。


　たぶん、あたしの竜破斬ドラグ・スレイブにおどろいて海の底に逃にげただけね」


「……それじゃあ……」


「奴が海の底にひっこんでる今のうちに！


　船長さん！　船をあの島に向けて！　遭そう難なん者しやがいるのよ！」





　避ひ難なんは、急ピッチで行なわれた。


　船を近づけられるところまで島に近づけて、そこからボートで島とを往復。その間、あたしとナーガは船にとどまり、雷撃竜プラズマ・ドラゴンの警けい戒かいにあたる。


　あれからいくどか、竜は、その黒い影を海面下にのぞかせたが、そのたびごとに、あたしやナーガが小こ技わざでおどしてどこかへ追いやる。


　しかし──あたしは気づいていた。竜がだんだん、大だい胆たんになって来ていることに。


　あたしたちの脅おどしに慣なれてきているのだ。


　やがて全員が船に乗り込み、イカリを上げて船は出る。


　だが──雷撃竜プラズマ・ドラゴンがいなくなったわけではない。


「……出てこなくなったわね……」


　──どれくらいたったろうか。


　たゆたう水面みのもを眺ながめつつ、ぽつりとナーガはつぶやいた。


　ほかのひとたちにも手つだってもらって、みんなであたりを監かん視ししているのだが、船が島を離はなれはじめてから、雷撃竜プラズマ・ドラゴンは姿を現わさない。


「あきらめたんじゃないの？　自分のナワバリから船が離れていくと知って」


「いや──」


　あたしは小さく首を横に振ふる。


　根こん拠きよはないが、あたしのカンがそう告げていた。


「たぶん、奴やつはもう一度── 来る！」


　その時。


「何だ!?　あれは!?」


　誰かの声があたりに響ひびいた。


「どうしたの!?」


「何かいる！　下だ！」


『なっ!?』


　あたしとナーガは思わず同時に声を上げ、船べりからま下の海をのぞき込む。


　そこにはたしかに、何か巨大な黒い影が、ゆっくりと浮上してくるのがはっきり見える。


「奴よ！──ま下にいる!?」


　あたしは声を上げていた。


　この位置では、攻撃魔術を使えば船にも被ひ害がいが出る！


　あいつ！　思った以上に頭がいい！


　よーしっ！　こーなったらっ！


「ナーガ！　こーなったらかまわないから、もう一匹雷撃竜プラズマ・ドラゴン召しよう喚かんしてっ！」


「……え？　でも……」


「コントロールできなくたってかまわないわっ！　呼び出したそれとあいつをぶつけておいて、そのスキにとんずらすんのよっ！」


「ふっ！　そういうことならわかったわ！」


　応こたえて呪じゆ文もんを唱となえるナーガ。眼下の影は、どんどんその大きさを増している。


　そして、完成するナーガの呪文！


「雷竜降ガイ＝ラ＝ドウーガ！」


　近くの海面が大きく渦うず巻まき、その中心から、エメラルド・グリーンの色もあざやかな、一匹の雷撃竜プラズマ・ドラゴンが姿を現わす！


　しょげぇぇぇぇぇぇぇっ！


　竜の上げた雄お叫たけびに、船の下にいる奴も気づいたか、進路を変えて、ナーガが呼び出したばかりの竜に向かって進みはじめる。


「今よ！　船長さん！　全速でこの場を離はなれてっ！」


「らぢゃーっ！」


　やがて二匹の竜たちは、船の後方で、かま首をもたげて対たい峙じする。


　しゃぎゃーっ！　しゃげごぉぉぉぉん！


　しばし威い嚇かくの唸うなりを上げあって、やがてそのうち──


『しゃげやごぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！』


　二匹は同時に高く吠ほえあうと、うなずくかのようなポーズを見せて、首を並ならべて、こちらに向かって突っ込んで来る！


「どういうことよっ!?」


　思わず声を上げるあたし。


　しかしナーガは慌あわてず騒さわがず、両手を腰に当てたまま、


「……ふっ……どうやら友情が芽ばえたようね……」


「芽ばえるなぁぁぁぁっ！　そんなもんっ！


　ナーガ！　呼び出したばかりの奴、消すことはできる!?」


「ふっ！　それができたら苦労しないわ！」


「いばるなぁぁぁっ！……あああああああっ！　やっぱし騒ぎが大きくなったっ！


　えーいっ！　こーなったら、またまた追っぱらうのみよっ！」


　言ってあたしは呪文を唱える。


　雷撃竜プラズマ・ドラゴン二匹は、すでにこの時、全身を水面の下に沈め、そのまま後ろから船を追って来る。


「火炎球フアイアー・ボール」


　あたしの放った火炎球フアイアー・ボールが海面で炸さく裂れつした。


　だがしかし。二匹の雷撃竜プラズマ・ドラゴンはひるんだ様子すら見せず、そのまままっすぐ突つっ込んで来る！


　よぉぉぉぉしっ！　そっちがそーゆーつもりなら！


「船長さん！　ボートを一いつ隻せきください！　ナーガ！　つきあってもらうわよ！」


　あたしはナーガといっしょにボートに乗り込むと、海面までそれを下ろしてもらう。


　船は進んで、ボートはむろんその場に残る。


　そして、海面の下を、並ならんでやって来る影ふたつ！


「ナーガ！　てきとーに呪文ぶっ放して、あいつらをこっちに引きつけるのよっ！」


「わかったわ！」


　二人は同時に呪文を唱え、ほどなく、振動弾ダム・ブラスが、氷の槍アイシクル・ランスが、青魔烈弾波ブラム・ブレイザーが水面みなもを叩たたく。


　むろん、海中の竜たちにはカケラもこたえてはいないが、注意を引くことには成功したようである。


　去りゆく船を全く無視し、こちらに対するかまえを見せる。


　おそらくやつらも、本能的に悟さとったのだろう。このちっぽけなボートにこそ、自分たちを倒たおす力を持ったものがいる、ということを。
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　二つの影は、しばしの間、ボートを遠まきにしながら、ゆらりゆらりと漂ただよっていたが、そのうちやがて左右にわかれ、はさみ込むかのような形で、ボートに向かってつっこんでくる！


　そして、ボートの直前で、海面上に大きくかま首をもたげて、なだれ込むようにボートを押しつぶした！


　──気づいただろうか？　あの二匹は。


　ボートの上に、あたしとナーガの姿がなかった、そのことに。


　この時、あたしたち二人は、ナーガの翔封界レイ・ウイングを使って、ボートの上──雷撃竜プラズマ・ドラゴンたちの頭上高くにいた。


　そして、あたしはすでに呪文を唱え終えている。


　二匹の竜が、ボートという、小さな一点に接触したその瞬しゆん間かん！


「竜破斬ドラグ・スレイブ！」


　あたしの呪文が炸さく裂れつした！





　ごどぅぉぉん！





　あたりをとり巻く風の結界を通してすら、轟ごう音おんと振しん動どうが伝わってきた。


　そう──


　この瞬間、ようやっと、大おお海原うなばらの戦いに決着はついたのだった。





　うっおおおおおおおおおおぉっ！


　翔封界レイ・ウイングで船まで戻ったあたしたち二人を、乗員・乗客一同の歓声が出で迎むかえた。


　二匹をしとめた竜破斬ドラグ・スレイブの一撃で、船せん尾びが多少波をかぶったが、そのほか、被ひ害がいはなしである。


　助かった喜びからか、やがて船上では、宴えん会かいまがいのどんちゃん騒さわぎがはじまっていた。


　酒と歌など言わずもがな。いきなし踊おどり出す奴や、手品あり、小話ありの、全然わけのわからん宴会芸の数々。


　そしてやがて、宴会もたけなわになった頃、ひとりの人物が立ち上がる。


「ふっ！　十三番、白蛇サーペントのナーガ！　隠かくし芸、雷撃竜プラズマ・ドラゴン召喚、やりますっ！」


『やるなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』


　全員の放ったパンチとキックは、みごとにナーガを完全沈ちん黙もくさせたのだった。


　めでたしめでたし。







（絶海の死闘：おひまい）










秋の味覚の争奪戦










　やわらかな陽ひざしの中に舞まい散る落ち葉。


　紅葉が、山をとりどりの色に染める。


　──秋──


　そう！　秋といったら食い物の季節！　サケは美う味まいわサンマは旨うまいわお野菜、果物大豊作！　今食わずしていつ食べるっ!?


　そしてやはり、秋の味覚の帝てい王おうといえば、ニギタケであるっ！


　キノコの一種で、味よし香かおりよし歯ごたえよし！　焼けば漂ただよう芳ほう醇じゆんな香り！　すっきり味のスープに入れても味と香りが楽しめて、おサシミ風に食べても、その歯ざわりと香りがたまんないっ！


　くくぅっ！　にくいねぇっ！　こんちくしょぅっ！


　とはいうものの、このニギタケ、あたしたちの口に入ることはめったにない。


　なにしろ採とれる数が少なく、たいていは、貴族やら金持ち連中やらに買い上げられ、ごくまれに、ふつーの店に並ならんだとしても、そのお値段はバカ高い。


　それがっ！　そのニギタケがっ！


　今回、セコいどろぼーをとっ捕つかまえるだけで、依い頼らい料りようともども手に入るのだっ！


「むろん引き受けますっ！」


　テーブルから身を乗り出して、あたしは思わず叫さけんでいた。


「……そ……そぉですか……」


　いきおいに圧おされたか、身を退ひきながら村長さんは言った。


　ラルティーグ王国の、ド田舎いなかにある小さな村。


　まわりを山にかこまれた、ほとんど隠かくれ里のよーなところだが、実はこの村こそ、知る人ぞ知る、全国有数のニギタケの一大産地なのだ。


　ところが──である。


　去年、どこかの誰だれかが、村の山へと入り込み、ほとんどのニギタケをぶん取っていったらしいのだ。


　犯はん人にんは、そして今年もやって来た。村人が、山で不ふ審しんな人ひと影かげを見かけ、実際、ニギタケの被ひ害がいもすでに出ている。


　もし今年も、ニギタケを根こそぎやられたりしようもんなら、それこそ村は大だい打だ撃げき。


　そこで、ニギタケ食いたさにこの村へとやって来ていたあたしに、村長さんからの協力要よう請せいがやって来た、というわけである。


「……もちろん村の衆にも、山の番をやってはもらっとります。それで捕つかまえることができればよいのですが……なにしろ、どんな相手かもわかりませんからなぁ……


　──村の衆が盗ぬすっ人とを捕まえたとしても、お礼はお渡しいたしますが、もしもあなたがその盗っ人を捕まえてくださったなら、お礼には色をおつけしますぞ」


「わかりましたっ！　この件、このあたし、リナ＝インバースが、たしかにお引き受けしましたっ！」


　言ってあたしは、大きく胸を張ったのだった。
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　ニギタケニギタケうっれしっいな♪　おさしみで食べて焼いて食べて薄うす塩味のスープに入れて……


　脳ミソの中身を完全にニギタケのことで埋うめつくしながら、あたしは秋の山道を行く。


　盗っ人どもがどんな奴やつかは知らないが、勝手に他人の山へとこそこそ入り込み、キノコかっぱらって行くよーなヒクツな奴やつである。


　出会い頭がしらに呪じゆ文もん一発。それでなんとか片づくだろう。


　しかし、ある意味では、盗っ人たちよりよっぽどコワいのが村の衆。


　なにしろ数の上でも地の利の上でも、あちらの方があたしより勝っている。彼らとあたし、どちらが先に盗っ人を捕まえるかによって、あたしのおなかに入るニギタケの量は、かなり違ちがってくるはずである。


　ともあれ、まず問題なのは、盗っ人を見つけられるかどうか、なのだが……


「……らっきー……」


　口の中で小さくつぶやいて、あたしはその場に足を止めた。


　……さわり……


　風が吹く。木の葉が舞い散る。


「──それで隠かくれてるつもり？」


　あたしはぽつりとつぶやいた。木々の上に身をひそめた四人に向かって。


『……ほぉう……』


『どうやら、すこしはやるようだな……』


　ざざざぁっ！


　声と同時に木の葉を揺ゆらし、大地に降り立つ影四つ！


　服装コスチユームのイメージからすると、ただの盗とう賊ぞくたち──というのとはちょっと違う。言うなれば、伝サ承ー歌ガなんぞによく出て来る、悪の大幹部、といったふーな姿である。
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　……ンなかっこうで山に入るなよ……


　まあ、かくいうあたしも、山登りに合ったかっこうだとは言えないけど……


「……へぇ……あんたたちが……」


　四人に視線を向けたまま、ぽつり、と小さくつぶやくあたし。


「……くっくっくっ……どうせ村長あたりに頼たのまれたのだろうが、ほとんどシロウト同然のきさまに、一体何ができる？」


　中のひとり、赤い鎧よろいに身を包んだ男が言う。ヘルメットで顔は見えないが、声からするとまだ青年だろう。


「……まあ、少なくとも、セコいキノコ泥どろ棒ぼうごときに負けるつもりはないけどね」


「……山を下りろ。邪じや魔まだ」


　こちらの挑ちよう発はつに、しかし顔色を変えもせず、四人のひとり、やせた小こ柄がらな男が、低い声で言った。


「はい、そーですか……って、帰るわけにはいかないのよね……チンケなどろぼーとっ捕まえるまでは」


　あたしのことばに、別のひとり──ごつい体格の大男が、


「ぐふ……ぐふふふ……き……きさまごときに捕まえられるかな……」


「試してみる？　なんなら？」


　などと話を交わしつつも、あたしは連中との間合いをはかっている。


　これだけ間合いが近ければ、もし、四人が一いつ斉せいに動けば、こちらとしては呪文を唱となえる時間はない。となれば剣で牽けん制せいし、そのスキに間合いを取るか──


「ホホホホホホホホ！　ムダムダ！　ムダなことよ！」


　やおら高笑いを上げたのはさいごのひとり、四人衆の紅こう一点。燃え上がるようなまっ赤な髪かみに、やたらと露ろ出しゆつ度どの高い部分鎧。


　おまけに武器はムチときた。まさに『悪の女幹部』を絵に描いたよーな奴である。


「山についてはシロウトみたいな人間が、いくらうろついたって、役に立つわけないじゃない！　ニギタケ泥どろ棒ぼうは、あたいたち、村の青年団で捕まえるわ！」


「…………は…………？」


　あたしの目が点になった。





「……いま……村の青年団って言った……？」


「ふっ。言ったわ。それがどぉしたのよ!?」


　ふぁさぁっと、髪かみをかき上げながら彼女は言った。


「……んじゃあ……なんだって、よりによって、ンな怪あやしいかっこうしてんのよっ!?」


「怪しい、とは心外だな」


　と、こんどは赤い鎧の男が、


「知らんのか!?　今、都ま会ちではこういうのが流は行やってるんだぞ！」


「はやってないはやってない」


　思わずぱたぱた手を振ふるあたし。


　しかし、赤い鎧は、あたしのことばを鼻先で笑い、


「ふっ！　我等が田舎いなか者ものだと思って甘あまく見ているな！　しかし！　そんなことでは騙だまされんぞっ！　現に、この前都会へ買い出しに出たジャックおじさんが、こういうのが流は行やっていた、と言っていたぞっ！」


　……大うそつきか……あんたのおじさんは……？


　あたしはため息ひとつつき、


「……あのねぇ……いちおー教えといてあげるけど……『イナカもん』ってぇのは、田舎に住んでるひとのことじゃなくって、都会ふうを装よそおってて、なおかつ、それがみごとにハズレてる奴のことを言うのよ……


　たとえば、あんたたちみたいな、ね」


「なんだとぉぉっ!?　このオレを愚ぐ弄ろうするとは許せんっ！」


「──まあ待ちなよ」


　叫さけんで剣の柄つかに手を伸のばした、赤い鎧を止めたのは紅一点だった。


「ひとの服ふく装そうに文句つけてるヒマがあるんだったら、とっとと泥棒連中探したらどうなのさ？　それとも、仕事料だけぶん取って、泥棒はあたいたちに任まかせて自分は遊んでるつもりかい？」


　むかっ。


「それもそうね。ここでえんえんと、センスのズレた連中の相手してたってはじまんないもんね」


「……ふん……なかなか言うじゃない……」


「まあね……んっふっふっふっふっ」


「ホホホホホホホホホホホホ」


　あたしと彼女、二人の視線が、しばし火花を散らしあい──


　やがて、あたしと四人とは、どちらからともなく背を向けあって、まったく逆の方向へと歩き出す。


　──くそー。こひつらにだけは絶対負けんぞっ！　あたしはっ！


　ひさかたぶりにあたしの胸に、熱い闘とう志しが燃え上がるのだった。
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「……うーん……今日は結局、何の収しゆう穫かくもなしかぁ……」


　ホット・ミルクのカップをかたむけ、あたしはひとりつぶやいた。


　その日の夜、村に一いつ軒けんだけの、メシ屋兼宿屋の一階でのことである。


　結局あのあと、陽ひが沈しずむまで、山の中をあてもなくうろうろしてみたり、空を飛ぶ術で上から捜そう査さしてみたりと、いろいろとやってみたのだが、結局、泥棒らしき人間は見つからず。


　……まあ、このくそ広い山の中、そうそうかんたんに、泥棒にお目にかかれるはずもないのだが。


　第一、今日も盗ぬすっ人とどもが山に来ていたとはかぎらない。


　……とはいえやっぱし、一日何の収穫もなしに終わった、というのは、精神的にしんどいモノがある。


　小さなため息ひとつつき、ミルクのカップを口もとに運び──


「おおっ！　リナさん！」


　店の戸口で上がった声にふり向けば、そこに立つのは村長さん。


　何やらあわてた様子で、ぱたぱたと、あたしのテーブルにかけ寄ると、


「……やられました！　ニギタケがごっそり、盗っ人どもに！」


「えぇぇぇぇぇぇえっ!?」


　思わず声を上げ、あたしはイスから腰を浮かす。


「やられた……って、今日!?」


　あたしの問いに、村長さんはこっくりうなずき、


「見まわりに出ておった村の衆が、ニギタケのつみ取られたあとを見つけましてな。状態からして、まちがいなく、今日中に取られたもんだ、と言うとりました！」


　ちちぃっ！　してやられたかっ！


「それで村長さん、不ふ審しんな人ひと影かげを見たひと、とかはいないんですか!?」


　しかし村長さんは首を横に振り、


「……まあ……村の衆もがんばってくれておるし、むろんあんただって、がんばってくれたんじゃろうが、なにしろ山は広いからのぅ……おり悪あしく、どこかで行きちがったんじゃろう」


　うーん……そーかー……


「──けど、と、ゆーことは、そっちの青年団のひとたちも、何の手がかりもつかんでないわけね？」


「ほう。うちの青年団の連中とお会いになりましたか」


「ええ。山の中でちょっと……」


「そうですかそうですか。なかなか気のいい連中ですじゃろ？」


　……そ……そぉかなぁ……


「……ま……まあその……あの格かつ好こうには、ちょっぴしついて行けないところがありますけど……」


　あたしのことばに、村長さんは、ややムッとした顔をして、


「……そりゃあまあ……あんたら都会もんから見りゃあ、わしら田舎いなかもんの格好なんぞ、垢あか抜ぬけておらんかもしれんが、山歩きにはああいう格好がいちばんなんですじゃ」


「……全身鎧フル・アーマーが……？」


「……全身鎧フル・アーマー……？」


　思わずあたしの入れたツッコミに、いぶかしげな顔と声とでつぶやく村長さん。


　……へ……？


「──ほらほら。赤い鎧よろいを着たのと、大きいのと小さいの、それに、ムチ持った女の四人組！　青年団──なんでしょ!?」


　あたしのことばに、村長さんは、しばし目を点にしたまま沈ちん黙もくし──


「……たぶん……それ……ニギタケ盗っ人たちですじゃ……」


「……へ……？」


　……ひぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ……


　店内に、冷たい風が吹き抜けた。





「怪あやしいとか思わんかったんですかっ!?　あんたは！」


「あああああああっ！　だって！　連中、『自分たちは村の青年団だ』って……！」


「ほほぉぉぉぉぉぉぉぅ……」


　あたしのことばに村長さんは、まっ白い目でこちらを見つめ、


「……つまり、あんたは、鎧着たのやでっかいのや小さいのやムチ持ったのが、青年団だと主張するのを、全く何の疑いもなくお信じになった、と、こういうわけですな」


「……いや……まあその……」


　村長さんにつっこまれ、思わずことばをにごす。


　たしかに、あのくそ怪しい格好で、『自分たちは青年団』なんぞと言われても、ふつーのひとなら信じないだろーけど……なにしろあたし、今までに、あーいったたぐいの連中を、掃はいて捨てるほど見ているもんだから、ついつい信じてしまったのだ。


　しかし、何はともあれこの場は、村長さんの信しん頼らいを失なくさないことこそがかんじん！


　あたしはこぶしをにぎりしめ、がたんっ！　とその場に立ち上がり、


「うぉのれ許せんっ！　ニギタケどろぼー！


　ひとさまの山からニギタケ盗むばかりか、このあたしをまんまとたぶらかすとはっ！」


「……そんな噓うそで騙だまされる方に問題があるような気もするんじゃが……」


「こうなればっ！」


　村長さんのツッコミを、聞こえないフリで無視してあたしは言う。


「この手で必ず捕つかまえて、盗んだニギタケも取り返してみせるわっ！」


「……今度しくじったら、依い頼らい料りようナシじゃからな……」


　しかし村長さんは、冷たい口調でそう言い放ったのだった……





　明けて翌日──


　村のまわりの山道を、あたしはあてもなく歩き回っていた。


　むろん、例の泥棒四人組が、今日も来るとはかぎらないが、かといって、見回る以外の方法がないのは事実である。


　……山道ぞいに泥棒が現われるはずがない、という説もあるかもしれないが、おそらく村人たちもそう思っているはず。今まで連中が村人たちに捕まらなかったのは、つまり、村人たちのウラをかき、もっぱら道ぞいを通っているからではないだろうか。


　現にきのう、あたしが連中と出会ったのも、山道を行っている時のことだった。


　──どれくらい歩いたろうか──


　太陽が、頭上をすこし回ったころ──


　あたしの目は、しげみの奥にしゃがみ込み、キノコ採とりにいそしむ、例の四人組の姿を捕とらえたのだった！


「見つけたぁぁぁぁあっ！」


　あたしは思わず声を上げ、しげみをかき分け、つっ走る！


『っなっ!?』


　ようやくあたしに気づいたか、声を上げて立ち上がる四人。その手の中から、ばらばらとニギタケがこぼれて落ちる。


　あたしは四人を、びしぃっ！　とまっ向から指さして、


「ついに見つけたわよ！　ニギタケどろぼうっ！　きのうはよくも『青年団だ』なんてだましてくれたわねっ！」


「ふっ！　きさまのそのかっこう、どう考えても村の者とは思えなかったからな！」


　もはや言い逃のがれはきかぬと悟さとったか、赤い鎧よろいが言う。


「どうせ、村の連中が雇やとった見張りだと踏ふんで、ひと芝しば居い打ったのさ！


　我われ等らの演技も、捨てたものではなかったろう!?」


「なぁぁにが『捨てたもんじゃない』よっ！


　あんなすぐバレるようなへたくそなウソついて！」


「『へたくそなウソ』にあっさりひっかかるバカもいるけど……」


　ぽつり、とつぶやく紅一点。


　むかっ！


「バカで悪かったわねーキィィィィック！」





　ごがっ。





　叫んであたしが投げつけた石が、女のどたまを直ちよく撃げきした！


　たまらずその場にぶっ倒たおれる女。


「ふっ！　どぉんなもんよっ！」


「こらこらっ！　ちょっと待てっ！」


　赤い鎧があわてて叫ぶ。


「お前、今『キック』とかって言っただろーがっ!?」


「言ったわよっ！」


　おーいばりで答えるあたし。


「キックじゃないぞっ！　今のはっ！」


「フェイントって奴やつよっ！」


「なるほどっ！」


　あ。納なつ得とくしてくれた。


「しかし何はともあれ、おとなしく捕つかまってやるわけにはいかんっ！」


「つかまえてみせるわ。おとなしくしていようといまいと！」


　連中との間合いを計りつつ、あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


「散れっ！」


　赤い鎧の号令一下、思い思いの方向へと散る四人。ノビたままの女は、デカいのが、いとも軽々とかつぎ上げ、軽い足取りで駆かけてゆく。


　しかし、いくら大男の力が強いかは知らないが、気を失った女なんぞというお荷物をかついでいたんでは、まちがいなく、走るペースはいつもより落ちるはず。あたしは迷わず、その大男のあとを追った。


　後ろから術の一発もかまして、動けなくして捕まえて、アジトの場所を聞き出しちゃるっ！


　あたしは呪文を唱え終え──


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　ふり向きざまに、横手の気配に向かって術を解き放つ！


「けぇっ！」


　あたしの放った一撃をよけて、四人のうちの小男が、しげみの陰かげからおどり出た。


　一体いつの間に、そんなところへ身をひそめたのかは知らないが、もし、あたしが今の一撃を、大男に放とうとしたなら、その瞬しゆん間かん小男は、手にしたナイフを、あたしに向かって放っていただろう。


　小男は、間合いを取りつつ、こちらのまわりをじりじりと移動する。


　仲間が逃にげるまでの時間かせぎのつもりだろうが、そうはさせないっ！


　あたしはいそぎ、呪文を唱え──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　力あることばと同時に、目の前に、十数本の冷気の矢が出現した。


　それを目にして、小男は、あわてて木こ陰かげにその身を隠かくす。


　たしかにこれだけ木が茂しげっていては、氷の矢なんぞ放ったところで、めったに当たるもんではない。


　だが、あたしとて、そんなことは重々承知の上である。


　小男が木陰に身を隠すなり、あたしはくるりっ、と背を向けて、大男の方に向かって走り出す。


　そう。あたしは氷フリーズの・矢アローを、その場にとどめたまま、小男に対しての『壁かべ』として使ったのだ。


　後ろで小男のとまどう気け配はい。


　そして、しばしの間を置いたのち──


　ざっ。


　後ろでかすかに草の鳴る音がした。


　氷フリーズの・矢アローが、ただの『壁』だと判断して出てきたか。


　しかし──甘あまい。


「ＧＯ！」


　ふり向きもせずに声を上げるあたし。


「ぐぁっ!?」


　くぐもった悲鳴は、次の瞬間、後ろで聞こえた。


　小男が油断して、のこのこ出てきたのを見計らい、とどめたままだった氷フリーズの・矢アローを飛ばしたのだ。


　ちらりっ、と後ろをふり向けば、小男は、立木といっしょに氷まみれになっていたりする。


　雪ダルマ雪ダルマ。


　……むろんこいつをとっ捕つかまえただけでも、アジトの場所は聞けるだろうが、かといって、向こうに見える大男を、見逃してやるいわれはない。


　あたしは一気にダッシュをかける。


　やはり予想した通り、かついだ女がじゃまになっているのか、大男との間はみるみる詰つまってゆく。


「むぅっ!?」


　後ろに迫せまる気配に気づいたか、ちらりっ、と一瞬、こちらをふり向く大男。


　そして、あたしの術が完成した！


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　大男の動きを読んで術を放つ。


　相手の精神にのみダメージを与あたえる術で、これに直撃されれば、たいていの人間はその場で失神する。


　コースもタイミングもベスト。大男に、これをよけることはできない──はずだった。


　だがしかしっ！


　あたしの放った光の槍やりは、大男ではなく、男のかついだ女の方を直撃した！


　たまたま──ではない。大男が、女を、自分の盾たてとして使ったのだ。


　……こいつ……そーゆーマネをするか？


　他人を自分の盾にするなど、まるでリナ＝インバースである。
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　そのまま女をほうり捨て、自分はとっとと逃げてゆく。


　たぶん、女は死んだものとカン違ちがいしたのだろう。


　あたしは倒れた女を飛び越えて、大男の追撃を続けた。


　こいつの性格から考えて、もしここでこいつを逃がせば、赤い鎧と合流し、そのままとんずらこくおそれもある。


　となれば、今までに盗ぬすまれたニギタケを奪うばい返すのは不可能に近くなる。


「氷フリーズの・矢アロー！」


　後ろから、またもや呪文を放つあたし。


　狙ねらい違たがわず、放った冷気の矢の一本が、大男の足を地面に縫ぬい止めた！


「ぐおっ!?」


　たまらずつんのめる大男。


「動かないで！」


　後ろからのあたしの声に、大男の動きが止まった。


「……さて……白状してもらいましょうか。


　あんたたちのアジトの場所を──」





「──遅おそい──」


　いらいらとあたりを見回しながら、赤い鎧よろいはつぶやいた。


　とある山の奥深く。おそらく猟りよう師し小屋だったのだろう。朽くちるに任せた掘ほっ建たて小屋のその前に、彼はひとり、佇たたずんでいた。


「……あいつらめ……一体何をしている……？　まさか、たかが女ひとりに、おめおめと捕まったわけではあるまいな……？」


「──そのまさかよ──」


「なにっ!?」


　あわてて彼は視線をめぐらせ──


　ようやく、小屋の裏手からまわり込んでいた、あたしの存在に気がついた。


「きさまっ……!?」


「あの三人は、とっ捕まえて村のひとたちに渡したわ。たぶん今ごろ、つるし上げ食らっているはずよ。


　……残るはあんたひとりのみ。あきらめて、盗ぬすんだニギタケのありかを白状すれば、村人もかんべん……してくんないとは思うけど……とにかく白状しなさいっ！」


「イヤじゃぁっ！」


　あ。やっぱし。


　赤い鎧は、ずらりっ、と、腰の剣を引き抜いて、


「……仲間たちは倒れたが、たとえこのオレひとりでも、立派にニギタケ泥棒は続けてみせるっ！」


「……いや……そんな、固い決意を込めて言い切るよーなことじゃないよーな気が……」


「ふっ！　読みが浅いな小娘！　ニギタケの流通ルートをこの手におさめ、貴族や金持ち連中とのつながりと金とを手に入れ、裏の世界を支配する、という計画よ！」


　……無理だと思うけど……すくなくとも、たった四人でキノコ泥棒なんぞやってるうちは……


「いずれにしろ、これ以上、オレの計画の邪じや魔まはさせんっ！　覚かく悟ごっ！」


「炸弾陣デイル・ブランド。」





　ばごぉぉぉぉん！





　あたしの呪文一発で、いきなし吹っ飛ぶ赤い鎧。


　それでもなんとか、よろよれと身を起こしつつ、


「……ふっ……ど……どーやら少しは戦やるようだが……ま……まだまだだな……」


　ほほぅ。そーゆー強がりを言う？


「炸弾陣デイル・ブランド」


　どぉぉぉぉぉぉん！


　……ぽてっ。


「……おま……おまへの……ちか……力は……そんなもんか……？」


　地面に突つっ伏ぷし、それでも顔をこちらに向けて、へらず口を叩たたく赤い鎧。


　なかなか根性だけはある奴やつである。


「『そんなもんか』はいいけど……あんた、全身にケーレン走ってるわよ」


「……て……敵を油断させるための演技にきまってるだろぉが……」


　なるほど。


「そいじゃあ、リクエストに応こたえて油断したげるから、ためしに反撃してみせて」


「……い……いいだろぉ……し……しかしオレが出るまでもない……ゴーレムぅっ……！」


　──なにっ!?





　ごがぅんっ！





　赤い鎧の声に応えるかのように、猟りよう師し小屋の壁かべが、屋根が、爆発的にはじけ散った！


　猟師小屋をぶち破り、そこに姿を現わしたのは、一体の巨大なウッド・ゴーレム！


　……ふーん……こんなのまで用意してたか。


　なかなかご苦労さんなことである。
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　が。


「ほい。火炎球フアイアー・ボール。」





　ぼぉぉぉん！





　あたしの呪文一発で、いきなし火ダルマになるウッド・ゴーレム。


「どあああああああっ!?　オレのっ!!　オレのぉぉぉぉぉぉっ！」


　悲鳴を上げ、がばぁっ！　とはね起きる赤い鎧。


　……なんだ。まだ元気じゃない。


「木なんて燃えやすいもんでゴーレムつくる方がどーかしてるのよ」
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　ドライなセリフを吐はくあたしを、赤い鎧は、きっ！　とにらみつけ、


「ばかやろぉぉぉぉっ！　盗んだニギタケ、どこに隠したと思ってるんだっ!?」


　……へっ……


　あの……まさか……ひょっとして……？


　ぎぎぃっ、とあたしは首だけ動かし、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた、ウッド・ゴーレムに目をやった。


　あのウッド・ゴーレムが、戦せん闘とう用ではなく、保管・運うん搬ぱん用に用意されたものだったとしたら……


　──あたしの予想をうらづけて、やがて、秋の風の中に、ニギタケの焼けるかおりが立ちこめた……





「……ほほぉう……そぉすると結局、盗まれたニギタケは一体どぉなりましたかな!?」


　あたしの説明を聞き終えて、村長さんは、静かな口調で問いかけた。


　……口調はたしかに静かだが、その目がちっとも笑ってない。


「……あは……あははは……ま、まあ、ちょっぴし焼けちゃいましたけど、そのまあ、ニギタケはニギタケだし……」


「……で？　ニギタケは？」


「あははははははは[image: ]」


　ひきつり笑いを浮かべつつ、あたしは足下に置いた布の大袋を、とすんっ、とテーブルの上に乗っけた。


　村長は、袋の中をのぞき込み、


「……この炭は……？」


「……ニ……ニギタケ……」


　あたしの答えにしばしの沈ちん黙もくが落ち──


『あははははははははは』


　二人同時にバカ笑い。


　ひとしきりの大笑いののち、村長さんは、袋の口を、きゅいっ、としぼり、


「──なら、礼金といっしょにお渡しするニギタケはこれでかまいませんな？」


　ああああっ！　やっぱしこーゆー展開になるかっ！


「……あはは、いや、でも……」


「なぁに。少々焼けてはおりますが、ニギタケはニギタケ──でしたな？」


「……はい……」


　あたしはがっくりうなだれて、力なくうなずいたのだった……





　宿の自室にひっこんで、あたしはため息ひとつつき、布の袋をベッドの上にほうり出す。


　ドアの内がわにカギをかけ──


「……んっふっふっ……」


　満面の笑えみを浮かべつつ、袋の口を大きく開く。


　上のほうに詰つめてあった、炭化したニギタケをほうり出せば、その下には、ほどよく焼けたニギタケがっ！


　そう。あたしの火炎球フアイアー・ボールの一撃は、たしかに、腹の中ががらんどうになったウッド・ゴーレムといっしょに、かなりのニギタケを黒コゲにしたが、全部というわけではない。


　中にはほどよく焼けたのや、ほとんど生なまのもかなりあった。


　それを袋の下に詰め、上に黒コゲのを詰めたのだ。


　サギだ、などとは言うなかれ。あたしはたしかにこう言ったはず。『ちょっぴし』焼けた、と。


「さあっ！　今夜はニギタケ・パーティーよっ！」


　おんぼろ宿の一室に、秋の香かおりが満ちあふれた。







（秋の味覚の争奪戦：おわり）










がんばれ死霊術士ネクロマンサー










「……この村もだわ……」


　あたりの景色けしきを眺ながめつつ、あたしはげんなりつぶやいた。


「ふっ……一体何を考えてるのかしらね……この犯はん人にん……」


　さすがにナーガも、疲つかれたような声で言う。


　街道ぞいの、どこにでもあるような小さな村。そのまわりには、のどかではあるが、変わりばえのしない田園風景がひろがっていた。


　──それはいいとして──


　問題なのは、ありふれたその風景の中にたむろする、無数のゾンビやスケルトン。


　どうやら、ただ単にたむろしているだけらしく、とりあえず実害はなさそうだが、まあ、少なくとも、決して見ていて気持ちのいいもんではない。


　こーゆーのが生理的にニガテな人も多いだろうし、お子様の教育上もよろしくない。


　──村じゅうの死者が、ゾンビやスケルトン、あるいはミマイミラーと化したまま、あたりにたむろしはじめる──


　この事件が起こったのは、なにもこの村がはじめて、というわけではない。


　これまでにも、五つだったか六つだったかの村や町で、これと同じ事件が起きていた。


　犯はん人にんの正体も、その目的も不明だが、こんなことをほっぽっておくわけにはいかない。


　かくて今回、あたしとナーガの二人は、魔ま道どう士し協会からの指令を受け、この事件を起こした犯人を追っているのである。


「……ともあれナーガ、とりあえず、このゾンビたちをどーにかするわよっ！」


「ふっ。まかせなさい」


　くそえらそーに言い放ち、ナーガは呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


　そして──


「浄化結界ホーリイ・ブレス！」


　瞬しゆん間かん、ナーガを中心に、やわらかな光の波がひろがった。


　その光の波を浴あびたとたん、ゾンビが、ミイラが、スケルトンが、一いつ瞬しゆんにして塵ちりと化した。


　かなり高位の白魔術で、この光、全くの人じん畜ちく無む害がいだが、低級のアンデッド程度なら、いともあっさり浄じよう化かする。


　その範はん囲いは、かなりの広さにわたり、今や、村じゅうにたむろしていたアンデッドたちのほとんどが、完全に土へと帰っている。


　むろん、かなりの大おお技わざで、一日に一度が限界だというのが難点だが。
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　ナーガがこんな術を使えると知った時には、さすがにちょっとびっくりしたが、まあ、隠かくし技の多い奴やつだから。


　──やがてほどなく──


　村じゅうのアンデッドたちは崩くずれ去り、何のへんてつもない、平和な田園風景が、ふたたびこの村に戻って来た。


「……あー。疲つかれた……」


　肩などこきこき鳴らせつつ、力ない口調で言うナーガ。


「はい、ごくろーさん。


　……けどこれで、だいたいテキの足どりはつかめたわね……」


　あさっての方向を眺ながめつつ、あたしはぽつりとつぶやいた。





「あなたねっ！　これまでのアンデッド事件の犯はん人にんはっ!?」


「わぁぁぁぁぁっ！　すいませんっ！　悪気はなかったんですぅっ！」


　びしぃっ！　と、あたしがつきつけた指のむこうで、彼女はいきなりあやまりはじめた。


　……当たりだよ……


　アンデッドぞろぞろ事件の勃ぼつ発ぱつルートからすると、次に事件が起きるのは、だいたいこのあたりの町だろうと、おおざっぱな見当をつけ、高速飛行の術で先まわり。


　あとは、街道をやって来る人に、かたっ端ぱしから指をつきつけ、犯人だろう、ときめつける。


　なかなかアバウトな方法だが、けっこぉ成功率が高かったりするんだ。これが……


　とはいえ、こうも素直にいきなりあやまりだすとゆーのは珍めずらしい。


「……その……やっぱし、あんたが犯人なわけ……？」


　思わずあたしはもう一度問う。


　瞳ひとみに涙なみだすらうかべ、ひたすらあやまりまくっているのは、としの頃なら十七、八といったところか。長い銀髪プラチナ・ブロンドの、魔道士ふうの女性である。


「すいませぇぇんっ！　これにはいろいろと事情があるんですぅっ！」


　……事情……ねぇ……


「──まあ、とりあえず、どっかそのあたりで何か食べながら、聞かせてもらいましょうか。その事情とやらを……」





「……ううっ……あたし、ウィニーっていいますぅ……」


　定食五人前をたいらげて、ようやく少し落ち着いたか、彼女は、ぽつり、ぽつりと話しはじめた。


「ごらんの通りの魔道士で……うちの家系は代々、父も母も、立派な死霊術士ネクロマンサーをやってたんですぅ……


　そんなこんなで、かくいうあたしも、魔道士としての才能ありと見込まれて、小さい頃から死霊術ネクロマンシーの秘法を教え込まれて来たんですぅ……」


　……うーむ……な……なかなか腐くさった家系よのぉ……


「ふっ。その押しつけがいやになって飛び出した、ってわけ？」


　先読みをして言ったナーガに、しかし彼女は首を横に振ふり、


「……いえ……そういうわけじゃあないんですけど……


　とにかくあたしは、魔道の基き礎そをざっと学び取って、死霊術ネクロマンシーのノウハウも、がんばって勉強しました。


　通り一いつ遍ぺんの理論や技術はなんとかマスターして、あとは実じつ施しのみ、ということになったんですけど……」


「──それが、うまくいかなかった──」


　あたしのことばに、しかしまたもや彼女は首を横に振り、


「……いいえ……実施も大成功でした──父も母も、こんなイキのいいゾンビははじめてだ、って、ほめてくれたくらいですぅ……」


　……イ……イキのいいゾンビって……？


「……つ……つまり、そこまでは、とりあえず問題はなかったわけね……」


「いえ……ところが、あったんですぅ。重大な問題がひとつ……」


　つぶやいて、彼女は重いため息ひとつ。


「その時はじめて知ったんですけど……あたしって、ゾンビとかスケルトンとか、生理的にダメだったんですぅ……」


　……おいおい……


　……もーちょっと早く気づけよ……そーゆーことには……


「……それで、アンデッドたちへの耐たい性せいをつけるために、こうしてひとりで修行の旅に出ることにしたんですぅ」


「……聞きたいんだけど……修行するのはいいとして、なんで旅しなくちゃなんないのよ……？」


　風ふ情ぜいのわからんことを言うナーガ。


「だって……ほら、『修行』といえば、山ごもりか一人旅をしなくちゃならない、って法律で決まってるじゃあないですか。


　とりあえず、ゾンビやスケルトンたちに、慣なれようと思って……


　それで、あちこちの村や町で、術を使って、かたっ端から、ゾンビやスケルトンを造ってみてはいるんですけど……


　いざ、目の前をうろつかれると、やっぱりどーにもこわくって……


　それでついつい、いつも逃にげ出しちゃうんですぅ……」


　気弱な声で言いながら、ずずいっ、香こう茶ちやをひと口すする。


　……なるほど……それでアンデッドぞろぞろ事件が起きたわけか……


　しかしこれも、けっこーめーわくな話ではある。


「けど、そんなにアンデッドが嫌きらいなら、いっそ死霊術士ネクロマンサーなんてやめちゃえばいーのよ」


「嫌い、っていうんじゃないんですぅ」


　あたしのことばに、ウィニーはぶんぶか首を横に振り、


「だって、ほら、ゾンビやグールに囲まれて過ごす、って、あこがれ、っていうか、女の子にとっての夢、みたいなところがあるじゃあないですか」


「……そ……そぉかなぁ……」
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「あたしの母さんなんかも、小さい頃ころからそうだった、って話してましたし。


　……けどあたし、アンデッドが嫌いなわけじゃあないんですけどぉ、ちょっと、何て言うか、苦にが手てなんですぅ。


　昔っからぁ、怪かい談だんとかって、苦手な方でしたし……


　けど、なんとかそれを乗り越えて、アンデッドのみなさんと、お友だちになりたいんですぅ」


「ふっ、早い話が、怖こわがりをなおしたい、ってことでしょ？」


「できるんですか!?」


　こともなげに言うナーガに、ウィニーは身を乗り出した。


「もし、これをなおしてくださるんでしたら、お礼はいくらでも払っちゃいますぅっ！」


「お礼!?」


　思わず叫さけんで身を乗り出すあたし。


　──と、ゆーことは……


　これに成功しさえすれば、ウィニーからお礼がもらえて、なおかつアンデッド大量発生事件も解決したことになり、魔道士協会からも礼金が出るっ！


　うおおおおおっ！　ひょっとしてこれって、乙女おとめのあこがれ、礼金の二重取りとゆー奴やつではっ!?


　しかしそれにはとーぜんながら、ウィニーの、性質改善が成功しなくちゃ話にならない。


「ナーガ、あんた、ほんっとにちゃんとした案があるんでしょーねっ!?」


「ほーっほっほっほ！　心配はいらないわよ、リナ！」


　尋たずねるあたしに、無意味に胸を張って言うナーガ。


　……この自信がコワいんだ……


「いいこと、人というのは、何にだって慣れちゃうものなのよ。


　たとえば恐きよう怖ふにさえ、ね！


　つまり、ゾンビやスケルトンなんかに直面するより、よっぽど怖い目に遭あっちゃえば、アンデッドなんてメじゃなくなるわっ！」


「ををっ！　いちおースジは通ってるわねっ！　それで、どうやるつもりなの!?」


　あたしの問いに、ナーガは不敵な笑みを浮かべ、人さし指を一本立てて、


「──ずばり──きもだめし、よ」





　死神の鎌かまにさえ似た三み日か月づきが、おぼろげな光を夜に投げかける。


　大きな街道から外れた、山の中をゆく細い道。


　木々のしげみに身を隠かくし、一体どれくらいそうしていただろう──？


　とーとつにふと、あたしは我に返ったのだった。


「……ナーガ……あたしたちって……一体何やってるんだろ……？」


「ふっ。何を言い出すかと思えば……まさか寝ぼけてるんじゃあないでしょうね？」


　あたしのことばを鼻の先で笑い飛ばし、でっけぇキノコの着ぐるみを着たナーガはこちらをふり向いた。


「ウィニーに『恐怖』への耐性をつけるには、これが一番なのよ。


　……怪談大会というのも考えたんだけど、今回のは、『視覚的な恐怖の克こく服ふく』だから」


「……いや……


　聞きたいのは、なんであたしたちが、こんなかっこうしなくちゃなんないか、ってことなのよ……」


　言いながら、あたしは数歩、のっしのっしと歩みを進める。


　ちなみにあたしの着ているのは、黄色い大きなお星様。これがまた、歩きにくいのなんの。山道をここまで登って来るのは、とことんたいへんだったぞ。


「ふっ。考えが浅いわね。リナ。ひとを雇やとえば、お金がかかるじゃない」


「……だから……あたしが聞きたいのは、なんでキノコとお星様なのか、ってことで……」


「しかたないじゃない。貸かし衣い装しよう屋やに残ってたので使えそうなのって、これだけしかなかったんだから」


「……けどこのかっこう、怖こわくもなんともないよーな気がするんだけど……」


　着る前に気づけ、とゆー説もあるかもしれないが、あの時、あたしの頭の中は、礼金二重取りのことでいっぱいで、そこまで考えが至らなかったのだ。


「ふっ。まんざらそうでもないわよ」


　夜の山道を透すかし見ながら、でっけぇキノコはそう言った。


「実際、わたしたちがこのかっこうで歩いてた時、通りかかった人たちがおびえてたじゃない」


「……それって、一味違ちがった意味でおびえてたんじゃあ……」


「おびえたことに変わりはないんだから、別にいいじゃない」


「……そ……そーかなー……」


「──けどそれにしても……遅おそいわね。ウィニー……」


「たしかに、そろそろ来てもいい頃なんだけど……まさか、きもだめしが怖くて逃げ出したとか……」


　あたしがつぶやいたその時──


「……きゃーっ！」


　闇やみの奥から、かすかに聞こえて来た声は、まぎれもなくウィニーのものだった！


「あれはっ!?」


「ウィニーの声よっ！　行くわよっ！　ナーガっ！」


　叫んであたしは、夜の山道を、のっしのっしとかけ出した。





「へっへっへっ。こんな夜中に、山ン中のひとり歩きはあぶねーなぁ。え？　おじょーちゃん？」


「そうそう。なんならオレたちがエスコートしてやってもいいんだぜぃ」


「やめてくださいいっ！　おねがいですぅっ！」


　いやがるウィニーの手をひっ摑つかみ、からんでいたのは、十人ほどの男たち。


　むろん、よほどの理由がないかぎり、こんな夜中の山道を、まっとーな人間がうろついているわけはない。姿かっこうから見ても、立派な野や盗とうたちである。


「へっへっへっへっ。そういやがるんじゃねーよ」


「──そこまでよっ！」


　あたしのかけたその声に、一同、こちらをふり向いて──


　そのままその場に硬こう直ちよくする。


　虫の音ねだけが、しばしその場を支配した。


「……キ……キノコと星……に、見えるんだが……」


「……ああ……オレにもそう見えるんだが……」


　やがて、誰だれかのもらしたつぶやきに、他の誰かが小さくうなずく。


　……むろん、あたしやナーガにしてみても、好きでいまだにこんなかっこうしているわけじゃない。


　この着ぐるみ、背中に結び紐ひもがあるせいで、誰かに手つだってもらわなければ、脱ぐことも着ることもできないのだ。


　ちなみにキノコに手はないし、お星様のぎざぎざは、細かい作業には向いてない。


　これでは、たがいの紐をほどくことさえできはしない。


　着る時は、貸衣装屋のおやじさんに手つだってもらったのだが──


　まさか、こーゆータイミングで野や盗とうどもに出っ食わすとは……


「彼女を離はなしなさいっ！」


　びしぃっ！　とあたしは、星のぎざぎざの一本を、男たちに向かって突つきつけた。


　あんましかっこよくはなかっただろうが、どーやらある種の迫はく力りよくはあったようで、ウィニーともども、野盗たちは、ざわわっ！　と一歩、後あと退ずさる。
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　野盗たち一同は、しばらくたがいに顔を見合わせ、やがて同時にうなずくと、重いため息ひとつつき、


「……見なかったことにしようぜ……」


「こらこらこらっ！　無視しないでよっ！」


　叫さけべども、野盗たちは、あたしとナーガの二人から視線をそらしたままで、天気がどーの、近所のじーさんがどーしたの、などと世間話をはじめる。


「……よーしっ！　そっちがあくまでそーゆーつもりなら、無視できないよーにするのみよっ！


　やるわよっ！　ナーガっ！」


「ふっ！　わかったわっ！」


　応こたえてナーガは呪文を唱となえ──


　やがて、もじもじしはじめる！


　……さては……着ぐるみのせいで印いんが結べないな……


　それでもナーガはあきらめず、無意味にじたばたもがいている。


　あたしの方とて、印が結べないのは同じだが、ならば、その必要のない術を使えばいいだけのこと。


　あたしは小さく口の中で、炎の矢フレア・アローの呪文を唱え──


　どんっ！


「うわわわわわわわわわっ!?」


　やおら背中を何かに押され、たまらず前につんのめる。


　ばふっ。


　こらえきれずに、そのままうつぶせに突つっ伏ぷした。


　……どーやら、バランスを崩くずしたナーガに、後ろから押し倒たおされたようである。


　現に今、あたしの背には、重い何かがのっかっている。


「……ちょっと!?　ナーガ！　何やってんのよ!?」


「ふっ。バランス崩くずして倒れてるに決まってるじゃない」


　セリフと同時に、背中で何かが動く。


　たぶん、胸でもそらしたのだろう。


「いばってないでっ！　とにかくどいてっ！」


「ほーっほっほっほ！……何を言い出すかと思えば……


　自じ慢まんじゃあないけど、一人で立てるものならとっくに立ってるわよっ！」


「それじゃあ転がんなさいっ！」


　地面に突っ伏したそのままで、などとやっているうちに、やがて、向こうで人の動く気け配はい。


　むりやり首をねじ曲げて、闇やみの向こうを透すかして見れば、ウィニーを連れて、藪やぶの中へとわけ入ってゆく盗とう賊ぞくたち。


　一番後ろにいた一人が、ふと、こちらをふり向くと、唇くちびるの端はしを小さくゆがめ──


「……へっ……」





　むかっ。





　一気に頭に血がのぼる。


「こらーっ！　あんた、今、鼻で笑ったでしょーがっ!?」


　倒れたままで叫べども、男は知らん顔のまま、そそくさと、しげみの向こうへ姿を消した。


　……お……おにょれっ！　ウィニーをかどわかすだけならまだしも、たかが野盗のぶんざいで、このあたし、リナ＝インバースを鼻で笑うとはっ!!


「だぁぁぁぁぁぁっ！　腹の立つっ！


　ナーガっ！　こーなったら意地でもあの野盗たち、ぎっちょんげっちょんにはり倒すわよっ！」


「ふっ！　わかったわ！　ならさっそく、このまま村まで転がって行って、誰かに手つだってもらって着ぐるみ脱いで……」


「ンなゆーちょーなことやってちゃあ年が明けちゃうでしょーがっ！　このまま追うのよっ！　このままっ！」


「ほーっほっほっほ！　笑わせてくれるわね、リナ＝インバース！　自力で立ち上がることさえできないのに、どうやって、このままあとを追えるのかしら!?」


「こーするのよ」


　言ってあたしは呪文を唱えはじめる。


「なるほど、ね」


　つぶやいて、ナーガも同じ呪文の詠えい唱しように入った。


　そして──


　やがてあたしの、高速飛行の術が完成した。


「翔封界レイ・ウイング！」


　風の結界に包まれて、あたしはふわりっ、と宙に浮く。


　この術ならば、手が使えようが使えなかろうが無関係。


　かくて。


　ウィニーと野盗たちを追って、お星様とでっけぇキノコは、夜の空へと舞い上がった。





「必殺！　隕石落としメテオストライク！」
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　どげぇしっ！





　わけのわからん必殺技わざの名前を叫びつつ、あたしは風の結界ごと、盗とう賊ぞくのひとりにぶちかましをかけた。


「なっ!?　なんだぁっ!?」


　驚きの声を上げる野盗たちのその前に、あたしとナーガが立ちはだかった！


「もう一度だけ言うわ。ウィニーを離してとっとと消えなさいっ！　そーすれば、痛い目にはあわせないでおいたげるわっ！」


「なんだとぉぉぉっ!?」


　こいつが連中のボスなのか、盗賊のひとりが眉まゆをつり上げて言う。


「てめえらっ！　キノコとお星様だと思って甘い顔してりゃあ調子に乗りやがって！　こうなったら容よう赦しやしねぇぞっ！　行くぞっ！　野郎どもっ！」


『おうっ！』


　応こたえて同時に全員が、ずらりっ、と手に手に得え物ものを引き抜いた。


　だがしかし！　こちらはすでに呪文を唱え終えている！


『氷フリーズの・矢アロー！』


　あたしとナーガの二人は、全く同時に術を解き放つ！


　この術ならば、まちがってウィニーに当たっても、笑ってごまかせばすむことである。


『ずへわわわわわわわわっ!?』


　無数の冷気の矢の直ちよく撃げきを受け、野盗たちの悲鳴があたりにこだました。


　悲鳴が消えたそのあとには、累るい々るいと倒れ伏す野盗たち。


　──ふっ。たあいもない。


　ま、野盗なんぞ、せいぜいがこんなところではあるが。


　などとあたしが思ったその時！


「……う……」


「うおおおおおおおおおおおおっ！」


　雄お叫たけびを上げつつ野盗が立ち上がる！


　それも、一人や二人ではない。全員が全員とも、である。


『──っなっ!?』


　驚きの声を上げるあたしとナーガ。


「……まだまだぁっ！」


　ひと昔前の熱血英雄伝承歌ヒロイツク・サーガの主人公みたいなセリフを吐はきながら、よろよろとした足取りながらもこちらに向かってやって来る！


　あたしとナーガは、あわてて次の呪文を唱えはじめる。


　そして──


「うおおおおおおおおっ！」


　気合いとともに、男が突っ込んでくるよりわずかに一瞬早く、こちらの術が完成した！


「破弾撃ボム・スプリツド！」


　ずごぉぉぉぉぉぉぉん！


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」


　ぼぶぉぉぉぉぉぉぉん！


　あたしの術で吹っ飛ばされた直後、追いうちの、ナーガの術が直撃した！


「ふっ。野盗にしちゃあすこしは根こん性じようあったみたいだけど……」


　あたしのつぶやきが中断した。


「……くっ……くそーっ……」


　なんと！


　名もないザコキャラ、やられ役のはずの連中が、この期ごにおよんで、まだ身を起こし、向かって来ようとしているのだ！


「ほーっほっほっほ！　愚おろかな！　おとなしく眠ってればいいものを、わざわざ向かって来るとはね！」


　まるっきし悪役のセリフを吐はくナーガ。


「……う……うるせぇっ！」


　ふたたび身を起こし、一人が吠ほえる。


「こっちもプロの野盗なんだっ！　お星様やキノコに負けたとあっちゃあ、メンツが立たねぇんだよっ！」


　……まあ……その気持ちはわからんでもないが……


「行くぜっ！」


　声を上げ、片手に剣を構えたまま、思いがけないスピードで、ナーガに向かって突っ込んでゆく！


　まずいっ！　キノコのかぶりものを着たままで、身をかわせる間合いじゃないっ！


「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」





　ぞんっ！





　にぶい音を立てながら、男の手にしたロング・ソードが、でっけぇキノコをまともに貫つらぬいた！
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「ナーガっ!?」


「ほーっほっほっほっほっほ！　まぁだまだ未み熟じゆくねっ！」


　あたしが上げた声に、聞き慣れた高笑いが返って来た。


　その高笑いに、思わずびくぅっ！　と身をすくませて、剣をキノコの腹に残したままで、野盗は大きく後ろに退さがる。


「馬鹿なっ!?　たしかに手て応ごたえはあったぞっ！　不死身かっ!?　きさまっ!?」


　──むろん、そんなわけはない。


　男の剣が貫いたのは、キノコの着ぐるみの、詰つめ物の部分だったのだろう。


　しかし、人の手て応ごたえと詰め物の手応えの違いもわからないところからすると、どうやらこいつら、かぶりものを着込んだ相手と戦うのは、これがはじめてのようである。


　……まあ……ふつーは、ンな経験のある奴いないけど……


　男が動どう揺ようしているスキに、あたしはいそぎ、呪文を唱え──


「炎の矢フレア・アロー！」


　きゅごどごどごどごっ！


　あたしの術の直撃を受け、今度こそさすがに根性もつきたか、野盗たちは動かなくなる。


　あたしは、倒れた野盗たちの中に、ある男の顔を探し出し、そのそばに佇たたずみ、男を見下ろしたまま、


「……ふっ……」


　鼻先で小さく笑ってやる。


　ひくくっ！


　倒れたままの男の顔が、一いつ瞬しゆん、くやしそーに引きつった。


　おーしっ！　これでさっき、鼻で笑われたおかえしはすませたぞっ！


「……ふっ。けど、これでどうやら片づいたわね」


「まーね」


　ナーガのことばにうなずいてから、あたしはふとあることに気がついた。


「……って、ナーガ、ウィニーは？」


「ふっ。この……」


「知らないのね。早い話が」


「……いや……そうなんだけど……」


　セリフを遮さえぎって言い切ったあたしに、ナーガは寂さびしそーな顔で言った。


　彼女は、倒れた野盗たちをざっと見渡して、


「そういえば……野盗たちの数も足りないわね……」


「……そーなの……？」


「ふっ。まちがいないわ」


　きっぱりはっきり言い切るナーガ。


　……しっかし……よくまあこんな、ひと山いくら、みたいな連中の数までおぼえているもんである。


「……ってことは、ウィニーはそいつに連れて行かれた、ってことね!?」


　おそらく、あたしたちが追って来た時に、人ひと質じちにでも使うつもりなのだろう。


「ふっ。そういうことね。追うわよ！　リナ！」


「……追う……って、どっちに向かって？」


「……え……？」


　あたしの問いに、ナーガの目が点になる。


　あたりには、ただただ闇やみがひろがるばかり、すでに近くに気配もない。


「……ふっ……なかなかイタいところを突いてくれるわね……」


　ナーガが言ったそのとたん。


「うどわああああああっ！」


　彼方かなたから聞こえて来たのは、男の声だった。


「あっちよっ！」


　お星様のぎざぎざのひとつで、びしぃっ！　と、闇の向こうを指し示し、あたしとナーガの二人はふたたび翔封界レイ・ウイングを唱え、夜の闇へと舞まい上がる。


　声のした方向に向かって飛ぶことしばし。


　やがてあたしは、眼下に黒くひろがる森が、ざわついていることに気がついた。


　──これはっ!?


　そのざわつきの、ほぼまん中に、数人の男女の姿があった。


　見つけたっ！


　あたしはいそぎ、術を解き、その近くへと降り立った。


「……これは……！」


　あたりの光景に、思わず声を上げるナーガ。


　木々の間を埋うめつくし、あたりにひしめきまくっているのは、無数のゾンビやスケルトンたち！


　うごめいていたものの正体はこれである。


　暗くてよくはわからないが、百やそこらはかるく越えているだろう。


「リナさん！　ナーガさぁぁんっ！　助けてくださいっ！」


　アンデッドたちのむらがるその中心で、男ふたりに捕つかまったまま、悲鳴を上げるウィニー。


　一方、男たちの方も、おし寄せてくるアンデッドたちに、まともにうろたえまくっている。


「ふっ！　リナ！　今のうちにウィニーを……」


「待って！　ナーガ！」


　言ってかけ出そうとするナーガを、あたしはおしとどめる。


「どういうことよ!?」


「彼女自身にやってもらうのよ！


　ウィニー！　このアンデッドたち、みんなあんたが呼び出したんでしょっ！」


　大声で、あたしは彼女に呼びかける。


「そうですぅっ！　近くにお墓はかがあったみたいで……なんて話をしてる場合じゃなくてっ！　助けてくださいっ！」


「いいえっ！　あなたがその野盗連中を倒すのよっ！　アンデッドたちを操あやつって！」


　あたしの呼びかけに、彼女は一瞬沈ちん黙もくし、


「──そんな！　無理ですぅっ！　あたしにはっ！」


「やるのよウィニー！　アンデッドのみなさんとお友だちになりたいんでしょっ!?」


　──ふたたびしばしの沈黙があり──


「……わかりました！　やってみます！」


　返って来た声には、強い決意の色が満ちていた。


「アンデッドのみなさぁぁぁぁんっ！」


　ウィニーのはり上げた声に、い並ぶゾンビが、スケルトンが、ざわっ、と一いつ斉せいに彼女の方を向く。


「……ひぃっ……」


　びくんっ！　と一瞬身をふるわせるが、それでもなんとか、かすれた声で、


「……そ……そういうことですから、がんばってくださいっ！」


『……何ヲ……？』


　同時にツッコむアンデッド一同。


　……ゾンビやスケルトンにツッコミを入れられるようになっちゃあ、人間もおしまいである。


　──いや、それとも、主人にツッコミを入れることができるようなアンデッドを大量生産してしまう、ウィニーの技量を讚たたえるべきか。


「……えとあの、つまり……」


　ウィニーはしばし、おろおろしたあと、


「……こっ……ここにいる人たちをやっつけてっ！」


　どわわわわわわわわっ！　なんつぅ命令のしかたをっ!?


　基本的に、単純で具体的な命令しかうけつけないアンデッドたちに、そんな命令のしかたをすれば、『ここにいる』あたしやナーガも襲おそわれる。


　しかし、思った時にはもう遅おそい！　アンデッドたちはぞろぞろ動き出している！


「……くっ！」


　あわてて身がまえる、あたしとナーガのすぐそばを、アンデッドたちがぞろぞろ通り過ぎてゆく！


　……って……あれ……？


「……なんでかかってこないのよ……？」


　いぶかしげな顔でつぶやくナーガ。


「……ひょっとして、あたしたちって……このかっこうのせいで、人間だと思われてないんじゃあ……」


　あたしは言った。


　……まあ……ラッキーと言えばラッキーなのかもしんないけど……アンデッドに人間扱いされない、とゆーのも、なんか腹立つぞ。


「……ふっ、どうやらそのようね。現にあっちじゃあ、ほら、ちゃーんと……」


　ナーガが目で指す方向に、あたしも視線を向けてみれば、そこには、アンデッドのみなさんからタコ殴なぐりを受けまくる、野盗二人と、ウィニー自身の姿があった。





　かくて、ひとつの事件は終わった。


　……『解決』はしてないよーな気はするが、とりあえず、『終わった』ことは事実である。


　アンデッドの大量発生事件は、それ以来全く起こらなくなり、あたしとナーガは、無事に、魔道士協会から、約束の礼金をもらったのだった。


　……ンで……ウィニーの方なのだが……


　結局彼女は、あの時、アンデッドたちにタコ殴りにされまくってから、心の底からアンデッド嫌ぎらいに陥おちいって、いまでは立派な僧そう侶りよとして、浄じよう化か呪文の研究にいそしむ毎日を送っているという。


　めでたしめでたし……


　……なんだと思う。たぶん。







（がんばれ死霊術士ネクロマンサー：おわり）












スレイヤーズえくせれんと



　ガッツだ（もと）死霊術士ネクロマンサー














「リナさん！　リナさんじゃあありませんかぁ！」


　いきなし声をかけられたのは、あたしが、とある町の食堂で、昼メシをぱくついている時のことだった。


　聞いたことのあるよーな声にそちらをふり向けば、そこには、見おぼえのあるひとりの少女の姿があった。


　としの頃なら十七、八。長い銀ぎん髪ぱつは以ま前えのまま、着ている服が見み習ならい僧そう侶りよのものだという点だけが違う。


「ウィニー!?」


　あたしは、思わず声を上げていた。


　──ひょっとしたら、おぼえている人もいるかもしれないが、しばらく前、ある地方で、アンデッドが無目的に大量発生する事件、というのが起きたことがあった。


　その事件を引き起こしていたのが、ほかでもないこの彼女、当時死霊術士ネクロマンサーをやっていたウィニーだった。


　──まあ、当人は、別に悪気があって事件を起こしていたわけではなかったのだが……


　ともあれあたしと、そして今はどこぞに姿をくらましている旅の連れ、ナーガの活かつ躍やくで事件は無事におさまった。


　のちに噂うわさに聞いたところによれば、ウィニーも死霊術士ネクロマンサーをあきらめ、どこぞの神しん殿でんで、僧侶としての道を歩みはじめた──ということだった。


「ひょっとしてこの近くなの？　あなたが修しゆ行ぎようしてるところって？」


「はい。この町からすこしはずれた、山のふもとにあるんですぅ。


　今日はおつかいで……」


『うどわわわわわわわわぁぁぁぁぁぁぁっ!?』


　彼女のことばを遮さえぎったのは、店の外から聞こえたいくつもの悲ひ鳴めいだった。


「何!?」


　あたしは思わず腰を浮かす。


　さわぎあるところもうけ話あり。それが大自然の摂せつ理りとゆー奴やつである。


「ゾンビだ！　ゾンビが暴あばれてるぞ！」


　外から聞こえた男のことばに、ウィニーが、小さく息を飲むのが聞こえた。


　…………？


　どうやら何かわけありのようだが──このさわぎの中、落ち着いた話などできるはずもない。となれば先に、外のさわぎをしずめるべし。


　席を立ち、かけ出すあたしのあとにウィニーもついて来る。


　ドアをくぐって表に出れば、たしかにそこには、五、六体のゾンビたちが、屋や台たいの品物ひっくり返したり、通行人に迫せまってみたりをやらかしていた。


　おーしっ！　ちゃっちゃと片づけて……


　思ってあたしが、呪じゆ文もんを唱となえようとしたその時。


「浄化結界ホーリイ・ブレス！」


　力あることばとともに、やわらかな光の波がひろがった。


　光に包まれたその瞬間。ゾンビの動きがぴたりっ、と止まり、塵ちりへと化して大地に落ちた。


　かなり高位の浄じよう化か呪文である。唱えたのは──


「あらあら。誰だれかと思えばウィニーじゃなくって？　奇き遇ぐうねぇ。毎回毎回」


　トゲある口調で言いながら、いまだざわつく通行人たちをかき分けて、歩み出たのは一人の女性。


　二は十た歳ち前後といったところか。ウィニーと同じ法衣ローブに身を包んだ、金髪ブロンド巻き毛の美人──なのだが、いかんせん、その目つきにはトゲがある。


「……ルフィニアさん……!?」


「ま、偶然この私がいあわせたからよかったものの、そうでなかったら、もっと大騒ぎになっていたところね。


　全く、誰かさんが来てから、こんな騒ぎばかり起こるのはなぜかしらねぇ……


　ま、何にしろ、あなたも無事でよかったわ。さっさとおつかいすませて帰ってくるのよっ！　ホーホホホホホホホホホホ！」


　イヤミな口調で言いたいことを言ったあげく、どこぞの誰かをほーふつとさせるよーな笑いを残し、ルフィニアとやらは、くるりっ、と背を向け、去ってゆく。


　ウィニーの方はといえば、ただただじっと黙だまってうつむいているだけである。


「……どうやら……なんか事情がありそうね……」


　あたしは静かな口く調ちようで言った。





「……ここに来てしばらくは、別に何もなかったんですぅ……」


　さきほどの店へと舞まい戻もどり、デザートをつつきながら事情を問うあたしに、ウィニーは、ぽつり、ぽつりと話しはじめた。


「……ところが……しばらくたってから、神殿のまわりやこの町に、ゾンビやスケルトンたちが現われて、悪さをしはじめたんですぅ……」


「ゾンビやスケルトンが!?」


「……はい……


　さいしょの事件は、あたしがここに来て五日くらい経たった日のことでしたぁ。


　ある見習いさんが朝起きて、神殿裏の畑に行ってみるとぉ、五、六体のゾンビが、畑のニンジン引き抜きまくっていたそうですぅ」


「ゾンビがニンジン……!?」


「……はい……


　その時はみんなが出て来てぇ、浄化呪文で追いはらったんですけどぉ……


　それからはもう毎日のように……」


「……ふぅん……


　──さっきのルフィニアってひと、えらくあなたにトゲトゲしかったけど……ひょっとして、あなたが疑うたがわれてるわけ？」


「……実はぁ……その通りなんですぅ……」


「そうすると──みんなは、あなたがもと死霊術士ネクロマンサーだって知ってるのね？」


「……はい……ここの神殿に来た時、自己紹介でそう言っちゃいましたから……」


　言うなよ。ンなこと。


　……まあ、今さら、言っちゃったことをどーこー言ってもはじまらないが。


「──で、さっきのルフィニアとかって人も、あなたがアンデッド事件の原因だと思ってるひとたちの一人、ってわけね」


「そうですぅ。あたしより一年ほど早くここに来たかたで、すごいんですよ。いろんな浄化呪文とか、自由自在に操あやつって」


「けど性格悪そーだったわよ」


「……それはぁ……きっと、今度のアンデッド事件のことで、いらいらしてらっしゃるんですぅ。


　……でも……でも……やっぱり、こんなことが続くのはよくないと思うんですぅ！」


「まーね。


　……けど一応たしかめとくけど、ウィニー、あんたがやってるわけじゃあないのね？


　昔のくせで、つい気がつかないうちにアンデッドの作成呪文口ずさんでるとか──」


「……ひょっとしたら……口ずさんでるかも……」


　をいをい。


「でもぉっ！　あのアンデッドたちはあたしのつくったものじゃあありませんっ！　肌はだの色ツヤが違うんですぅっ！」


　……色ツヤ……って……？


　──まあ、あたしには、アンデッドの違いなんぞとゆーものはわからないし、わかりたいとも思わないが、ウィニーはもとその道のプロである。その彼女が言うのなら、間違いはないだろう。


「……なるほど。自分のやってもいないことで、まわりのみんなに疑われる、ってぇのはいい気分しないわねー」


「それに、アンデッドのみんなもかわいそうですぅっ！　あやつられて、悪いことをさせられたあげく、浄化呪文で消されるなんて！」


「……かわいそう……って……


　あんたたしか、アンデッドのこと嫌きらいになったんじゃあなかったの？」


「……あたしも……一時はそう思ってました……だからこうやって、僧侶の見習いをはじめたりもしたんですぅ。


　……けど……違ったんですぅ」


「違った？」


「……はい……


　目の前で、みんなの浄化呪文で、ゾンビさんたちが消された時、あたし、すごく悲しくなったんですぅ。


　それで……わかったんですぅ。あたしやっぱり、アンデッドたちが嫌いになったんじゃあなくて、ますます苦にが手てになっただけなんだ、って！


　やっぱり、心の中では、まだアンデッドのみなさんのこと大好きなんだ、って！」


　……いや……まあ……好みとゆーのは人それぞれだけど……


　力いっぱい主張できるよーな好みじゃあないと思うぞ。少なくとも。


「……そう気がついてから……時々、夢にも見るようになったんですぅ。アンデッドのみなさんのことを……


　……あのゾンビさんの腐くさりただれぐあい……ほどよい期間埋うめられた、深みのある色のスケルトンさん……グールさんの肌染じみだって、とってもすてき……[image: ]」


　……[image: ]っ……


　口もとで止めたフォークの先に刺ささった、ミート・パイのにおいが鼻をつく。


「特に好きなのがゾンビさんなんですぅ[image: ]　風にただようゾンビのかおり[image: ]　ちょっぴり甘あまくて酸すっぱくて[image: ]


　──想おもうそのたび、熱いものが胸にこみ上げて──」


「吐はき気けだと思うな……それ……」


「ちがいますぅっ！」


　あたしの、的確な意見に、しかし彼女ははげしく左右に首を振ふり、


「決して、決してアンデッドのみなさんが嫌いなわけじゃあないんですぅ！


　無口で、でも存在感があって……[image: ]」


　……まあ……たしかに無口だし、いろんな意味で存在感あるけど……


「けど、実際に目まのあたりにするとヤなんでしょ？」


「……それは……


　あ！　ほら！　お魚とかお肉とか好きなんだけど、食べるとアレルギーの出ちゃうひとっているじゃあないですか！　きっとあれと同じなんですぅ」


「違うと思うけど……」


「とにかくぅっ！　このままじゃあ、あたしも疑われて、神殿や町のひとたちにもごめーわくがかかりっぱなし！　それにアンデッドさんたちも、迫はく害がいされることになっちゃいますぅっ！


　──ですから──おねがいしますぅっ！　どうか、このさわぎを起こしているほんとうの犯はん人にんを見つける手つだいをしてくださいぃっ！」


「……うーん……」


　涙なみだながらのウィニーの頼たのみに、しかし、あたしは腕を組んでしぶい顔をした。


　たしかに、えらく困っているよーではあるし、ここで見捨てる、とゆーのもはくじょーだとは思う。


　しかし問題は──もうけがとことん少なそうだということである。


　ウィニーはあくまでまだ見習い。となれば、自由になる金なんぞほとんどない──どころか、へたをすれば無む一いち文もん、などということもありうる。


　神殿の、上層部うえの連中なら、ある程度自由にできる金もあるだろうが、疑われまくっているウィニーが連れてきたあたしに、気持ちよく依い頼らい料りようを出してくれるとも思えない。


　事件を解決すれば、多少の謝しや礼れいくらいは出してくれるかもしれないが、おそらくは『多少』の域いきを出ないだろう。


「──あ。依頼のお金のことでしたら──」


　あたしの沈ちん黙もくの意味を察して、ウィニーは口を開いた。


「……たしかに今は、親のところからも飛び出して、自由になるお金なんて持ってませんけど……


　でも、あたしにはノウハウがありますぅっ！」


「……ノウハウ……？」


「はい！　アンデッドさんをつくる時の、あたしだけのオリジナルのノウハウですぅ！


　もしおしごとが終わったら、リナさんにそれをお教えしますぅ！　そのノウハウを、魔ま道どう士し協会に売ればお金になりますぅっ！」


「なるほど。お金はないけど知識で払はらう。考えたわね。


　──けど一応、お金になりそうなモノかどーかは、たしかめておかなくっちゃあね。それで、どんなノウハウなわけ？」


「ちょっと小こ粋いきでアドリブの効きくゾンビさんのつくりかた、なんていうのはどーでしょうか？」


「……すごひぞ……それ……」


　一体どーゆーゾンビなのか、死霊術士ネクロマンサーならずとも、一度見てみたいよーな気がするぞ。


「おしっ！　わかったわ！　この一件、あたしが引き受けたわっ！」


「ほんとうですか!?　ありがとうございますっ！」


　あたしの答えに、ウィニーは表情を輝かせた。


「そうと決まれば即行動！　ウィニー、あなたのおつかいがすんだら、さっそく神殿に行って調査開始よっ！」





「……困りましたねぇ……」


　しかし、あたしの予想した通り──


　神殿の関係者は、あたしの訪ほう問もんに、あまりいい顔をしなかった。


　……ま、当り前といえば当り前だが。


　おそらく彼らは、『あのウィニーが、今度は変な流れの魔道士を連れてきた』くらいに思っただけだろう。


　町での出会いのあのあと。


　おつかいをすませたウィニーは、あたしを神殿にまで案内し、副神官長の、サプラスとかいう人にひきあわせた。


　副神官長、というからにはとーぜん、いわばこの神殿でナンバー２なのだろうが、おそらく二十代の半なかばだろう、まだ若い黒くろ髪かみの男性だった。


　神官衣のよく似合う、なかなかハンサムな男である。


　彼は、神殿の一室で、あたしとウィニーの話を聞き終えたあと、ぽつりとそう言ったのだった。


「困る？　真相を調べるのが、ですか？」


「ことを荒あら立だてることが、です」


　あたしの皮ひ肉にくに動じた様子すら見せず、彼は落ち着いた口調で言った。


「僕としても、ほかの神官たちや見習いたちが、ウィニーさんに疑いの目を向けていることは知っていますし、それは良くない事態だと思っています。


　──けれど、もし、部外者の──それも、ウィニーさんの知りあいのあなたが、いろいろと神殿の中で調査をすれば、神官や見習いたちの中にも疑ぎ心しん暗あん鬼きが──今まで以上の動どう揺ようが生まれます。


　……そうでなくても神官長様は、今、病やまいで床とこに伏ふせっておられ、例のアンデッド事件のことで、ずいぶんとお心を痛めておいでです。


　この上問題が増えたりすれば、お体にもさわることにもなりかねませんからね」


「なら、それこそ一刻も早く事件解決した方がいいじゃない。


　それに、あたしはウィニーにしごとを頼まれたのよ。となればあなたたちがどう言おうと調査は進めるわ。


　──なら、調査に協力して、すこしでも早く解決した方が、騒ぎも小さくおさえられると思うんだけど？」


「……しかし……」


　だむっ！


　サプラスのことばを遮さえぎって、部屋の扉とびらが大きく開く。


　そこに仁に王おう立だちになっていたのは、見たことのある金髪巻き毛！


「サプラス様！　なんでしたら私が、その魔道士を追い出しましょうか!?」


　ルフィニアは、あいもかわらず高ピーな口調で言い放った。


「……ルフィニアさん……」


　その出現に、サプラスがついた重いため息から察するに、どーやら彼女、第一印象通りの性格のようである。


「なにもサプラス様が、こぉぉんな、どこの馬の骨ともわからない下げ賤せんな魔道士の相手をすることなんてありませんわ！」


　むかっ！


「下賤たぁ何よ下賤たぁ!?　こぉの根こん性じよう悪わるシューキョー女！」


「なんですってぇっ!?　無ぶ礼れいなっ！」


「ほーぅ。そーすると、ひとが相談してる時に、勝手に押しかけて相手をけなすのは無礼じゃないわけ？」











[image: ]








「……口の減らないッ……！


　サプラス様！　なにもお悩なやみになることはありませんわっ！


　もとはといえばこのアンデッド事件、どこかの誰かがこの神殿にやって来てから起こったこと！


　──その当人がアンデッドたちを操あやつっている、とまでは言いませんけど、その誰かさんに原因があることだけは確かですわ！


　となればその誰かさんに出て行ってもらえばそれですむことじゃあありませんこと!?」


　……こいつ……ウィニー当人目の前にして、そーゆーこと言うか……？


「それは感心しませんね。ルフィニアさん」


　しかし、あたしが文もん句くを言うよりも早く、やんわりとした口調でサプラスが言う。


「仲間を疑うようなことを言った上に『追い出せ』なんて……神に仕つかえる身として、そんなことを言ってはいけません」


「……け……けれどサプラス様！　私はこの神殿のみんなのことを思って……！」


「とにかく。


　ここは僕に任まかせて。あなたは修行の場にお戻りなさい」


「……けど……」


「ルフィニアさん」


「………………」


　ルフィニアは、下くちびるなんぞ嚙かみながら、しばし沈黙したあと小さく息を吐はき、


「── 失礼します！」


　乱暴に言うと、ぎぬろっ！　とウィニーをにらみつけ、づかづかと部屋をあとにした。


「……精神修行なってないわねー……」


「いやはや……ルフィニアさんも、決して悪い子じゃあないんですけどね……


　魔術や教えの勉強なんかはよくできるんですが、ちょっとそれを鼻にかけてるところはあります。


　もうちょっと、ひとに優やさしくするように言ってはいるんですけどねー」


「言って性格変わるなら、世の中悪人なんていなくなるわよ」


「……これはまた……耳の痛いおことばですねー」


「──ま、それはともかく。


　それじゃあそーいうことで、あたしは事件の調査をさせていただきます」


「どさくさにまぎれて決めないでください。まだ許きよ可かしたおぼえありませんから」


　──ちっ！　気づかれたかっ！


　サプラスさんは、深いため息をひとつつき、


「……とはいえどうやら、このままほうっておいてもいい、というものでもなさそうですねー……


　わかりました。


　しかたありません。調査をしてください。


　──けど申し上げておきますけど、それが露ろ骨こつに修行の邪じや魔まになるようでしたら、即お引き取り願いますよ。修行の時間にあれこれと聞いて回るのも困ります」


「オーケイ。わかったわ。修行のじゃまはしない。誓ちかうわ」


「──それを聞いて安心しました。


　どうかよろしくお願いします。


　──じゃあ、僕はこれで。ほかにやることもありますから」


　サプラスは、ほがらかな笑え顔がおで、かるく会え釈しやくをすると部屋を出て行った。


「──おーしっ！　それじゃあさっそく捜そう査さ開始よっ！」


「……あのぉ、けどリナさん……」


　それまで黙っていたウィニーが、おずおずと口を開く。


「なあに？　これから何かの修行の時間とか？」


「……というより……いいんですかぁ？　あんな約束して……？　あたしたち、おつかいだろうと食事だろうと修行の一いつ環かん、修行以外の時間なんて、ない、って言っていいくらいなんですよぉ」


　……………………


「しまったぁぁぁぁっ！　ハメられたぁぁぁぁっ！」





　──ともあれ、あたしの捜査ははじまった。


　まあ、ウィニーは『全部の時間が修行』などと言ってはいたが、食後のひとときくらいならよかろう、と、あたしは、朝、昼、夜の食事のあとを狙ねらって、あちこちに聞き込みをすることにした。


　しかし──


　やはり神官や見習いたちのほとんどは、ロコツに口には出さないまでも、ウィニーを疑っているらしく、自然、彼女の連れて来た、あたしに対する口も重くなる。


　決して能率的とは言えない聞き込み捜査で、確かめることのできたのはごくわずか。


　まず、アンデッド事件が、ウィニーがここへ来てしばらく経たってから、ウィニーのいる近くで頻ひん発ぱつしている、ということ。


　たいした実害は出ていないものの、事件の心労で、神官長のカゼフさんとやらが寝込んでおり、今は副神官長のサプラスが雑事を切り盛りしていること。


　あと、ウィニーへの反感が、かなり根強いものだということ。


　……専門用語で、『捜査はぜんぜん進んでない』とも言う。


　なにしろみんな、ウィニーとあたしへの反感が先に立つものだから、事件当時のくわしい状じよう況きようを聞いたところで、結局は、ウィニーへの陰かげ口ぐちか、あたしへの皮肉で話が終わる。


　ふつーなら、ンな連中、竜破斬ドラグ・スレイブあたりでどつき倒してやるところだが、そんなことをすれば、即座に神殿をほうり出されるだろう。


　──問題は、犯人の狙い、か──


　あてがわれた離れの屋根裏で、ごわごわの藁わらのベッドに横になり、あたしはいろいろと事件のことに思いをめぐらせた。


　なぜ犯人は、ウィニーのまわりにアンデッドを呼び出し、騒ぎを起こさせたか。


　答えは単純。一連の事件はウィニーのしわざだと、全員に思い込ませるためである。


　彼女がもと死霊術士ネクロマンサーだということは、神殿の全員が知っているはず。となれば、ウィニーのまわりでアンデッドによる事件を起こしてやるだけで、疑いの目は彼女に向く。


　問題はその次。それをやることで、犯人に、一体どんなメリットが生まれるか、ということである。


　今まで起きた事件といえば、畑が荒らされたり、儀ぎ式しきの邪魔をされたり、町で出てきたアンデッドたちが、店や屋台の品物荒らしまくったり……


　ま、荒らされた方はじゅーぶんめーわくだが、少なくとも今のところ、人的被害などはなし。


　早い話、単にウィニーが疑われているだけで、この一連の事件で得をした者は誰もいない、ということなのだ。


　となれば、可能性は二つ──


　一つ。ウィニーに疑いをかけることこそが犯人の目的だった場合。


　あの性格悪のルフィニアあたり、『なんとなく嫌いだから』なんぞとゆーくそたわけた理由で、ウィニーを陥おとしいれようと考えるかもしれない。


　そのあたりが事件の真相なら、まだ害はない。みんなでルフィニアをタコ殴なぐりにしておしまい、である。


　問題は、もう一つの方──


　すなわち、本格的な事件はこれから起こるのだ、という可能性である。


　もし犯人が、ぶっそーなことをたくらんで、このあと、アンデッドを使ってそれを実行したとする。


　そうなって、役人が本格的な取り調べに乗り出した時──神殿関係者は、まず間違いなく、口をそろえてこう言うだろう。


　ウィニーが来てから、こんな事件が起こりはじめた、と。


　だが、もしもそうだとすれば、犯人自身が次の行動を起こすまで、こちらは手のうちようがない、ということに──


　…………！


　考えを中断し、あたしはベッドの上に、しずかに半身を起こした。


　耳をすませば──聞こえる。


　……きしっ……きしっ……


　古びた床板を踏ふむ音は、ゆっくりと、しかし確実に、こちらに近づきつつあった。


　この離れ、今はあたしのほかには誰もいないはずである。


　神官や見習いたちが眠るのは本館。そちらの方にはむろん客間もあるのだが、神殿としては立場上、あたしを正式な客として扱あつかうわけにはいかない。だから客間を使わせることはできない──ということで、この離れの一室をあてがわれたのだ。


　何かの相談に来たウィニー──と、いうわけではなさそうである。


　足音は複数だった。


　となれば──


　あたしはいそぎ、口の中で呪じゆ文もんを唱となえた。


　足音はだんだんと近づいてくる。


　そして──


　きしっ……きしっ……


　階段をきしませながら上がって来たのは、予想通り、五体ほどのゾンビたち！


　しかしこの時、すでにあたしは呪文を唱え終えている。


「翔封界レイ・ウイング！」


　風の結けつ界かいを身にまとい、天てん井じようの天てん窓まどをおし開けて、あたしは高速飛行の術で、夜の空へと舞い上がる。


　むろん、逃げたわけではない。あたしがちょいとその気になれば、たかがゾンビの五体やそこら、呪文ひとつで片づけてみせる。


　しかしこのゾンビを片づけたところで、事件が解決するわけもない。それを操る者をつき止めることが肝かん心じんなのだ。


　犯人があたしにゾンビを送りつけたのは、おそらく警けい告こくか、あるいは、邪魔なあたしを消すためか。


　いずれにしても犯人は、ことのなりゆきを、どこか近くで見守っているはずである。


　それを見つけるためにこそ、あたしはこうして飛び出したのだ。


　晴れ渡った夜空にかかる満月が、つめたい光を夜に投げかけている。


　風の結界を通してあたりを見渡せば──


　いたっ！


　神殿本館の横手に、ちらりと動く黒い影かげ！


　あたしは術を制せい御ぎよして、そちらに向かって突つっ込んでゆく！


　黒い影はあたしに気づいたか、あわてた様子で建物の裏手へとまわる。


　このまま一気に追いすがりたいところだが、いかんせん、建物のそばには木が生えていたりする。コントロールしづらいこの術で、木々の間をすり抜けることはむずかしい。


　──えぇいっ！　面めん倒どうなっ！


　あたしは地面近くで術を解かい除じよして、こんどはダッシュで、黒い影の逃げていった方へとまわる。


　しかし──


　建物の裏手にまわった時にはすでに遅し。もはやあたりに動くものは何もなかった。


　ただ──


　すぐそばに、小さな木戸がある。


　神殿本館の裏口が。


　あの黒い影が、あらかじめ開けておいたこの裏口から入って、中からカギをかけた、というのは十分に考えられた。


　……まあ、しかし何にしろ、こうとなってはもはや追つい跡せきは不可能。あのゾンビどもをぶち倒して、今日はおとなしく寝るしかなさそうである。


　あたしは離れの方へと足を運び──


　ひたりっ、と足を止めた。


　離れの裏手から、五体のゾンビがぞろぞろと、表に歩き出て来ていた。


　あたしの眠っていた屋根裏部屋に来たやつらだろう。


　おそらく犯人は、離れの裏口あたりを壊して、『屋根裏部屋にいる』あたしに何かをしろと命令したのだろう。


　ところが、あたしが部屋から出たせいで、一体何をしていいのかわからずに、こうやってぞろぞろ出てきた、といったところだろうか。


　これで、術者のところにでも帰ってくれれば話は早いのだが、あいにくと、ふつーのゾンビに、そーいった帰き巣そう本能のようなものはない。ほうっておけば、あたりをでたらめな方向に歩き回ったあげく、明日の朝あたり、あちこちで騒ぎを起こす、くらいが関の山だろう。


　ならばやっぱし、かたまっている今のうちに処分するか……


　あたしは口の中で呪文を唱え──


「火炎球フアイアー・ボール！」





　グゴゥンッ！





　あたしの放った一撃は、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを撒まき散らし、ゾンビたちを灰はいと化した。


　──とりあえず、今日のところは、これで一件落着か……


　結局、これといった収しゆう穫かくはなし。骨折り損のなんとやら。


　思ってため息をついたその時。


「何よ!?　これ!?」


　後ろで聞こえた黄色い悲鳴にふり向けば、神官やら見習いやらが玄げん関かん口に集まって、一体何が起きたかと、こちらの方に注目している。


　……あああっ！　ついいつもの調子で火炎球フアイアー・ボールぶっ放しちゃったけど、考えてみればみんな寝てたんだっ！


「ちょぉぉぉっと!?　何なのよ一体!?　この騒ぎは!?　こぉの真夜中にっ！」
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　そしておーかたの予想通り、神官たちの中から、ずずずぃっ、と、ルフィニアが一歩進み出て、あたしに向かって文句をたれる。


「こんな夜中にバカみたいな音立てて火か炎えん魔ま法ほうぶっ放すなんて、非常識もいいところね！


　さすがにどこかの誰かさんが連れて来ただけのことがあるわ！


　それとも何!?　やっぱりどこかの誰かさんみたいに『これはあたしがやったんじゃあないですぅ』とか言うつもり!?」


　むかっ！


　正直言って、後頭部に蹴けりの二、三十発も入れてやりたいところだが、いま逆上すればこちらが悪者になる。


　あたしは極力表情を殺し、遠い目で、消えかけた炎を見つめつつ。


「── 今度はあたしが襲おそわれたのよ」


　……ざわざわざわ……


　あたしの計算した通り、一同は、眠りを妨げられた不満より、事件の知らせにざわつきはじめる。


　──一名を除のぞいて。


「へぇぇ。本当かしらねぇ」


　その一名──ルフィニアは、あたしに白い視線を向けて、


「そんなこと言って、本当は狂きよう言げんじゃあないの？」


　むかむかっ！


　……がまんがまん……


「──どういうことかしら？」


　つとめて冷静な声であたしは問う。


「自分を信用させるため──『私がいればアンデッドなんてへっちゃら』というのをアピールするため、自分でゾンビを呼び出して、わざと派は手でな術で倒したんじゃあないか──なんて思ったもんだから」


　むかむかむかかっ！　むかむかかっ！


　……でもがまんがまん……


「あたしは、そういう無意味なハッタリは嫌いよ。……あなたはそういうの好きそうだけど」


「どうだか……


　第一、あなたがそれほど有能な魔道士とは思えないわねぇ。


　そう経験積んでるようにも見えないし。風格も背も胸もないし」





　どつき倒すッ！





　あたしがかたく心に誓ちかい、実行に移そうとしたまさにその時。


「──いいかげんにしなさい！　ルフィニアさん！」


　割って入ったのは、サプラス副神官長の声だった。


　さすがのルフィニアも、彼に真まっ向こう逆さからうのは気がひけるのか、ぴくんっ、と小さく身をふるわせて、おそるおそる、玄関の方──神官たちに混じって佇たたずむサプラスの方に目をやった。


「ルフィニアさん、どうしてあなたはそうことを荒立てようとするんですか？」


「……わ……私はただ……みんなの平へい穏おんを乱すものは許ゆるせないと思って……！」


「気持ちはわかりますが、だからといって、ここでリナさんにあらぬ疑いまでかければ、みんなの心にいらぬ疑心暗鬼が生まれることになります。


　そうなったら、あなた自身が、みんなの平穏を乱すことになってしまうんですよ」


「…………！」


　何か言い返すかと思いきや、ルフィニアはしばし沈黙し、やがて、かっくりと肩を落として、


「……すみませんでした……サプラス様……」


　意外や、あっさりとサプラスに頭を下げた。


「わかっていただければ結けつ構こうです。くわしい事情は、また明日にでもあらためて、僕がリナさんからおうかがいしておきます。


　──さあ。それじゃあみなさん。戻った戻った」


　サプラスのことばに全員が、ぞろぞろと、神殿の奥へと引きあげてゆく。


　かくて結局。


　あたしはルフィニアを、どつき倒しそこねたのだった。


　……なんか……犯人逃がしたのより、こっちの方がくやしいぞ……





「……神官長様がぁ……またお具合が悪くなられたらしいですぅ……」


　ウィニーが暗い表情で、つきそったあたしに、ぽつり、とそうこぼしたのは、その翌日──神殿のおつかいで、町に出た時のことだった。


「神官長って……たしか、カゼフとかいう……？」


　そー言えば、あたしはまだ顔を合わせたことはないが……


「はい。そうですぅ。


　もうかなりのお齢としですし……心配ですぅ……」


　……なるほどー。ウィニーは言おうとはしないが、きのうの事件なんぞ、夜中にいきなし火炎球フアイアー・ボールの爆ばく発はつ音おん、なんて展開だったしなぁ……って、あたしがぶっ放したんだけど。


「……きっと、今度の一連の事件で心労がたまって……


　……やっぱり……あたしがいない方がいいんでしょうかぁ……」


「それは違うわよ。ウィニー」


　しょげる彼女の肩に、あたしはぽんっ、と手を置いて、


「たしかに、犯人の目的が、単にあなたへのいやがらせだったとしたら、あなたがここを出て行けば、事件は終わるかもしれないわ。


　けど、解決はしないわ。


　あなたが出て行って事件が終われば、みんなは『やっぱりウィニーが事件の原げん因いんだったんだ』と思う──


　それだけなら、あなたはひょっとしたら、『自分が気にしなければすむことだ』って思うかもしれないけど──


　それは、あの神殿に、そんないやがらせを平気でするよーな人間を、野放しにしたままほうっておく、ってことになるのよ。


　もしそうなったら、また別のひとが、あなたと似たようないやがらせを受けることになるかもしれないわ。


　──それよりも問題なのは、犯人の目的が、単なるいやがらせじゃあなかった場合よ。


　もし、犯人の目的が、あなたの存在を、ある犯はん罪ざいに利用しようとしているだけだったとしたら──あなたは単なるきっかけに過ぎなかったとしたら──


　たとえあなたとあたしが、神殿を離れたとしても、犯人は、計画を中止しようとはしないでしょうね。


　──その計画を止められるのは、たぶん、あたしたちしかいないのよ。


　あなたが、犯人の計画のカギになっている以上、犯人と何らかの形で接せつ触しよくできる可能性は高いわ。


　だから──


　逃げちゃあだめ」


「……そう……ですよね……


　わかりました。ここであたしががんばらなくちゃあいけないんですよね……」


「──あぁらあら。一体何をがんばるのかしらね？」


　横から割って入ったのは、あんまし聞きたくもない声だった。


「ルフィニア!?」


　そう。


　そこには一体どーいうわけか、例の性格悪逆女、ルフィニアの姿があった。


「なんであんたがこんなところにいるのよっ!?」


「決まってるじゃない。サプラス様に頼まれて、おつかいに来たのよ。


　──まさかどこかのアンデッド娘とインチキ魔道士まで町に出て来ているとは思わなかったけど。


　ウィニー、今日は町でアンデッド呼び出して暴れさせたりしちゃあだめよ。ホーホホホホホホホホ！」


　いやみったらしい口調で言うだけ言い放ち、くるりと背を向け、さっさと人ごみの中へと去ってゆく。


　おにょれっ！　馬車の当て逃げみたいな真ま似ねをっ！


　あたしはルフィニアの後ろ姿をにらみつけ──


　……って、あれ……？


　人ごみの中に、一いつ瞬しゆんちらりと見えたあの姿は……？


「……どうかしましたかぁ？　リナさん？」


「……あ……うん、ちょっと……」


　ウィニーに声をかけられて、あたしは、はた、と我われにかえる。


　……しかし……もしかして……ひょっとして……もしそうなら……


　いろいろと考えを巡めぐらせながら、あたしはウィニーといっしょに、おつかい先の場所へと向かい──


「スケルトンだぁっ！　スケルトンが出たぞぉっ！」


　誰かの声があたりに響ひびいたのは、それからほどなくのことだった。


　──まさか──やっぱり!?


　となれば、この場はとっとと片をつけて、ことを確かめるっ！


　あたしは呪文を唱えつつ、人ごみをかき分け、数体のスケルトンたちの前に出る。


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　あたしの放った一撃は、あっさりと、スケルトンの一体を崩くずし去った。


　相手の精神のみにダメージを与える術で、アンデッド相手に使えばこの通り。


　同じ術を連発し、全部のスケルトンを倒したそのあと──


「翔封界レイ・ウイング！」


　あたしは高速飛行の術を使って、ウィニーを残し、その場を飛び去った。





「──ちょっとお時間いーかしら？」


　あたしが神殿の一室に乗り込んだのは、夕方の、写本の時間のまっ最中だった。


　ルフィニアが、ほかの生徒が、めーわくそーにこちらを眺ながめ、ウィニーが、いぶかしげな視線をあたしに送る。


「……ちょっとリナさん。困ります。修行の邪魔をしないって約束だったじゃあありませんか……」


　困った顔で言うサプラスの瞳ひとみをまっすぐ見つめ返し、


「アンデッド事件の真犯人がわかった──と言っても？」


　ざわっ。


　見習いたちが一斉にざわつく。


「はん！　そんなこと言って、どーせくっだらないハッタリなんでしょ!?」


　あんのじょう、いちゃもんをつけてくるルフィニアに、あたしは静かな視線を向けて、


「──今日、ウィニーといっしょに町へおつかいに行った時──またアンデッドが町に現われたわ」


「そのようね」


「もちろんルフィニアは知ってるでしょうね。あなたもそこにいたんだから」


「……どういう意味よ!?　それ!?」


　意味ありげなあたしのことばに、こちらが何を言わんとしているかを察したか、顔色を変えてルフィニアが言う。


「あたしとウィニーが町で出会った時も、ゾンビが町に出てきたけど、やっぱりあの時もあなたは町にいた。


　神殿の近くで事件が起こった時は言うまでもなく、よ。


　──つまり。


　アンデッド事件が起きた時、そこには、ウィニーのほかにもう一人、必ずそこにあなたがいた」


　ざわざわざわざわ……


　ざわつく一同の中、ルフィニアは、燃えるような視線であたしをにらみつけながら、しかし静かな口調で、


「……それで……？」


「くわえて、あなたにはかなりの魔道の素質がある、という話。


　あなたがどこかでアンデッドの製造術を修得していても不ふ思し議ぎじゃあないわ。


　つまり──


　今回の事件の犯人は、噂通りにロコツに怪あやしいウィニーじゃあなく、実は、ルフィニア、あなたなんだ──」


「……なっ……!?」


　ざわざわざわざわざわざわざわざわざわ！


「──そう思わせることが真犯人の狙いなのよ」


　──!?──


　一瞬、あたしの言ったことが理解できなかったのか、ひたりっ、とざわめきが消えた。


「……ど……どういうこと……？　私を疑わせることが真犯人の狙い、って……？」


　ルフィニアが、ぼーぜんとした表情で問いかける。


「どーいうことも何も、言った通りの意味よ。


　──そうですよね。サプラス副神官長」


「……え……？」


　あたしにいきなし話を振られ、サプラスは、めんくらった顔で、


「──僕──ですか？」


「──そう。あなたよ。


　今日の昼、町にスケルトンが出たあの時──


　人ごみの中に、見知った顔を見かけたのよ。


　あなたの顔をね」


　ざわざわざわ。


　ふたたびざわめきはじめる一同。


「──で、あたしは念のため、スケルトンたちを片づけたあと、高速飛行の術を使って、いそいでここまで戻って来ると──


　あなたは留る守すだった」


「……それでまさか、僕が犯人だとでも？」


　苦笑を浮かべて言うサプラスに、あたしはかまわず、


「──考えてみたら、ウィニーとルフィニアを同時に町におつかいに出す、なんてことができるのは、今、ここの神殿のあれやこれやを取りしきっているあなたしかいないわ。


　あたしに、襲しゆう撃げきしやすい離れをあてがってくれたのも、たしかあなただったはずね」


「あなたねぇ。いいかげんにしなさいよ」


　あたしのことばに、あきれた口調でルフィニアが口をはさむ。


「言うにことかいてサプラス様が犯人だなんて。どーにかしてるんじゃない？


　第一、なんでサプラス様がそんなことをしなくちゃあならないのかしら!?」


「聞けば、神官長のカゼフさんは、ご高こう齢れいで今は寝たきりとか。


　もし、今回の事件で心労が重なって、もしものことがあったとしたら──


　ここの神官長の地位は、副神官長のくり上がり、ってことになるんじゃない？」


　たしかに今、この神殿のいろいろなことをとりしきっているのはサプラスだが、とはいえ立場はあくまでも副神官長、言ってしまえば、しょせんは『代理』でしかない。となればやはり、自由にならない部分は出て来るだろう。


　押しも押されぬ地位と権力を手に入れる手はただ一つ。すなわち、自分自身が神官長の地位に上りつめること。


　とはいえ、今の神官長が変死、などということになれば、疑いのまなざしを彼に向ける者も出てくるだろう。


　そこで、ウィニーがもと死霊術士ネクロマンサーだということ、そして、問題のある性格のルフィニアを利用して、今回の計画をたくらんだ。


　アンデッド事件の心労が、寝たきりのカゼフ神官長にとっては、命を縮ちぢめるほどの心労になることを予想して──


「正気なの!?」


　あたしのことばに反論の声を上げたのは、サプラスではなく、ルフィニアだった。


　……もーいーから黙っててほしいんだけど……


「よりにもよってサプラス様を疑うなんて！　サプラス様は立りつ派ぱなかたよっ！　将来は大神官に出世して、めでたくこの私と結ばれる運命にあるのよっ！」


「……いや、そーゆー予定は……」


　困った顔で抗こう議ぎするサプラスを無視し、ルフィニアは、ウィニーをびしぃっ！　と指さして、


「今回の事件の犯人は、そこのアンデッド娘に決まってるのよ！　もと死霊術士ネクロマンサーなんて一体何を考えてるのか!?　どーせここでの修行が気に入らないからって、腹いせにゾンビやスケルトン呼び出したに違いないのよっ！」


「違いますぅっー」


　面と向かっての言いがかりに、さすがにウィニーも抗議の声を上げる。


「あたしにはわかるんですぅっ！　あのアンデッドたち、あたしがつくった子たちじゃあありませんっ！　絶対に！　あんなへたくそなつくられかたしたら、アンデッドたちもかわいそうですぅっ！」


「へたくそとは何よ!?　失礼ね！」


　ウィニーのことばにルフィニアは怒りの……


　……………………


　って、をい。まさか。


「……失礼ね!?」


　あたしのことばに、ひくっ！　と、ルフィニアの体がかすかにこわばる。


「ちょっと待ってルフィニア。何？　今の『失礼ね』ってぇのは？


　ウィニーは、アンデッドの製作者をけなしたのよ」


「……そ……そ……それはっ……！」


　ルフィニアは、ロコツにあたふたとしながら、


「……ち……ちょっと……その場のいきおいっていうか、勘かん違ちがいっていうか……


　うるさいわねっ！　とにかく言い間違えただけよっ！」


「ルフィニアさんには、僕からも、ひとつお聞きしたいことがあります」


　にこやかな口調でそう言ったのはサプラスだった。


「きのうの夜──リナさんがアンデッドに襲われて、火炎呪文で撃退した時──リナさんは『襲われた』とだけおっしゃっていたのに、あなたはこうおっしゃいました。『自分でゾンビを呼び出したんじゃあないか』って。


　──あなたはなぜ、リナさんを襲ったのがスケルトンでもグールでもなく、ゾンビだと思ったんです？」


　ざわわわわわっ！


　──あ!?


　そーいえば、あの時はルフィニアに対するムカムカが先に立って、気づかなかったけど……たしかに……


「……そっ……それはっ……！」


　ルフィニアはまともに顔色を変えて、


「それはっ……！　そう！　今までの事件で、ゾンビが出てきたことが多かったから、あの時もそうじゃあないか、と思っただけですわ！」


「なるほど。話の筋すじは通りますね。


　僕もその可能性は考えました。


　そこで今日、ちょっと実験してみたんです。


　ウィニーさんとあなたとを、同時に町におつかいに出すことで、ね。


　もしも僕が疑った通り、あなたが犯人なら、きっとあなたは事件を起こすだろう、と考えて。


　そして僕は、こっそりとあなたのあとをつけました。


　……どうやらそこをリナさんに見られたみたいですけど」


「………………」


　ルフィニアは、追いつめられた表情で、黙ってサプラスを見つめている。


「そして──


　僕は見てしまったんですよね。


　あなたが呪文を唱えているところを」





　ざわざわざわざわざわ！





　一同のざわめきは最高潮に達していた。


「……ほんとうは、あとでリナさんや神官長と相談して、もうすこしことを穏おん便びんに処理したかったんですが……」


　あたしがみんなの前で、サプラスを犯人だと言ったのと、ルフィニアが口をすべらせたのとで、それもできなくなった、というわけか……


「けどルフィニアさん、なんだってこんな事件を起こしたんです？」


　サプラスの問いに、彼女は視線をそらせながら、


「……そ……それは……


　ウィニーがなんとなく気に入らなかったから……」





　ぷちぃっ。





「なぁぁぁに考えてんのよあんたはぁぁぁっ!?


　ひとがせぇぇぇぇぇっかくシブい推すい理り組み立てたのを、口がすべって正体バラして、おまけに事件起こした理由が『気に入らなかったから』!?


　おにょれルフィニア許すまじっ！　あたしの立場は一体どーなる!?　こーなったら、天が許してもあたしが許さんっ！」


「……リナさん、それ、かなり逆さか恨うらみ入ってる……」


　ウィニーのスルドいツッコミはとりあえず無視し、あたしはルフィニアをびしぃっ！　と指さし、


「何はともあれっ！　こーなった以上もはや言い逃のがれはきかないわよっ！　覚かく悟ごしなさいっ！」


　がたんっ！


　ルフィニアは、いきなり無言でいすを蹴け倒たおすと、ぼーぜんとする一同の机つくえを踏み越え、奥のドアの方へと向かう。


「おにょれ逃がさんっ！」


　その後ろを追い、あたしも走る。ルフィニアに、わずかに遅れて、開いたままのドアにたどり着き──


「爆炎舞バースト・ロンド！」


　ルフィニアの声と同時に、目の前に、無数の小さな光球が出現した！


「ぅどひぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　あわてて閉めたドアの向こうで、いくつもの爆発音がはじけた。


　無数の小さな火球を発射する、見た目と音とは派は手でなものの、殺さつ傷しよう能力はほとんどないに等しい術である。


　とはいえンなものを、まっ正面から受けようとは思わないし、何より、いきなりのことでおどろいた、というのもある。


　爆発音がおさまるのを待ってドアを開ければ、走り去るルフィニアの背が小さく見えた。


　逃がさんっ！　正義と平和と私し怨えんのために、当初の予定通り、とっ捕つかまえてタコ殴なぐりにしちゃるっ！


　ルフィニアはそのまま神殿を飛び出すと、町ではなく、裏手のほうに走ってゆく。


　それを追うあたしに、サプラスと、数名の神官、そしてウィニーが続く。


　やがて──


　ルフィニアが、足を止めてふり向いたのは、神殿の裏手にある墓ぼ地ちのまん中でのことだった。


　──となれば、彼女が次に何をするかは、大体の想像はつく。


「ルフィニアさん！　もうおやめなさい！」


　サプラスの制止を無視し、ルフィニアは呪文を唱え──


「群霊覚醒呪ネクロ・ヴード！」


　……もごっ……


　あたりの大地がもがき、うごめき、まるでそこから吐はき出されるかのように、五体のゾンビが大地に立つ！


「さあお前たち！　この場にいる私以外の人間をやっつけておしまいっ！」


　ルフィニアの命めいに応こたえて、ゾンビたちは、のたのたとこちらに向かって来る。


　──ふっ。しかししょせんはムダなあがき。


　あたしに加えて、サプラスや、数人の神官たちもいるのだ。そこにゾンビの四体や五体、呼び出したところでどーなるもんでもない。


　サプラスと神官たちは、口々に浄化呪文を唱えはじめ──


　しかし、それが完成するより早く。


「群霊覚醒呪ネクロ・ヴード！」


　ルフィニアが、ふたたび同じ呪文を唱えて放つ！


　こいつっ！　数で圧おす気かっ!?


「……なっ……!?」


　意表を突かれた神官の数人が思わず声を上げ、呪文詠えい唱しようを中断する。


　サプラスとその他一名の神官の浄化呪文が、二体のゾンビを塵ちりへと帰し、つづいてあたしの術が完成した。


「火炎球フアイアー・ボール！」


　ぼぼぉぉぉぉん！


　あたしの放った一撃は、数体のゾンビを灼やきつくす。


　しかし。


「群霊覚醒呪ネクロ・ヴード！」


　またまたなんとかのひとつおぼえで、ルフィニアが新たにゾンビをつくり出す。


　こいつっ！　呪文詠唱早いでやんの！


　えーいっ！　このままじゃあ、いつまでたっても数が減らんっ！


　こーなったら大技で一気にカタをつけるか……あたりのお墓はか壊しまくることになるのは寝ざめ悪いけど……


　思ったその時。


「やめてくださいぃっ！　ルフィニアさぁぁん！」


　涙ながらの声を上げたのはウィニーだった。


「もうやめてくださいぃ！　そんな使われかたをしたら、ゾンビさんたちがかわいそうですぅっ！」


　──とはいえむろん、ルフィニアが、そんな説得に耳を貸すわけはない。


「群霊覚醒呪ネクロ・ヴード！」


　かまわずまたまたゾンビを呼び出す。


　……ふぅっ……


　ウィニーは、悲しいため息をひとつつき、


「……しかたありません……なら、あなたはあたしが止めてみせますぅっ！」


　言うなり呪文を唱えはじめる。


　──これは── 浄化呪文ではない。死霊術ネクロマンシー!?


「冥王幻朧呪ラグナ・ドライブ」


　ざわっ！


　ウィニーの『力あることば』に応こたえ、一体のゾンビが、ルフィニアからすこし離れたあたりの場所に出現した！


　おー。たしかにウィニーの言う通り、外見からして、ルフィニアの出したザコゾンビとは違うぞ。


　パリッとした黒の埋まい葬そう着姿で、なめらかな動作でウィニーに一礼を送り。


『マスター。ご命令を』


　言って小さく笑えみを浮かべた。


　口もとからこぼれる黄色い歯が、ねらりっ、と輝かがやく。
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「し……しゃべった!?」


　神官のひとりが驚おどろきの声を上げた。


　まあ、あたしは以前に、ウィニーのつくったゾンビがしゃべるのを見たことがあるから、そんなには驚かなかったが……


　ふつーは驚くわな。これは。


　ウィニーは、びしぃっ！　とルフィニアを指さすと、


「あのひとを止めてくださいぃっ！　けど乱暴にしちゃあだめですよっ！」


『イエス。マスター』


　言うなり駆かけ出すウィニーのつくったゾンビ。


　速いっ！　生身の人間が走るのと変わらんぞ！


　ルフィニアのまわりに、彼女の呼び出したゾンビはいるものの、そいつらの受けた命令は、あくまでも、この場にいる『人間を』倒すこと。ウィニーのゾンビは全くのノーマーク！


　あわててルフィニアは新たにゾンビを呼び出して、向かい来るウィニーのゾンビを指さし、


「そこのゾンビを……！」


　言いかけて、そこでふとことばに詰つまる。


　そもそもふつーのゾンビという奴は、単純ではっきりとした命令にしか従わない上、融ゆう通ずうも利きかない。


　もしここでルフィニアが、『そこのゾンビを倒せ』などと命令すれば、彼女自身が呼び出した、そのあたりにいるゾンビ同士でのつぶしあいがはじまりかねない。


　その一いつ瞬しゆんのためらいのうちに、ウィニーのゾンビはルフィニアのもとへとたどり着く。


「──ひっ……!?」


　あわてて身を退ひこうとするルフィニアの両肩を、ウィニーのゾンビは、がしぃっ！　と捕らえ引き寄せて──


　……っておい、まさか……!?


　ちうううううううううううううっ！


　………………………………


　あたりの空気がまっ白に凍こおりついた。


　……な……なんつーことを……


　あろーことか……ウィニーのつくり出したゾンビは……ルフィニアに……その……なんつーか……


　いきなしディープ・キスをかましたのだった。


　……これは……ひとたまりもあろうはずもない。


「──はうっ。」


　世にもおそるべきその攻撃に、ルフィニアは、いともあっさり気を失ったのだった。


　……いや……いくらルフィニアが性格悪いっていっても……これはちょっぴしムゴいよーな気がするぞ……





「……うーむ……」


　ルフィニアの出したゾンビを、みんなで浄化したそのあと。


　完全に失神しているルフィニアに、あたしはフクザツな視線を投げかけた。


「まさかリナさん、今までの腹いせに殴ってやる、なんて思っているんじゃあないでしょうね」


「まさか。気絶してる相手殴ったってしかたないでしょーが」


　冗じよう談だんめかして言うサプラスに、あたしも笑いながら答える。


「気がついてからあらためて殴る」


「……………………」


「──けど、あなたもけっこーくわせ者ねー。


　ひょっとして、あたし一人を離れに泊とめたのも、犯人を動かすつもりで？」


「ええ。まあ。


　僕も、このまま事件をほうっておいていいはずはない、と思ってましたから。


　あれこれとこっそり調査してはいたんですけど、どうにも手がかりが摑つかめなくて……」


　ロコツに調査をはじめたあたしは、たぶんルフィニアにとっては、かなりうっとうしい存在だっただろう。


　そのあたしが一人で離れに寝ね泊とまりしていれば、ちょっかいをかけて来るのは当り前だろう。


「他人をエサに使うなんて、神官にしてはなかなか立派な作戦ねー」


「リナさんのお噂は、かねがね耳にしていましたから。


　あなたなら、たとえゾンビ程度の相手に襲われたところで、どうということもないでしょう？」


　あたしの皮肉ににこにこ笑顔で切り返す。


　……こいつ……やっぱしかなりの食わせもんでやんの。


「けれど正直、あの夜はすこし焦あせりました。


　離れの表のほうを見張っていたんですが、どうやらルフィニアさんは裏口のほうからアンデッドたちを送り込んだみたいですね。


　いきなりリナさんが飛び出して来て、僕の方に向かって来たんですから」


「──なるほど。あの時の人影はあなただったわけね。


　けどそいじゃあ、なんで逃げたりしたわけ？」


「だって、あの状況で捕まったりしようものなら、犯人扱いされても文句言えなくなっちゃうじゃあありませんか。


　さすがに僕も、それだけはいやですから」


　二人の話すその横で、神官たちが、気絶したままのルフィニアを、ずりずり引きずって連れてゆく。


　しかしまあ考えてみれば、ルフィニアも、単に騒ぎを起こしただけなのだから、そう重い罪に問われることはないだろう。


　そう考えれば──やっぱし今のうちに、思いっきしどついておこう。


「けどウィニーあなた、アンデッド苦手だとか言いながら、さっきはおびえたりしなかったじゃない」


　あたしはウィニーに向かって言う。


　そのかたわらには、彼女自身が呼び出したあのゾンビが、つき従うように佇たたずんでいる。


「……はい……なんか、今度の事件でアンデッドさんたちが迫はく害がいされてるの見て、かわいそうだなー、って思ってたら、いつの間にか、そんなに苦手じゃあなくなってたみたいですぅ」


「そっか……


　けどひょっとして、そーすると、また死霊術士ネクロマンサーとして再出発するつもりだ、とかそーゆーことは……？」


　あたしの問いに、しかし彼女はしずかに左右に首を振り、


「いえ……やっぱり僧侶の道を進もうと思いますぅ。


　今回の事件で特に、僧侶になって、みんなが仲良く暮らせるような世の中をつくりたいと思ったんですぅ」


「うんうん。感心な心がけですねぇ。微び力りよくですけれど、僕もそのお手伝い、させてもらいますよ」


　横でしみじみうなずくサプラス。


「ありがとうございますぅ、サプラス様。


　あたし、絶対にがんばって、みんなが──人とアンデッドのみんなが仲良く暮らせる世界をつくってみせますぅ！」


「……いやそれは……」


「……できればやめてもらいたいよーな気が……」





　そして、一つの事件は終わりをつげたのだった。


　……まあ……今回……はっきし言ってあんましいいところなかったけど……


　それもまた人生、とゆーことで。


　──最後に。


　ウィニーに教えてもらった『ちょっと小こ粋いきでアドリブの効きくゾンビ』のつくりかたのノウハウは、行く先々の魔道士協会で、ンな変なモノのノウハウはいらん、と、買い取り拒きよ否ひされまくったことだけを記しておく。


　……しくしくしくしく……







（ガッツだ（もと）死霊術士ネクロマンサー：おしまい）















　あとがき



神坂一＋Ｌ　　









作：どぉもごぶさたっ！


　　そーいうことでここに、スレイヤーズすぺしゃる七巻『がんばれ死霊術士ネクロマンサー』をお届とどけしますっ！


Ｌ：……本編第二部は……？


作：いやぁ。とーとー新年ですねー。去年もゲームが出たりと、いろいろありましたが、どーやらことしもいろいろありそーですねー。あ、ちなみにこのあとがき、一九九五年のお正月に手にしていただいた、とゆー想定で書いてますんでよろしくっ！


Ｌ：……で……本編第二部は……？


作：まー、去年の年末はいろいろ……ばたばたしちゃって。……年賀状出すだけでもおーさわぎ！


Ｌ：……本編第二部……


作：……近所の友だちに住所録作ってもらったり……


Ｌ：第二部。


作：……………………


Ｌ：──で？


作：すまんんんんんんんっ！　私が悪かったぁぁぁぁぁっ！


　　ううっ！　がんばって考えますぅっ！


Ｌ：ふっ。最初っから、そうすなおに反はん省せいしていればいーものを。


作：──とまあ、気持ちよく反省したところで、そいではさっそく、おしらせもろもろ行ってみよーか！


Ｌ：……実は反省してないだろ……作者あんた……


作：それはさておき。


　　今年の年賀状は、恒こう例れい、原画・神坂一当人による『Ｌさまスカちびバージョン・おまけの部下Ｓつき』ですっ！


Ｌ：ス……スカちびってあんた……毎年呼称が悪くなってくよーな……


Ｓ：それに、おまけの私がついているって……（部下Ｓ、年賀状を見る）


　　ああああああっ！　私の扱いってたいていこんなもんっ！


　　（注：雪ダルマ役）


Ｌ：……こ……この扱いはいくらなんでも……適切すぎるぞ……


Ｓ：……しくしくしくしく……


作：まあ、正月だからいーんじゃないかと。


Ｌ：そーねー。ま、年賀状に書かれるよーになっただけでも大出世だと思わなくちゃ！　よかったじゃない！


Ｓ：そ……そーですかねー……しくしくしくしく……


Ｌ：年賀状といえば、作者あんた、考えてみたらあたしのご幼少のみぎりバージョン描かくことって多いけど……


　　はッ!?　ひょっとして、神坂一ってロリロリおやぢ!?


作：いや、単に画力の関係で、六等身とか七等身にするとハガキの枠フレームに全身像がおさまらなくなるだけ。


Ｌ：……それって……けっこー情けないかも……


作：ほっとけっ！


　　……それはさておきっ！


　　えー、いつもみなさんからいただいているファンレターは、もちろん全部、楽しく読ませていただいていますが……さすがにお手紙の量が増えちゃいましたので、今現在お返事は書けない状態になってたりします。ごめんなさい。


　　せめて年賀状はお送りするようにしていますけど……


Ｌ：ちっちっちっ！　そこをがんばって書くのが男ってもんじゃない。


作：そーは言うけど、さすがに年間に届く数が四ケタ超こえるとなぁ……


Ｌ：一日五枚ずつとか書けばなんとでもなるっ！


作：お前、かんたんに五枚とか言うけどなー……返事を書くとなると、相手の手紙を読んで、どーいったメッセージを返そうか考えて、ハガキに構図取ってらくがきの下書きしてペン入れして彩色して余白にメッセージ入れて……とかやってたら、一日五枚どころか一枚二枚でも、もぉとてもとても……


Ｌ：……そこまで凝こってどーする……職人じゃあないんだし……


作：……いや……つい……


　　やっぱり人間、白い紙があるとらくがきしたくなる、ってぇのは、いわば一種の本能みたいなもんだし。


Ｌ：そーいえばたしかに、作者あんたがほかの人に渡すもので、らくがきの入っていないものっていえば、封ふう筒とうか原稿だけ、みたいなところあるわねー。


作：そーなんだ。文字だけでハガキや便びん箋せん埋うめつくすと、『どーした!?　こんなことでいーのか!?　こんなあいそのないモノもらって誰だれがよろこぶ!?　らくがきだっ！　お前はらくがきをするのだっ！』


　　なんて思いがむくむく頭をもたげて……


　　ふと気がつくと原稿さておいてハガキにらくがきしてたりして。


Ｌ：……そ……それはかなり問題あるよーな気が……


　　そんな調子で、ちゃんと本編第二部の話、思いつくんでしょーね？


作：ふふん[image: ]　思いつかんからこーして困っとるんじゃあないか。


Ｌ：ひらきなおるなぁぁぁぁっ！


　　……けどこのあとは、ロスト・ユニバースの四巻でしょ、ドラゴンマガジンの連載もあって、ンでもって本編第二部……


　　……ま……死ぬ気でがんばってね。


作：ああっ！　口調がつめたいっ！


Ｌ：だぁぁぁって、第二部じゃあ、あたしの出番ってあとがき以外にはないわけでしょ？


作：……本編書かなきゃああとがきもないぞ……


Ｌ：はっ！　そーいえばそーかもっ！


　　とするとやっぱりここは一発、あとがきだけで一冊の本書くとか。


　　もちろんあたしが主役で。


作：……一冊分も一体何を書けとゆーのだ……？


Ｌ：それはまあ、作者あんたが考える、とゆーことで。んじゃあおねがい。


作：……をい……


Ｌ：と、話がまとまったところで、ちょーど時間となりました。


作：いつまとまったぁぁぁっ!?


Ｌ：それじゃあみなさん、さよーならー


作：こらちょっと待て！　あとがき一冊ぶん……


　　（部下Ｓ、作者の声を遮さえぎって幕を下ろす。しばし幕の向こうで聞こえる作者の声。


　　やがて、『ごすっ』とかいう音がして──沈ちん黙もく）







あとがき：おわり
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